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「
産
業
革
命
遺
産
」
に
い
ざ
な
わ
れ 

長
大
橋
が
つ
な
ぐ
夕
日
の
西
海
岸 

そ
の
離
島
・
半
島
の
道
１
８
０
㎞
を
ド
ラ
イ
ブ
し 

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
故
郷
と
教
会
群
を
巡
礼
す
る 

   

      
 

                             
 

② 平和記念公園の平和記念像（1955、南島原市出身の北村西望作） 

③ 世界産業革命遺産の旧グラバー住宅と長崎造船所ジャイアント・カンチレバークレーン 

④ 平戸城天守閣から眺めた平戸港と中心市街地 

東インド会社の出先機関オランダ商館が設置された２つの港まち―平戸と長崎－ 
1609年 平戸に設置、  1641年 長崎出島に移設 

オランダ商館跡 

稲佐山 

⑤ 女神大橋から眺めた長崎港と中心市街地 

長崎造船所 
中心市街地 
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一 
離
島
・半
島
を
結
ぶ
海
洋
文
明
の 

「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」 

 １ 

海
峡
を
ぶ
ら
り
跨
ぐ
離
島
・
半
島 

長
崎
県
は
、
東
シ
ナ
海
を
介
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
相
対

峙
す
る
半
島
と
島
々
か
ら
な
り
、
加
え
て
そ
れ
ら
を
守
る
か
の

よ
う
に
小
島
が
取
り
囲
む
構
図
を
な
し
、
複
雑
か
つ
特
異
で
あ

る
（
図
２
お
よ
び
写
真
⑥
、
㉝
）。
そ
の
中
で
五
島
列
島
を
別
に

す
れ
ば
、
北
松
浦
半
島
、
平
戸
島
・
生
月
島
か
ら
西
彼
杵
半
島
、

さ
ら
に
は
長
崎
半
島
へ
の
一
帯
は
、
九
州
本
島
の
最
西
端
の
地

で
あ
る
。
現
在
の
自
治
体
で
い
え
ば
、
松
浦
、
平
戸
、
佐
世
保
、

西
海
（
さ
い
か
い
）、
長
崎
の
各
市
と
佐
々
町
の
５
市
１
町
だ
が
、

そ
れ
こ
そ
が
風
景
街
道
「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」
で
あ

る(

図
１
参
照)

。
半
円
一
直
線
に
照
ら
す
真
っ
赤
な
夕
日
に
映

え
る
半
島
と
主
要
な
島
々
は
、
い
ず
れ
も
が
橋
で
つ
な
が
っ
て

い
る
（
二
章
１
節
）。 

本
地
域
は
、
こ
う
し
た
環
境
の
も
と
、
か
な
り
以
前
か
ら
西

洋
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
と
の
交

流
が
活
発
で
あ
っ
た
。
多
く
の
西
洋
文
明
や
ア
ジ
ア
の
生
活
様

式
が
い
ち
早
く
伝
え
ら
れ
、
わ
が
国
の
中
で
も
珍
し
い
多
文
化

融
合
の
文
明
を
築
き
あ
げ
て
き
た
。 

例
え
ば
、
長
崎
を
訪
れ
る
と
、
世
界
に
例
を
み
な
い
料
理
と
し

て
「
卓
袱
（
し
っ
ぽ
く
）
料
理
」
が
あ
る
。
宴
会
で
食
す
る
機
会

も
多
い
が
、
こ
れ
は
、
和
食
と
中
華
料
理
、
オ
ラ
ン
ダ
料
理
が
融

合
し
、
円
い
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
皆
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
む
食

文
化
で
あ
る
。
地
元
の
人
た
ち
は
、
面
白
が
っ
て
「
わ
か
ら
ん

（
和
華
蘭
）
料
理
」
と
も
い
う
が
、「
わ
か
ら
ん
」
と
は
、
料
理

が
混
じ
り
あ
っ
て
わ
け
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
様
々
に
興
味
を
抱
き
、
親
交
を
深
め
、
多
彩
に
創
造
を
豊
か

に
す
る
こ
と
の
裏
返
し
と
も
理
解
で
き
る
。 

 

あ
る
い
は
、
卓
袱
料
理
に
花
を
添
え
る
よ
う
に
、
お
座
敷
唄
の

九州で最後に閉山（2001）の炭鉱・池島（長崎市）（1974、
国土交通省、国土情報ウェブマッピングシステム）―
高島、端島と同じく炭鉱跡見学ツアーがある。 

⑦-1 鉄川与助の設計・施工の

山田教会（平戸市生月町） 

⑥ 松浦市福島と唐津市肥前町の間の海

域（伊万里湾）に浮かぶいろは島 
 

⑦-2黒島天主堂（佐世保市黒島）の内部 

図1 ながさきサンセット

ロードの略図 

⑧ 長崎市野母崎の変はんれい岩(億８千年前と推定) 
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「
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」
が
良
く
唄
わ
れ
る
。
こ
の
歌
は
、
自
由
に
唄
い
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
追
加
さ
れ

変
化
し
て
き
た
長
崎
の
民
謡
だ
が
、
そ
の
中
の
有
名
な
一
節
は
、 

長
崎
名
物
は
た
揚
げ
盆
祭
り 

秋
は
お
諏
訪
の
シ
ャ
ギ
リ
で 

氏
子
が
ぶ
ー
ら
ぶ
ら 

ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
と
い
う
も
ん
だ
い
ち
ゅ 

こ
れ
か
ら
、
長
崎
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
抱
く
だ
ろ
う
か
。
和
華
蘭
文
明
の
ま
ち
か
、
そ
れ
と

も
興
味
が
交
じ
り
合
う
文
化
豊
か
な
ま
ち
か
。
あ
え
て
い
え
ば
、「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー

ド
」
は
そ
う
し
た
「
わ
か
ら
ん
文
明
・
文
化
」
を
も
つ
半
島
や
島
々
を
ぶ
ー
ら
ぶ
ら
と
巡
る
旅

で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
地
図
の
上
で
、
今
一
度
、
本
風
景
街
道
地
域
を
見
入
る
と
、
西
は
東
シ
ナ
海
、

五
島
灘
、
天
草
灘
、
東
は
玄
界
灘
、
伊
万
里
湾
、
そ
し
て
大
村
湾
、
橘
湾
、
場
合
に
よ
っ
て
は

有
明
海
と
、
海
ま
た
海
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
（
図
２
）。
そ
の
結
果
、
半
島
の
幅
は
約
２
０
㎞

に
過
ぎ
な
い
が
、
南
北
は
直
線
に
し
て
１
５
０
㎞
と
細
長
く
伸
び
て
い
る
。
そ
の
姿
は
井
戸
か

ら
水
を
汲
み
だ
す
ポ
ン
プ
に
も
、
水
を
す
く
う
人
の
手
の
よ
う
に
も
見
え
、
と
う
と
う
と
流
れ

る
対
馬
海
流
の
恵
み
を
少
し
で
も
多
く
汲
み
上
げ
ん
と
躍
動
し
て
い
る
。 

こ
れ
で
思
い
つ
く
の
が
、
か
つ
て
地
中
海
の
ク
レ
タ
島
で
生
ま
れ
、
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
や
陶

器
類
で
知
ら
れ
る
海
洋
文
明
が
エ
ー
ゲ
海
全
体
へ
広
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
沖
縄
・
奄
美
の
琉

球
文
明
が
九
州
へ
、
済
州
島
の
風
の
文
明
が
朝
鮮
半
島
へ
だ
が
、
本
風
景
街
道
地
域
の
文
明
も

こ
れ
ら
に
類
し
て
い
る
。
荒
れ
狂
う
海
に
向
き
あ
う
斜
面
地
域
で
、
必
死
に
耐
え
な
が
ら
、
絶

え
間
な
く
流
れ
来
る
対
馬
海
流
か
ら
、
ア
ジ
ア
、
西
洋
の
文
明
・
文
化
を
最
大
限
に
汲
み
上
げ
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
、

奥
深
い
味
わ
い
を
も
つ
「
卓
袱
文
明
」
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
結
果
が
、
前
述
の
国
際
色
豊
か
な
食
文
化
を
生
み
出

し
、
多
彩
な
暮
ら
し
を
も
た
ら
し
、
西
洋
医
術
の
発
達
を
促
し
た
。
あ
る
い
は
、
世
界
文
化
遺
産
群
と
し
て
今
に
残
る
産

業
革
命
が
あ
り
、
守
り
に
守
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
継
承
が
あ
っ
た
。
壱
岐
、
対
馬
、
五
島
列
島
へ
は
む
ろ
ん
、
九

州
、
さ
ら
に
江
戸
を
介
し
全
国
諸
地
域
へ
と
伝
搬
の
役
を
果
た
し
た
。 

わ
が
国
の
最
西
端
の
半
島
・
離
島
と
は
い
え
、「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」
の
一
帯
か
ら
発
し
た
文
明
・
文
化
を

訪
ね
る
〝
ぶ
ー
ら
ぶ
ら
、
ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
〟
の
旅
も
、
幾
度
と
な
く
訪
ね
れ
ば
、
平
戸
名
物
の
焼
き
あ
ご
（
ト
ビ
ウ
オ
）

の
よ
う
に
、
最
初
は
硬
く
て
も
、
噛
め
ば
か
む
ほ
ど
味
わ
い
深
く
な
り
、
潮
風
の
文
明
・
文
化
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

半
島
ご
と
に
区
分
さ
れ
る
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド 

な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
風
景
街
道
地
域
に
は
全
体
で
８
０
万
の
人
々
が
暮
す
が
、
そ
の
殆
ど
は
北
と
南
に
分
れ
、

対
を
な
し
て
い
る
。
北
の
拠
点
・
佐
世
保
市
に
２
５
万
人
、
南
の
長
崎
市
に
４
１
万
人
。
両
者
だ
け
で
地
域
全
体
の
９
割

近
く
を
占
め
る
。 

こ
の
こ
と
と
地
形
要
因
か
ら
、
道
路
以
外
の
交
通
施
設
は
必
ず
し
も
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
地
域
に
十
分
に
及
ぶ
と
は
い

え
な
い
。
長
崎
国
際
空
港
は
大
村
湾
の
南
よ
り
に
位
置
し
（
図
２
）、
鉄
道
お
よ
び
港
湾
は
佐
世
保
、
長
崎
の
２
つ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
大
村
湾
の
東
よ
り
を
通
る
鉄
道
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
肝
心
の
風
景
街
道
を
連
ね
る
西
彼
杵
、
長

崎
半
島
に
は
、
空
港
も
な
け
れ
ば
、
鉄
道
も
十
分
及
ぶ

も
の
で
は
な
い
。
現
在
、
建
設
中
の
新
幹
線
長
崎
ル
ー

ト
は
佐
賀
県
の
武
雄
・
嬉
野
か
ら
ト
ン
ネ
ル
で
抜
け
て

新
大
村
・
諫
早
を
経
由
し
、
現
長
崎
駅
を
終
着
駅
と
す

る
こ
と
に
と
ど
ま
る
。 

そ
う
な
る
と
頼
り
は
路
線
バ
ス
で
あ
る
。
西
彼
杵
、
長

崎
半
島
は
、
乗
り
継
ぎ
も
含
め
て
国
道
２
０
２
号
を
通

り
、
板
の
浦
（
西
海
市
大
瀬
戸
町
）、
桜
の
里
タ
ー
ミ
ナ

ル
（
長
崎
市
桜
の
里
）、
長
崎
新
地
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
長

崎
市
新
地
町
）
を
結
ぶ
路
線
が
あ
る
。
北
部
は
佐
世
保

バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
松
浦
、
平
戸
、
早
岐
、
西
海

の
各
方
面
に
向
け
た
路
線
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
、
あ
る
程
度
本
数
は
あ
る
も
の
の
、
行
き
先
や
曜
日
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
。
乗
り
継

ぎ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
事
前
の
チ
ェ
ッ
ク

が
望
ま
し
い
。 

こ
う
し
た
実
態
か
ら
、
本
風
景
街
道
の
回
遊
は
基
本

的
に
道
路
に
依
存
し
、
車
に
よ
る
ド
ラ
イ
ブ
や
バ
ス
ツ

ア
ー
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
部
分
的
だ
が
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
小
旅
行
も
必
要
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

全
部
を
巡
る
と
し
て
も
、
数
日
も
あ
れ
ば
、
め
ぼ
し
い
風
景
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
、
後
述
す
る
資
源
内
容
か

ら
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
も
つ
風
景
街
道
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。 

（
メ
イ
ン
ル
ー
ト
） 

 

図
１
に
、
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
の
道
路
網
を
示
す
。
南
北
の
道
路
と
し
て
国
道
２
０
４
号
、
２
０
２
号
が
基

本
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
完
す
る
た
め
、
平
戸
で
は
国
道
３
８
３
号
、
佐
世
保
で
は
国
道
３
５
号
、
長
崎
で
は
国
道
４
９
９

号
が
繋
が
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
図
中
の
松
浦
半
島
の
Ａ
（
松
浦
市
福
島
口
）
と
長
崎
半
島
の
Ｂ
（
長
崎
市
野
母
崎
）
の

間
の
道
路
延
長
を
求
め
れ
ば
約
１
８
０
㎞
で
あ
り
、
車
で
走
破
す
る
に
し
て
も
数
時
間
を
要
す
る
。
ま
た
、
国
道
４
９
９

号
は
、
長
崎
市
内
で
は
出
島
海
岸
通
り
、
大
浦
海
岸
通
り
と
呼
ば
れ
、
野
母
崎
脇
岬
か
ら
先
は
海
で
、
ル
ー
ト
と
し
て
は

天
草
灘
を
経
て
阿
久
根
市
に
至
る
。 

こ
れ
ら
の
国
道
と
、
平
戸
市
生
月
島
へ
の
県
道
１
９
号
、
４
２
号
、
西
彼
杵
半
島
北
部
の
県
道
４
３
号
を
合
わ
せ
た
も

の
が
「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」（
図
１
の
赤
太
線
）
の
主
な
道
路
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
な
が
る
３
桁
国
道
や
県
道

を
加
え
た
道
路
網
が
本
風
景
街
道
の
基
本
の
骨
組
み
を
な
し
て
い
る
。 

（
本
風
景
街
道
区
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
区
間
分
割
に
つ
い
て
） 

長
崎
県
か
ら
隣
接
の
九
州
諸
地
域
に
繋
が
る
国
道
、
高
速
道
路
と
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
の
幹
線
道
路
と
を
示
せ
ば
、

図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
福
岡
・
佐
賀
方
面
か
ら
の
高
速
道
に
九
州
横
断
道
長
崎
自
動
車
道

図2 長崎サンセットロード地区への流出入3拠点と3回遊ルート 
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（
Ｅ
３
４
）
が
あ
る
。
ま
た
、
福
岡
か
ら
糸
島
、
唐
津
（
玄
界
灘
風
景
街
道
）
を
経
由
し
、
松
浦
、
佐
世
保
、
武
雄
を
回

る
西
九
州
自
動
車
道
（
Ｅ
３
５
）
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
北
部
九
州
の
隣
接
各
地
か
ら
出
入
り
す
る
基
幹
の

道
路
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
中
九
州
の
阿
蘇
・
熊
本
地
域
や
天
草
か
ら
の
回
遊
路
が
あ
る
。
有
明
海
沿
岸
道
路
の
整
備

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
大
牟
田
市
の
三
池
港
や
宇
土
半
島
突
端
の
三
角
港
、
天
草
下
島
の
本
渡
港
と
、
島
原
半
島
の
諸
港
と

が
結
ば
れ
、
有
明
海
の
沿
岸
の
各
地
を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
う
し
た
交
通
網
と
隣
接
の
風
景
街
道
の
存
在
を
念
頭
に
お
く
と
、
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
へ
ア
ク
セ
ス
す
る

に
は
図
に
示
す
３
つ
の
流
出
入
拠
点
（
伊
万
里
、
武
雄
、
諫
早
の
各
市
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ン
セ
ッ
ト

ロ
ー
ド
を
３
つ
の
区
間
❶
、
❷
、
❸
に
分
割
す
れ
ば
、
流
入
拠
点
を
踏
ま
え
た
回
遊
ル
ー
ト
が
計
画
で
き
、
好
都
合
で
あ

る
。 ◎ 

玄
界
灘
風
景
街
道
、
ま
た
は
福
岡
、
唐
津
か
ら
西
九
州
自
動
車
道
を
つ
た
え
ば
伊
万
里
市
に
至
り
、
こ
れ
に
隣
り

合
う
の
が
本
風
景
街
道
の
松
浦
市
で
、
さ
ら
に
北
岸
を
進
み
、
平
戸
市
へ
進
む
と
、
佐
世
保
市
に
至
る
松
浦
区
間
❶
（
約

１
８
０
㎞
）
に
至
る
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
そ
の
ま
ま
福
岡
、
唐
津
方
面
に
戻
る
場
合
は
、
国
見
道
路
に
沿
っ
て
伊
万
里
市

へ
の
国
道
４
９
８
号
（
図
中
の
グ
レ
イ
点
線
の
矢
印
）
を
た
ど
る
と
よ
い
。
あ
る
い
は
、
佐
世
保
市
か
ら
西
九
州
自
動
車

道
を
進
み
武
雄
市
に
至
れ
ば
、
高
速
道
経
由
で
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
、
佐
世
保
市
の
佐
世
保
中
央
Ｉ
Ｃ
と
福
岡

市
の
天
神
北
ラ
ン
プ
（
長
崎
自
動
車
道
＋
福
岡
都
市
高
速
道
）
と
の
間
の
走
行
時
間
は
約
２
時
間
で
あ
る
。 

◎ 

福
岡
、
佐
賀
お
よ
び
大
分
方
面
か
ら
の
出
入
り
と
な
る
長
崎
自
動
車
道
は
武
雄
で
分
岐
。
そ
の
一
つ
の
西
九
州
自

動
車
道
は
佐
世
保
市
に
至
り
、
松
浦
区
間
❶
を
た
ど
る
。
い
ま
一
つ
は
西
彼
杵
半
島
の
区
間
❷
（
延
長
約
９
０
㎞
）
を
回

遊
し
、
さ
ら
に
長
崎
市
か
ら
区
間
❸
（
延
長
約
６
０
㎞
）
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。 

◎ 

長
崎
自
動
車
道
を
用
い
て
福
岡
、
佐
賀
か
ら
、
ま
た
は
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
有
明
沿
岸
道
路
を
伝
っ
て
諫
早
市

へ
。
あ
る
い
は
、
熊
本
、
天
草
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
島
原
半
島
に
渡
り
諫
早
市
へ
。
こ
れ
ら
３
方
向
か
ら
諫
早
市
に
至
り
、

さ
ら
に
長
崎
自
動
車
道
や
国
道
３
４
号
を
進
む
と
長
崎
市
に
行
き
つ
く
。そ
の
後
は
、区
間
❷
さ
ら
に
❸
の
回
遊
と
な
る
。 

な
お
、
図
中
の
点
線
矢
印
の
国
道
な
ど
を
ア
ク
セ
ス
路
に
追
加
す
る
と
、
大
村
湾
周
回
ル
ー
ト
が
構
築
で
き
る
。
離
島
・

半
島
と
は
い
え
、
実
に
多
彩
な
コ
ー
ス
設
定
が
可
能
だ
が
、
こ
れ
は
次
章
１
節
に
述
べ
る
長
大
橋
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

国
内
外
の
遠
方
か
ら
長
崎
へ
は
、
多
く
の
人
々
が
公
共
交
通
機
関
で
出
入
り
す
る
。
そ
の
際
の
主
な
拠
点
は
長
崎
（
国

際
）
空
港
、
長
崎
港
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
長
崎
駅
、
佐
世
保
駅
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
駅
で
あ
る
。
そ
れ
ら
各
駅
な
ど
か
ら
は
、

バ
ス
や
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
で
、あ
る
い
は
観
光
バ
ス
や
観
光
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
前
述
の
各
区
間
を
回
遊
す
る
こ
と
と
な
る
。 

 

要
す
る
に
、
全
て
を
一
度
に
巡
れ
ば
か
な
り
の
距
離
に
及
ぶ
。
こ
の
た
め
、
回
遊
の
目
的
や
内
容
に
応
じ
て
無
理
の
な

い
範
囲
に
分
け
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
を
３
区
間
に
分
け
る
と
計
画
を
立
て
や
す
い
。
あ
る
い
は
、
地
域
区
分
に
よ
る
場

合
は
、
図
１
の
⑴
平
戸
・
松
浦
、
⑵
佐
世
保
・
西
彼
杵
、
⑶
長
崎
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
各
内
容
は
三
～
五
章
に
示
す
通
り

で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
遺
産
の
産
業
革
命
遺
産
を
訪
ね
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
を
巡
礼
し
た
い
な
ら
ば
、
高
島
や
端
島

な
ど
、
あ
る
い
は
五
島
列
島
の
島
々
や
黒
島
へ
の
海
路
が
加
わ
り
、
海
陸
に
跨
る
回
遊
を
楽
し
む
旅
と
な
る
。 

二 

橋
、
教
会
と
海
洋
景
観
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド 

１ 

サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
を
繋
ぐ
数
々
の
「
長
大
橋
」 

「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」
地
域
は
離
島
・
半
島
で
あ
り
、
区
域
内
を
移
動
す
る
に
し
て
も
か
つ
て
は
大
き
な

迂
回
が
強
い
ら
れ
た
。
陸
・
海
の
交
通
を
乗
り
継
ぐ
不
便
や
天
候
の
影
響
を
強
く
受
け
、
欠
航
で
通
交
不
能
に
な
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
長
崎
県
は
、
戦
後
の
経
済
成
長
期
を
通
じ
て
交
通
の
不
便
を
解
消
す
る
た
め 

、

橋
の
建
設
に
懸
命
で
あ
っ
た
。 

そ
の
際
、
橋
は
川
だ
け
で
な
く
、
海
峡
を
跨
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
長
大

な
橋
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
厳
し
い
台
風
、
激
し
い
潮
流
に
耐
え
る
設
計
・
施
工
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
な
か
っ

た
。
平
戸
島
と
松
浦
半
島
田
平
地
区
と
の
間
の
平
戸
瀬
戸
、
平
戸
島
と
生
月
島
と
の
間
の
辰
ノ
瀬
戸
、
針
尾
島
と
西
彼
杵

半
島
と
の
間
の
針
尾
瀬
戸
、
長
崎
湾
の
湾
口
部
な
ど
を
目
の
前
に
し
て
、
地
域
の
人
達
は
、
実
現
困
難
と
思
い
つ
つ
も
長

い
こ
と
橋
を
か
け
る
夢
を
見
続
け
た
。 

 

問
題
は
海
峡
等
を
跨
ぐ
長
大
な
橋
を
ど
う
実
現
す
る
か
だ
。
川
な
ら
ば
、
橋
台
と
橋
台
と
の
間
に
橋
脚
を
配
し
、
そ
の

上
に
桁
を
並
べ
る
橋
、ア
ー
チ
の
踏
ん
張
り
に
着
目
し
た
石
橋
や
レ
ン
ガ
造
の
橋
な
ど
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、

そ
れ
ら
で
は
橋
の
安
定
や
経
済
性
、
耐
久
性
、
建
設
に
お
け
る
安
全
な
作
業
の
上
で
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。
抜
本
的
に
は

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
構
造
上
の
工
夫
や
強
靭
な
材
料
の
開
発
が
求
め
ら
れ
、
国
内
外
に
学
び
な
が
ら
そ
う
し
た
問
題
を

克
服
し
、
本
地
域
の
長
大
橋
は
整
備
さ
れ
て
き
た
。 

厳
し
い
自
然
環
境
下
で
、
交
通
路
で
あ
る
床
構
造
を

い
か
に
強
く
て
軽
い
も
の
に
す
る
か
、
こ
れ
を
橋
脚
・

橋
台
で
ど
う
支
え
る
か
な
ど
の
課
題
に
対
す
る
克
服

で
あ
る
。 

ａ 

床
構
造
に
つ
い
て
、
Ｉ
型
や
ボ
ッ
ク
ス
型
な
ど
の

断
面
の
桁
に
加
え
、
ト
ラ
ス
桁
、
箱
桁
な
ど
に
よ
り

橋
長
を
伸
ば
す
工
夫
が
あ
っ
た
。 

ｂ 

橋
脚
、
橋
台
を
地
中
の
岩
盤
で
し
っ
か
り
支
え
る

た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
製
の
杭
、
ケ
ー
ソ
ン
が

活
用
さ
れ
、
水
圧
下
の
水
中
施
工
が
工
夫
さ
れ
た
。 

ｃ 

ス
パ
ン
の
大
き
な
ア
ー
チ
橋
や
ト
ラ
ス
橋
、
吊
り

橋
、
斜
張
橋
な
ど
新
た
な
構
造
形
式
の
展
開
が
あ

り
、
橋
脚
を
少
な
く
す
る
、
省
略
す
る
工
夫
が
実
現

し
た
。 

ｄ 

材
料
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材
の
高
品
質
化

が
進
む
中
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
高

表１ ながさきサンセットロードの主な長大橋一覧 

橋　名 場　所 完成年 橋長m タイプ

福島大橋 伊万里－松浦福島 1967 225 桁橋

鷹島肥前大橋 唐津肥前－松浦鷹島 2009 1251 斜張橋

平戸大橋 平戸市岩の上－田平 1977 665 吊橋

生月大橋 平戸市生月島 1991 960 トラス橋

岩の上大橋 平戸市岩の上町 1992 290 桁橋

西海橋 佐世保市東針生町 1955 316 アーチ橋

早岐瀬戸大橋 佐世保市大塔町 1983 360 ﾗﾝｶﾞｰﾄﾗｽ橋

瀬戸中央橋 佐世保市広田町 2009 228 箱桁橋

寺島大橋 西海市大島町 1988 269 ﾆｰﾙｾﾝﾛｰｾﾞ橋

大島大橋 西海市大島町 1999 1095 斜張橋

中戸大橋 西海市崎戸町 1999 200 PC桁橋

黒口大橋 西海市黒口郷 2003 270 桁橋

新西海橋 西海市上杉崎 2006 620 アーチ橋

旭大橋 長崎市大黒町 1982 524 桁橋

樺島大橋 長崎市脇岬長 1986 227 ﾗﾝｶﾞｰﾄﾗｽ橋

日見夢大橋 長崎市芒塚町 2004 365 ｴｸｽﾄﾗﾄﾞｰｽﾞﾄﾞ橋

女神大橋 長崎市木鉢町‐戸町 2005 1289 斜張橋

伊王島大橋 長崎市香焼町 2011 876 箱桁橋

注）薄青の網掛けは橋長500mを超える超長大橋

松
浦

平
戸

佐
世
保

西
海

長
崎
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張
力
鋼
な
ど
の
開
発
が
あ
り
、
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
。 

な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
技
術
の
進
歩
に
支
え
ら
れ
、
わ
が
国
で
も
他
で
例
を
見

な
い
ほ
ど
多
く
の
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
た
。
お
か
げ
で
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
上
の
工
夫
や
苦
労
の
足
跡
を
追
い
か
け

な
が
ら
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
合
わ
せ
て
、
離
島
・
半
島
ゆ
え
の
苦
難
の
道
を
尋
ね
、

そ
の
生
活
や
暮
ら
し
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

寄
り
道
に
述
べ
る
定
義
に
従
い
、
本
風
景
街
道
地
域
の
長
大
橋
を
拾
い
出
せ
ば
、
図
３
お
よ
び
表
１
の
と
お
り

で
あ
る
。
全
部
で
１
８
橋
を
数
え
る
中
、
実
に
１
５
に
「
大
橋
」
の
名
が
つ
い
て
い
る
。
恐
ら
く
地
域
自
慢
の
橋

と
の
意
味
合
い
を
込
め
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
中
に
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
超
長
大
橋
が
８
橋
あ
る
。 

本
風
景
街
道
の
松
浦
市
に
関
し
、
鷹
島
・
福
島
と
北
松
浦
半
島
の
中
心
部
と
の
間
に
佐
賀
県
の
唐
津
市
と
伊
万

里
市
が
挟
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
鷹
島
、
福
島
を
訪
れ
る
に
は
、
一
度
伊
万
里
港
の
伊
万
里
湾
大
橋
（
ア
ー
チ
橋
、

橋
長
６
５
１
ｍ
、
う
ち
海
上
部
４
２
０
ｍ
。
２
０
０
３
年
）
を
渡
り
県
外
に
迂
回
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
含

め
る
と
、
本
風
景
街
道
は
メ
イ
ン
道
路
を
１
０
㎞
走
る
ご
と
に
１
つ
の
長
大
橋
に
遭
遇
す
る
勘
定
と
な
る
。 

サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
地
域
の
橋
に
つ
い
て
は
、
戦
後
間
も
な
く
の
１
９
５
１
年
か
ら
工
事
が
始
ま
り
（
表
１
）、

以
来
、
時
代
ご
と
の
先
端
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
、
長
い
期
間
を
か
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を

並
べ
る
と
、
概
ね
４
つ
の
技
術
段
階
を
踏
み
、
現
在
に
至
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

〈
海
峡
を
渡
る
長
大
橋
建
設
の
ス
タ
ー
ト
…
西
海
橋
と
福
島
大
橋
〉 

最
初
は
、
国
道
２
０
２
号
の
西
海
橋
（
佐
世
保
市
）
①
に
始
ま
る
段
階
で
あ
る
。
同
橋
は
大
村
湾
の
出
入
り
口
・

針
尾
瀬
戸
（
日
本
三
大
急
潮
の
一
つ
）
に
架
か
り
、
わ
が
国
の
長
大
橋
建
設
の
先
駆
け
で
あ
る
。
１
９
５
５
年
の

完
成
で
あ
り
、
当
時
は
東
洋
一
、
世
界
３
位
の
長
さ
の
鋼
ア
ー
チ
橋
で
あ
っ
た
。
戦
後
初
め
て
の
本
格
的
な
有
料

道
路
だ
が
、
１
９
７
０
年
に
無
料
化
さ
れ
、
車
や
人
が
押
し
寄
せ
半
島
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

本
格
的
な
離
島
架
橋
と
し
て
、
１
９
６
７
年
の
福
島
大
橋
（
松
浦
市
・
伊
万
里
市
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
延
長
２
２

５
ｍ
で
、
両
橋
台
の
中
間
に
２
本
の
橋
脚
を
配
し
た
桁
橋
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
長
大
橋
の
初

期
段
階
で
、
従
来
か
ら
の
ア
ー
チ
橋
、
桁
橋
を
工
夫
・
改
善
し
な
が
ら
の
建
設
が
行
わ
れ
た
。 

〈
吊
り
橋
、
ト
ラ
ス
橋
の
時
代
へ
…
平
戸
大
橋
、
生
月
大
橋
〉 

次
は
、
ト
ラ
ス
橋
や
吊
り
橋
が
長
大
橋
に
採
用
さ
れ
た
第
２
段
階
で
あ
る
。
世
界
的
に
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
長

大
橋
は
、
１
９
世
紀
に
始
ま
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
湾
口
に
架
か
る
金
門
橋
（
吊
り
橋
、
全
長
２
７
３
７

ｍ
、
Ｍ
Ｓ
（
床
桁
を
支
え
る
最
大
支
間
長
）
１
２
８
０
ｍ
）
は
１
９
３
７
年
の
完
成
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ー
ス

鉄
道
橋
（
ゲ
ル
バ
ー
ト
ラ
ス
橋
、
全
長
２
５
２
９
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
５
２
１
ｍ
）
は
、
１
８
９
０
年
の
竣
工
で
、
１
０
０

年
余
を
過
ぎ
て
な
お
も
現
役
で
あ
る
。
九
州
で
も
、
吊
り
橋
で
は
、
若
戸
大
橋
（
全
長
６
２
７
ｍ
、
１
９
６
２
年
）、

関
門
橋
（
全
長
１
０
６
８
ｍ
、
１
９
７
３
）
な
ど
５
橋
が
先
行
し
、
ト
ラ
ス
橋
で
は
天
草
１
号
橋
（
全
長
５
０
２

ｍ
、
１
９
６
６
年
）、
黒
之
瀬
戸
大
橋
（
全
長
５
０
２
ｍ
、
１
９
７
３
年
）
が
架
け
ら
れ
た
。 

こ
れ
ら
に
対
し
、
長
崎
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
地
域
で
は
、
吊
り
橋
の
平
戸
大
橋
⑩
（
全
長
６
６
５
ｍ
、
最
大
支

間
長
Ｍ
Ｓ
４
６
５
ｍ
）
は
１
９
７
３
年
に
建
設
が
始
ま
り
、
１
９
７
７
年
の
完
成
で
あ
る
。
ト
ラ
ス
橋
の
生
月
大

寄
り
道 

川
や
海
を
渡
る
長
大
橋
と
は 

半
島
・
離
島
か
ら
な
る
本
風
景
街
道
の
売
り
の
一
つ
は
、
海
な
ど
を
渡
る
長
大
な
橋
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

長
大
か
否
か
の
判
断
基
準
は
な
い
。
そ
こ
で
著
者
な
り
の
判
断
を
風
景
資
源
の
抽
出
に
用
い
た
。 

人
や
物
の
移
動
の
た
め
に
架
け
る
橋
だ
が
、
そ
の
基
本
構
造
は
単
純
で
あ
る
。
移
動
体
を
乗
せ
る
床
、
そ
れ
を
支
え

る
桁
、
桁
を
受
け
る
支
承
ま
で
の
仕
組
み
を
上
部
工
と
呼
ぶ
。
上
部
工
を
受
け
止
め
、
大
地
に
固
定
す
る
橋
台
・
橋
脚
・

基
礎
の
仕
組
み
が
下
部
工
で
あ
る
。
橋
は
、
こ
れ
ら
２
つ
を
基
本
と
す
る
自
立
し
た
構
造
体
で
あ
る
。
都
市
等
に
見
ら

れ
る
高
架
橋
を
除
い
て
、
川
や
海
峡
な
ど
を
渡
る
交
通
の
た
め
の
橋
に
限
る
と
し
て
も
、
海
峡
等
の
幅
が
長
け
れ
ば
、

橋
は
長
大
に
な
る
が
、
船
舶
航
行
の
た
め
に
必
要
な
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
や
、
水
深
、
地
盤
状
態
、
地
形
に
よ
り
大
掛
か
り

な
構
造
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

一
方
、
こ
う
し
た
橋
の
基
本
的
捉
え
方
に
よ
る
場
合
と
は
別
に
、
短
い
橋
を
連
ね
全
体
が
長
大
な
と
き
、
こ
れ
ま
た

長
大
橋
と
称
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ア
マ
ー
島
と
ス
ェ
ー
デ
ン
南
部
と
の
間
に
エ
ー
レ
ス
ン
ド
海
峡
が

あ
る
。
そ
の
中
間
に
人
工
島
を
建
設
し
、
そ
こ
か
ら
ア
マ
ー
島
側
に
全
長
４
０
５
０
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
が
、
ス
ェ
ー
デ
ン

側
に
全
長
７
８
４
５
ｍ
の
橋
（
下
写
真
）
が
建
設
さ
れ
、
１
９
９
９
年
に
完
成
し
た
。
こ
れ
ら
は
道
路
・
鉄
道
併
用
で
、

総
延
長
１
６
㎞
の
オ
ー
レ
ス
ン
・
リ
ン
ク
（
欧
州
自
動
車
道
路
Ｅ
２
０
号
線
）
の
一
環
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
オ
ー
レ

ス
ン
橋
は
中
央
に
全
長
⒈
０
９
２
ｍ
の
斜
張
橋
が
あ
り
、
そ
れ
自
体
長
大
だ
が
、
こ
れ
に
続
く
前
後
の
３
０
１
４
ｍ
、

３
７
３
９
ｍ
に
並
ぶ
桁
橋
の
連
な
り
が
各
々
に
長
大
で
あ
り
、
さ
ら
に
全
体
で
一
つ
の
橋
と
み
れ
ば
、
世
界
で
最
長
を

競
う
全
長
７
８
４
５
ｍ
の
橋
と
な
る
。 

つ
ま
り
、
橋
の
規
模
の
捉
え
方
に
、
設
計
単
体
と
し
て
の
橋
が
大
規
模
か
ど
う
か
と
考
え
る
場
合
と
、
海
峡
を
跨
ぐ

な
ど
の
機
能
を
達
成
す
る
連
な
り
の
長
大
な
シ
ス
テ
ム
橋
を
考
え
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
風
景
資
源
と
し
て
の
視

点
に
立
て
ば
、
２
つ
の
意
味
の
橋
を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
。
両
者
い
ず
れ
に
し
て
も
長
大
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
長

大
橋
だ
が
、
そ
れ
を
定
め
る
基
準
は
な
い
。
た
だ
、
九
州
で
は
橋
が
長
大
に
な
れ
ば
、「
〇
○
大
橋
」
と
名
づ
け
る
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
近
年
で
は
長
大
な
橋
を
構
築
す
る
た
め
に
ト
ラ
ス
橋
や
吊
り
橋
、
斜
長
橋
と
い
っ
た
橋
単
体

が
開
発
さ
れ
、
橋
全
体
と
し
て
橋
脚
を
少
な
く
す
る
デ
ザ
イ
ン
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
十
分
で
な
い
が
、
戦
後
の
１
９
４
５
～
２
０
１
２
年
に
九
州
で
建
設
さ
れ
た
１
５
０
ｍ
以
上
の
道
路
橋
８

３
本
を
み
る
と
（
下
表
）、
橋
長
２
０
０
ｍ
以
上
で
橋
の
名
称
に
大
橋
を
付
す
る
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
単
体
橋
、
シ
ス
テ
ム
橋
に
関
わ
ら
ず
２
０
０
ｍ
以
上
の
橋
を
長
大
橋
と
み
な
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
中
で
５
０
０

ｍ
を
超
え
る
と
ト
ラ
ス
橋
や
吊
り
橋
、
斜
脹
橋
を
含
む
割
合
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
５
０
０
ｍ
以
上
を
超
長
大
橋
と
し

て
い
る
。
人
の
意
識
に
よ
る
長
大
橋
、
超
長
大
橋
の
判
断
で
あ
る
。 

長
大
橋
は
一
度
に
多
く
の
車
や
人
の
移
動
を
担
い
、
床
構
造
（
床
と
桁
）
を
支
え
る
支
間
が
大
き
い
ほ
ど
橋
脚
が
少

な
く
て
済
む
。
こ
れ
ら
か
ら
、
床
構
造
を
よ
り
頑
丈
で
軽
く
す
る
こ
と
、
た
わ
み
や
振
動
、
ね
じ
れ
に
十
分
耐
え
る
こ

と
、
橋
脚
や
橋
台
間
の
不
等
沈
下
を
許
容
内
に
と
ど
め
る
こ
と
、
突
然
の
橋
脚
な
ど
の
座
屈
に
耐
え
る
こ
と
な
ど
の
厳

し
い
設
計
・
施
工
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
単
体
で
あ
れ
、
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
、
人
間
の
ス
ケ
ー
ル
を
超

え
る
巨
大
物
の
景
観
は
珍
し
く
、
驚
異
の
鑑
賞
と
な
り
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
や
周
辺
環
境
と
の
調
和
が
望
ま
れ
る
。 

橋長m 本数
〇〇大橋

割合

吊り橋等

割合

150以上～200未満 10 0.30 0.00
200～300 27 0.74 0.19
300～400 21 0.67 0.24
400～500 9 0.33 0.33
500～600 4 0.50 0.75
600～700 3 1.00 1.00
700以上 6 0.89 1.00
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橋
⑨
（
全
長
９
６
０
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
４
０
０
ｍ
）
は
１
９
８
３
年
に
着
工
、
１
９
９
１

年
に
開
通
し
た
。 

な
お
、
生
月
島
が
吊
り
橋
で
な
く
、
ト
ラ
ス
橋
に
な
っ
た
の
は
、
平
戸
島
と
生

月
島
の
間
の
辰
ノ
瀬
戸
が
外
洋
に
面
し
、
夏
、
秋
の
台
風
、
冬
の
季
節
風
と
厳
し

く
、
橋
全
体
の
剛
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
検
討
の
結

果
と
し
て
、
生
月
大
橋
⑨
は
、
両
端
の
橋
台
と
中
間
の
２
本
の
橋
脚
で
支
え
る

曲
弦
の
形
を
し
た
下
路
式
の
鋼
ト
ラ
ス
橋
が
採
用
さ
れ
、
本
形
式
と
し
て
世
界

最
大
の
規
模
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
、
他
の
形
を
含
む
ト
ラ
ス
橋
全
体
で
み
て

も
世
界
９
位
、
日
本
３
位
。
し
か
し
、
写
真
に
見
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
は
素
晴

ら
し
く
、
時
代
は
異
な
る
が
、
フ
ォ
ー
ス
橋(
イ
ギ
リ
ス)

の
よ
う
に
鋼
鉄
の
怪

物
で
は
な
い
。
た
だ
、
潮
風
に
晒
さ
れ
、
部
材
が
多
い
こ
と
か
ら
、
さ
び
止
め
な

ど
の
塗
装
が
大
変
な
こ
と
は
否
め
な
い
。
フ
ォ
ー
ス
橋
で
は
端
か
ら
端
へ
と
ペ

ン
キ
を
塗
り
終
え
る
の
に
３
年
か
か
り
、
そ
れ
を
終
え
る
と
す
ぐ
に
次
が
始
ま

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
こ
と
を
、
地
元
で
は

「
フ
ォ
ー
ス
橋
に
ペ
ン
キ
を
塗
る
」
と
例
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
生
月
大
橋
の

維
持
管
理
も
そ
れ
に
近
い
苦
労
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
地
方
に
あ
っ
て
、
国
内
外
の
長
大
橋
の
技
術
を
学
び
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
橋
の
建
設
に
至
っ
た
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
な
い
。
一
章
１

節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
洋
文
明
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
あ
っ
て
、
不
屈
の
精
神

に
よ
る
挑
戦
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。 

〈
斜
張
橋
導
入
の
時
代
へ
…
大
島
大
橋
、
鷹
島
肥
前
大
橋
、
女
神
大
橋
〉 

次
の
第
３
段
階
に
入
る
と
、
長
大
橋
の
技
術
は
革
新
的
に
変
化
を
遂
げ
た
。
そ

れ
が
、 

〇
大
島
大
橋
⑭-

１
（
全
長
１
０
９
５
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
３
５
０
ｍ
、
１
９
９
９
年
、
西
海
市
）、 

〇
女
神
大
橋
⑭-

２
（
全
長
１
２
８
９
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
４
８
０
ｍ
、
２
０
０
５
年
、
長
崎
市
）、 

〇
鷹
島
肥
前
大
橋
⑭-

３
（
橋
長
１
２
５
１
ｍ
（
高
架
２
７
８+

斜
張
橋 

８
４
０
（
Ｍ
Ｓ
４
０
０
）+

高
架
１
３
３
ｍ
、
２
０
０
９
年
、
松
浦
市
） 

と
、
た
て
続
け
の
長
大
な
斜
長
橋
の
建
設
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
単
に
桁
を
ロ

ー
プ
で
吊
り
下
げ
る
と
い
う
考
え
と
異
な
り
、
主
塔
を
介
し
て
両
側
か
ら
斜
め

に
引
っ
張
り
上
げ
て
、
吊
る
と
同
時
に
桁
に
圧
縮
力
を
加
え
、
よ
り
合
理
的
に

設
計
で
き
る
新
た
な
橋
の
誕
生
で
あ
る
。
か
つ
て
の
西
ド
イ
ツ
で
考
案
さ
れ
、

わ
が
国
へ
導
入
さ
れ
た
。
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
す
る
橋
台
を
必
要
と
し
な
い
、
桁

の
形
状
が
曲
線
を
含
め
自
由
に
設
計
で
き
る
な
ど
か
ら
、
吊
橋
よ
り
望
ま
し
く
、

い
ま
で
は
長
大
橋
と
い
え
ば
斜
張
橋
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
普
及
し
て
い
る
。
因

安満岳 

⑨ 生月大橋と安満岳 

⑩ 平戸大橋 

⑪ 新（左）・旧（右）並ぶ西海橋 

図３ サンセットロードを繋ぐ長大橋群 

⑪ 伊王島大橋 

⑬ 伊王島大橋  

⑫ 日見夢大橋 
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み
に
、
我
が
国
最
長
の
斜
張
橋
は
瀬
戸
内
海
の
多
々
羅
大
橋
（
全
長
１
４
８
０
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
８
９
０
ｍ
、
１
９
９
９
年
）。
本

地
域
内
の
女
神
大
橋
は
６
番
目
、
肥
前
鷹
島
大
橋
は
１
３
番
目
、
大
島
大
橋
は
１
８
番
目
で
あ
る
。 

〈
地
域
づ
く
り
と
総
合
し
た
長
大
橋
づ
く
り
の
時
代
へ
〉 

当
然
だ
が
、
技
術
の
進
歩
は
止
ま
ら
な
い
も
の
の
、
第
４
段
階
は
次
の
３
橋
を
重
ね
て
の
総
括
発
展
段
階
と
考
え
る
。

先
ず
は
斜
張
橋
を
中
規
模
の
長
さ
の
橋
に
も
用
い
る
と
の
考
え
か
ら
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
橋
と
斜
張
橋

の
中
間
で
桁
橋
に
近
い
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
と
よ
ぶ
形
式
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
マ
シ

バ
教
授
の
提
案
で
、
わ
が
国
で
は
１
９
９
４
年
の
小
田
原
ブ
ル
ー
ウ
ェ
イ
ブ
リ
ッ
ジ(

２
７
０
ｍ)

が
最
初
で
、
橋
長
２
０

０
～
５
０
０
ｍ
規
模
の
橋
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
県
下
で
は
、
高
速
道
路
の
長
崎
道
の
建
設
に
当
た
り
、
長
崎

Ｉ
Ｃ
か
ら
少
し
諫
早
方
面
に
行
っ
た
長
崎
市
芒
塚
町
（
す
す
き
づ
か
ま
ち
）
で
建
設
さ
れ
た
日
見
夢
大
橋
⑫
（
橋
長
３
６

５
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
１
８
０
ｍ
、
２
０
０
４
年
）
が
こ
の
タ
イ
プ
で
、
海
で
な
く
谷
超
え
の
長
大
橋
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、

こ
の
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
出
現
で
、
長
短
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
橋
か
ら
斜
張

橋
に
至
る
一
連
の
橋
づ
く
り
の
技
術
に
つ
い
て
一
つ
の
体
系
が
確
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

一
方
、
最
近
完
成
し
た
超
長
大
橋
に
伊
王
島
大
橋
⑬
（
橋
長
８
７
６
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
２
４
０
ｍ
。
２
０
１
１
年
竣
工
）
が
あ

る
。
こ
の
橋
の
主
橋
梁
は
３
径
間
連
続
箱
桁
橋
（
全
長
８
７
６
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
２
４
０
ｍ
）
で
、
前
述
ま
で
と
異
な
り
以
前
か

ら
用
い
ら
れ
て
い
る
形
式
の
積
極
的
な
活
用
で
あ
る
。
浅
い
海
で
、
大
型
船
の
航
行
が
な
い
場
合
、
狭
い
間
隔
で
橋
脚
が

建
設
で
き
、
そ
の
上
に
箱
桁
（
矩
形
ま
た
は
台
形
）
を
乗
せ
る
橋
で
あ
る
。
桁
に
曲
線
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
、
き
れ

い
な
シ
ル
エ
ッ
ト
を
描
き
、
ま
た
、
主
塔
が
な
く
周
囲
の
自
然
景
観
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

実
は
、
天
草
下
島
（
熊
本
県
）
に
、
港
を
横
断
す
る
牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋(

全
長
８
８
３
ｍ
、
Ｍ
Ｓ
１
５
０
ｍ
、
１
９
９
７

年)

が
あ
る
。
関
西
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
設
計
し
た
イ
タ
リ
ア
の
建
築
家
レ
ン
ゾ
ピ
ア
ノ
ら

に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
こ
れ
ま
た
港
を
渡
る
箱
桁
橋
で
見
事
な
曲
線
美
を
描
き
出
し
、
景
観
上
高

い
評
価
を
受
け
た
。
伊
王
島
大
橋
の
設
計
も
、
確
か
で
な
い
が
、
こ
の
橋
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
は

と
も
考
え
る
。 

さ
ら
に
、
最
初
の
西
海
橋
は
完
成
か
ら
半
世
紀
経
過
し
、
２
０
０
６
年
に
、
交
通
量
の
増
大
に
伴

い
国
道
２
０
２
号
に
平
行
し
て
西
海
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
有
料
道
路
（
西
彼
杵
道
路
）
が
増
設
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
新
西
海
橋
⑪
の
建
設
で
は
、
従
来
の
西
海
橋
を
含
む
地
域
全
体
の
景
観
に
配
慮
し
た
デ

ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
た
点
で
注
目
に
値
す
る
。
地
形
条
件
の
た
め
床
桁
が
上
路
式
か
中
路
式
か
の
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
ア
ー
チ
橋
で
、
新
旧
お
よ
び
周
辺
と
の
全
体
的
な
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

他
の
形
式
だ
っ
た
な
ら
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
新
西
海
橋
の
桁
下
に
は
歩
行
者
専
用
の
通
路
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
中
央
部
に
の
ぞ
き
穴
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
肝
試
し
の
よ
う
に
、
震
え
る
思

い
で
真
下
を
覗
く
と
、
渦
を
巻
い
て
と
ど
ま
ら
な
い
潮
流
が
あ
り
、
流
転
す
る
人
生
を
垣
間
み
る
思

い
が
す
る
。 

以
上
３
つ
の
橋
は
一
見
す
る
と
脈
絡
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
交
通
基
盤
の

整
備
を
目
的
に
、
段
階
ご
と
に
工
夫
し
て
技
術
革
新
が
進
ん
だ
上
で
、
現
場
条
件
に
合
わ
せ
て
真
に

最
適
な
長
大
橋
を
整
備
す
る
段
階
に
踏
み
込
ん
だ
こ
と
が
、
３
つ
の
橋
に
通
じ
る
第
４
の
段
階
を
な

し
て
い
る
。
国
内
外
の
交
流
社
会
の
中
で
、
防
災
や
災
害
時
へ
の
対
応
、
景
観
や
環
境
、
維
持
管
理
や
更
新
、
利
活
用
に

一
層
配
慮
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
橋
の
整
備
と
維
持
に
新
た
な
価
値
を
見
出
す
段
階
に
入
っ
た
。
あ
る
い
は
、
複
数

タ
イ
プ
の
橋
や
、
従
来
技
術
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
て
の
、
地
域
づ
く
り
に
適
し
た
総
合
的
判
断
に
対
処
す
る
時
代
の
到

来
で
あ
り
、
そ
の
意
味
を
込
め
て
、
今
後
も
海
峡
な
ど
を
跨
ぐ
長
大
橋
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
く
も
の
と
考
え
る
。 

 

 

以
上
、
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
地
域
で
建
設
さ
れ
た
長
大
橋
の
展
開
が
４
つ
の
段
階
を
踏
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し

た
。
様
々
な
形
式
に
よ
る
１
８
の
長
大
橋
が
集
中
し
、
ま
さ
し
く
本
地
域
は
、
そ
う
し
た
長
大
橋
の
技
術
を
知
る
博
覧
会

場
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
特
定
テ
ー
マ
「
長
大
橋
」
に
沿
っ
た
風
景
街
道
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
、「
サ
ン
セ
ッ
ト

ロ
ー
ド
」
の
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
。
海
峡
や
瀬
戸
を
跨
ぎ
、
長
大
橋
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
離
島
、
半
島
の
暮

ら
し
を
い
か
に
便
利
に
し
て
き
た
か
、
な
ぜ
各
々
で
橋
の
タ
イ
プ
が
異
な
る
の
か
、
他
の
形
式
な
ら
ど
ん
な
景
観
に
な
っ

た
だ
ろ
う
か
な
ど
を
考
え
つ
つ
、
今
後
の
離
島
・
半
島
の
あ
り
方
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
我
が
国
の
西

海
岸
で
、
夕
日
に
映
え
る
橋
が
風
景
の
中
に
溶
け
込
み
、
そ
の
景
観
か
ら
離
島
、
半
島
に
暮
ら
す
人
々
の
苦
闘
の
結
晶
で

あ
る
橋
と
海
洋
が
織
り
な
す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
十
分
に
堪
能
す
る
と
よ
い
。 

 

２ 

世
界
遺
産
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
祈
り
と
教
会
群 

  

サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
地
域
は
、
我
が
国
の
西
端
に
あ
っ
て
い
ち
早
く
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な

い
。
貧
困
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
、
国
を
挙
げ
て
の
弾
圧
下
に
、
潜
伏
し
な
が
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
を
密
か
に
守
り
抜

⑭-3鷹島肥前大橋 

（松浦市鷹島―唐津市肥前町） 

⑭-1大島大橋（西海市） 

⑭-2女神大橋（長崎市） 

 



7 
 

い
て
き
た
禁
教
の
地
で
あ
る
。
世
界
文
化
遺
産
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」（
長
崎
、
熊
本
県
）

は
、
そ
う
し
た
内
容
で
２
０
１
８
年
に
登
録
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
全
登
録
資
産
１
２
の
う
ち
半
分
が
本
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー

ド
地
域
に
集
中
し
、
残
り
も
そ
の
周
辺
の
島
や
半
島
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
こ
そ
が
本
風
景
街
道
の
最
大
の
見
ど

こ
ろ
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
三
大
巡
礼
地
（
バ
チ
カ
ン
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
）
に
も
匹
敵
す
る
と
考
え
る
。 

〈
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
か
ら
禁
教
、
そ
し
て
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
へ
〉 

長
崎
の
人
々
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
１
５
５
０
年
、
宣
教
師
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
、
薩
摩
か
ら
南
蛮
貿
易
港
・
平
戸
を
訪

れ
、
布
教
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
来
、
長
崎
地
域
は
、
天
正

遣
欧
少
年
使
節
の
派
遣
で
知
ら
れ
る
大
村
純
忠
が
日
本
初
の
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
と
な
り
、
そ
の
甥
の
有
馬
晴
信
な
ど
が
ま
た
洗
礼
を
受

け
た
。
こ
れ
は
、
南
蛮
貿
易
で
利
益
を
え
た
い
、
武
器
・
弾
薬
を
得

た
い
と
の
思
惑
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
領
内
で
所

に
よ
っ
て
は
村
ご
と
と
も
い
え
る
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
キ
リ
シ
タ

ン
と
な
っ
た
。
特
に
、
有
馬
領
で
あ
っ
た
浦
上
は
有
馬
晴
信
が
イ
エ

ズ
ス
会
に
寄
進
し
、
隣
り
合
う
長
崎
の
６
ヶ
町
に
は
多
く
の
教
会
が

建
て
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
が
大
い
に
広
ま
っ
た
。 

 

し
か
し
、
時
の
権
力
者
は
、
そ
う
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
拡
大
や

結
束
で
、
従
来
か
ら
の
他
宗
教
と
の
争
い
に
脅
威
を
感
じ
、
キ
リ
シ

タ
ン
弾
圧
や
禁
教
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
そ
の
主
な
経
緯
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。 

ａ 

豊
臣
秀
吉
は
、
１
５
８
７
年
、
九
州
平
定
の
後
、
筑
前
箱
崎
（
現

在
の
福
岡
市
東
区
箱
崎
）
か
ら
「
伴
天
連
（
バ
テ
レ
ン
）
追
放
令
」

を
発
し
た
。
バ
テ
レ
ン
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
バ
ー
ド
レ
の
こ
と

で
、
司
祭
、
神
父
を
意
味
す
る
。 

ｂ 

次
い
で
、
１
５
９
６
年
に
禁
教
令
を
出
し
、
弾
圧
に
乗
り
出
し
、

１
５
９
７
年
、
京
都
、
大
阪
で
活
動
し
て
い
た
宣
教
師
や
修
道
士

な
ど
２
６
人
を
捕
縛
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
長
崎
の
「
西
坂
の
丘
」

⑲
で
磔
の
刑
に
処
し
た
。 

ｃ 

そ
し
て
、
徳
川
の
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
さ
ら
に
厳
し
い
慶
長

の
禁
教
令
が
１
６
１
２
、
１
６
１
４
年
の
２
度
発
せ
ら
れ
た
。
前

者
は
幕
府
直
轄
地
の
教
会
の
破
壊
と
布
教
の
禁
止
で
あ
り
、
後
者

は
そ
の
全
国
へ
の
拡
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
大
名
達
の
多

く
は
改
宗
し
、
教
会
は
破
壊
さ
れ
、
信
者
の
追
放
や
弾
圧
、
迫
害

が
あ
っ
た
。 

ｄ 

加
え
て
、
１
６
３
７
年
に
、
島
原
・
天
草
で
農
民
一
揆
が
あ
り
、
そ
れ
を
指
導
し
た
天
草
四
郎
を
は
じ
め
大
多
数
が
キ

リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
制
圧
後
、
徹
底
し
た
改
宗
が
信
者
に
求
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
宗
門
改
め
、
踏
絵
、
五
人

組
な
ど
に
よ
る
監
視
体
制
が
強
化
さ
れ
、「
崩
れ
」
と
呼
ぶ
信
者
の
大
量
摘
発
が
行
わ
れ
た
。 

こ
れ
ら
か
ら
、
過
酷
な
弾
圧
に
見
舞
わ
れ
、
耐
え
ら
れ
ず
キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
は
、
平
戸
・
生
月
・
外
海
（
そ
と
め
）・
大
村
・
浦
上
・
島
原
・
天
草
な
ど
多
く
の
地
域
で
、
強
い
信
念
と

⑮ 平戸ザビエル記念教会とその内部 

⑯ド・ロ神父像（記念館前） 

図４ キリシタンたちのサンセットロード 



8 
 

結
束
の
下
、
密
か
に
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
行
わ
れ
、
受
け
継
が
れ
た
。
外
海
地
区
な
ど
の
信
者
は
周
辺
の
島
々
や
五
島
列

島
に
移
住
し
、
隠
れ
続
け
な
が
ら
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
を
つ
く
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
交
通
が
不
便
な
急
傾
斜
地
で
、
待

ち
受
け
て
い
た
の
は
ま
た
も
や
の
貧
困
で
あ
り
、
こ
れ
を
の
り
越
え
た
の
は
信
者
達
の
強
い
信
仰
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。 

〈
信
徒
発
見
と
禁
教
令
の
廃
止
〉 

そ
し
て
、
幕
末
に
な
る
と
、
開
港
と
と
も
に
居
留
地
で
、
外
国
人
の
信
仰
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
横
浜
天
主
堂
に
続
き
、

１
８
６
４
年
に
長
崎
の
大
浦
天
主
堂
⑰
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
日
曜
礼
拝
の
た
め
で
、
フ
ラ
ン
ス
寺
と

呼
ば
れ
た
が
、
見
学
は
許
さ
れ
て
い
た
。
翌
年
、
そ
の
大
浦
天
主
堂
に
浦
上
の
杉
本
ユ
リ
が
訪
れ
、「
ワ
タ
シ
ノ
ム
ネ 

ア

ナ
タ
ト
オ
ナ
ジ
」（
私
の
信
仰
は
、
あ
な
た
と
同
じ
で
あ
る
）
と
告
げ
、「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
像
は
ど
こ
？
」
と
尋
ね
た
。

プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
は
大
変
喜
び
、
彼
女
を
聖
母
マ
リ
ア
像
の
前
に
導
い
た
が
、
そ
の
像
は
今
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ

に
び
っ
く
り
仰
天
の
「
信
徒
発
見
」
で
、
時
の
教
皇
ピ
オ
九
世
は
「
東
洋
の
奇
跡
」
と
讃
え
た
。
さ
ら
に
、
外
海
や
五
島

の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
も
こ
の
こ
と
は
伝
わ
り
、
天
主
堂
に
出
向
き
、
秘
密
裏
に
礼
拝
し
、
洗
礼
を
受
け
た
。 

し
か
し
、
日
本
人
に
対
し
て
は
、
大
政
奉
還
後
も
、
新
政
府
は
五
榜
の
掲
示
を
出
し
、
そ
の
第
三
札
で
「
切
支
丹
邪
宗

門
厳
禁
」、
つ
ま
り
江
戸
幕
府
の
禁
教
令
を
維
持
し
、
神
道
を
国
教
と
す
る
政
策
を
押
し
進
め
た
。
こ
の
た
め
、
幕
末
の
混

乱
期
か
ら
明
治
の
初
期
に
か
け
て
、
浦
上
四
番
崩
れ
（
１
８
６
７
）
や
五
島
崩
れ
（
１
８
６
８
）
な
ど
の
摘
発
が
続
い
た
。

特
に
、
浦
上
は
こ
れ
ま
で
も
摘
発
を
受
け
、
幕
末
の
４
度
目
は
仏
式
の
葬
儀
を
断
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
こ
れ
を
庄
屋

が
長
崎
奉
行
に
届
け
た
こ
と
で
信
徒
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
６
８
人
が
捕
縛
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
明

治
の
入
っ
て
か
ら
も
摘
発
が
続
き
、
３
千
人
を
超
え
る
人
々
が
各
地
へ
流
罪
と
な
り
、
そ
の
先
で
拷
問
や
迫
害
を
受
け
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
、
当
然
だ
が
、
諸
外
国
は
明
治
政
府
に
激
し
い
批
判
を
浴
び
せ
、
そ
の
結
果
、
高

札
は
廃
さ
れ
、
わ
が
国
も
よ
う
や
く
に
信
仰
の
自
由
が
訪
れ
た
。
大
政
奉
還
か
ら
６
年
後
の
１
８
７
３
年(

明
治
６
年)

の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
２
５
９
年
に
及
ぶ
実
に
長
い
、
長
い
苦
難
と
呪
縛
か
ら
の
解
放
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

〈
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
復
活
な
ど
〉 

そ
の
後
の
長
崎
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
き
は
２
通
り
に
分
か
れ
た
。
一
つ
は
、
も
と
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
し
、
教
会

を
建
設
し
、
信
仰
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
人
達
で
、
通
常
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
称
し
て
い
る
。
い
ま
一
つ
は
、
仏
教
や

神
道
の
信
仰
と
並
存
し
な
が
ら
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
伝
来
時
代
の
信
仰
形
態
を
継
承
し
続
け
た
人
達
で
あ
る
。
彼
ら
が
祀
る

メ
ダ
イ
や
ロ
ザ
リ
オ
は
キ
リ
シ
タ
ン
伝
来
初
期
の
も
の
で
、
行
事
の
際
に
唱
え
る
祈
り
の
「
オ
ラ
シ
ョ
（
ラ
テ
ン
語
で
、

祈
祷
文
を
意
味
す
る
）」
は
、
日
本
語
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
混
じ
る
古
い
祈
り
で
、
門
外
漢
か
ら
す
れ
ば
呪
文
の
よ
う
に
も

聞
こ
え
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
山
や
殉
教
地
を
信
仰
の
対
象
に
し
て
、
信
者
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
帰
し
な
か
っ
た
が
、
こ

う
し
た
人
た
ち
を
前
者
と
区
別
し
、「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
記
述
す
る
文
献
も
あ
る
。
つ
ま
り
、「
潜
伏
」
は
、
後
に

復
活
し
た
「
隠
れ
」
と
、
伝
統
的
な
秘
教
な
ど
へ
と
姿
を
変
え
た
「
カ
ク
レ
」
を
合
わ
せ
て
世
界
遺
産
登
録
に
際
し
用
い

ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
。 

風
景
街
道
と
し
て
、
平
戸
・
生
月
か
ら
長
崎
半
島
ま
で
を
巡
る
際
、
こ
う
し
た
弾
圧
の
歴
史
や
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の

変
遷
の
違
い
、
信
仰
の
力
強
さ
や
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ど
う
し
て
苦
し
み
な
が
ら
も
信
仰
に
殉
じ
た

の
か
、
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
心
を
満
た
し
た
も
の
は
何
か
、
潜
伏

の
た
め
の
工
夫
を
ど
う
行
っ
た
か
な
ど
だ
が
、
そ
の
見
方
や
解

釈
は
人
に
よ
り
異
な
る
で
あ
ろ
う
。 

〈
世
界
遺
産
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
に
つ
い
て
〉 

 

と
は
い
え
、
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
地
域
に
限
る
に

し
て
も
、
全
て
の
教
会
や
聖
地
を
巡
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
、
勝
手
な
判
断
だ
が
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
教
会
等
を

中
心
に
し
た
主
な
教
会
と
関
連
施
設
に
的
を
絞
れ
ば
図
４
お

よ
び
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
に
は
各
教
会
の
建
設
時
期
、

建
築
上
の
特
徴
、
教
会
活
動
に
お
け
る
出
来
事
な
ど
を
略
記
し

て
い
る
の
で
参
考
に
す
る
と
よ
い
。 

 

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
は
、

江
戸
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
に
関
わ
る
歴
史
を
内
容
と
す

る
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
。
前
述
す
る
よ
う
に
、
本
風
景
街
道

地
域
に
は
１
２
資
産
の
う
ち
６
資
産
が
あ
る
。 

一
つ
は
信
徒
発
見
の
歴
史
舞
台
と
な
っ
た
大
浦
天
主
堂
⑰

で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
二
十
六
聖
人
に
捧
げ
る
教
会
で
あ
り
、

処
刑
場
と
な
っ
た
長
崎
駅
近
く
の
「
西
坂
の
丘
」
を
向
い
て
建

て
ら
れ
て
い
る
。
正
式
名
称
も
「
日
本
二
十
六
聖
殉
教
者
堂
」

で
あ
る
。 

 

２
、
３
番
目
に
、
出
津
（
し
つ
）
教
会
⑳-

１
と
関
連
遺
跡
、

お
よ
び
大
野
教
会
⑳-

２
と
そ
の
集
落
が
挙
げ
ら
れ
る
。
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
の
里
と
も
い
え
る
旧
西
彼
杵
郡
外
海
町
（
現
在
の

長
崎
市
外
海
地
区
）
に
、
１
８
７
８
年
、
ド
・
ロ
神
父
⑯
が
出

津
教
会
主
任
司
祭
と
し
て
赴
任
し
た
。
布
教
と
と
も
に
貧
し
い

人
々
の
た
め
に
孤
児
院
、
救
助
院
、
授
産
所
な
ど
を
設
け
、
ま

た
、
診
療
所
を
開
設
し
て
社
会
活
動
を
献
身
的
に
行
っ
た
こ
と

で
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
一
連
の
施
設
と
、
神
父
の
指
導
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
出
津
、
大
野
の
両
教
会
が
登
録
資
産
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会(

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
や
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
聖
堂
な
ど)

の
よ
う
な
華
麗

さ
、
荘
厳
さ
は
な
い
。
質
素
だ
が
風
が
強
く
厳
し
い
斜
面
に
建
て
ら
れ
、
逆
風
の
中
、
頑
と
し
て
信
者
を
守
り
、
信
仰
を

貫
く
感
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
。 

 

４
つ
目
に
黒
島
天
主
堂
⑦-
２
（
佐
世
保
市
黒
島
町
）
と
そ
の
集
落
が
あ
る
。
黒
島
は
後
に
述
べ
る
九
十
九
島
の
中
で
最

大
の
島
で
あ
り
、
樹
木
で
被
わ
れ
黒
く
見
え
る
こ
と
に
そ
の
名
の
由
来
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
外
海

地
区
の
人
々
が
貧
困
と
迫
害
か
ら
逃
れ
て
移
住
し
、
い
ま
で
は
島
民
の
約
８
割
が
信
徒
で
あ
る
。
ま
た
、
黒
島
天
主
堂
は
、 ⑰ 西坂の丘を向く大浦天主堂  

寄
り
道 

現
在
の
長
崎
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
教
会 

現
在
、
長
崎
県
に
は
６
万
人
を
超
え
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
が
い
て
、
東
京
大
司
教
区
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。
こ
の

た
め
東
京
、
大
阪
以
外
で
長
崎
県
が
ま
た
大
司
教
区
体
制

で
あ
る
。
１
３
０
余
の
教
会
が
あ
り
、
な
が
さ
き
サ
ン
セ

ッ
ト
ロ
ー
ド
の
地
域
に
限
っ
て
も
７
２
（
長
崎
市
３
４
、

そ
れ
以
外
３
８
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
五
島
列
島
の
５
０
を

加
え
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
教
会
が
こ
う
し
た
離
島
・
半
島
地

域
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
な
が
さ
き
サ
ン
セ

ッ
ト
ロ
ー
ド
は
長
崎
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
教
会

を
巡
礼
す
る
道
で
あ
り
、
長
い
間
潜
伏
し
、「
沈
黙
」
を
貫

い
た
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
を
訪
ね
行
く
道
で
あ
る
。 
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ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
本
格
的
な
教
会
堂
建
築
で
、
レ
ン
ガ
、
木
造
の
瓦
葺
き
平
屋
建
て
で
あ
る
。 

な
お
、
黒
島
へ
は
佐
世
保
市
の
相
浦
桟
橋
か
ら
高
島
経
由
で
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。
１
日
３
往
復
の
便
が
あ
る
が
、
中

に
は
島
へ
の
燃
料
輸
送
の
た
め
、
一
般
の
車
両
が
運
搬
で
き
な
い
便
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
佐
世
保

市
九
十
九
島
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
黒
島
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
あ
る
。
島
内
で
は
公
共
交
通
機
関
は
な
い
も
の
の
、
港

か
ら
天
主
堂
ま
で
歩
い
て
も
せ
い
ぜ
い
３
、
４
０
分
の
巡
礼
の
道
と
み
れ
ば
よ
い
。 

「
平
戸
島
の
聖
地
と
集
落
」
は
、
平
戸
市
の
春
日
集
落
な
ど
に
お
け
る
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
地
で
あ
る
。
納
戸
に
キ

リ
ス
ト
や
聖
母
マ
リ
ア
の
絵
を
隠
し
密
か
に
拝
ん
だ
。
あ
る
い
は
、
神
父
が
追
放
さ
れ
て
不
在
と
な
る
中
、
そ
れ
に
代
わ

る
代
役
を
お
い
て
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
（
信
心
会
）
を
組
織
し
、
島
の
最
高
峰
・
安
満
岳
（
や
す
ま
ん
だ
け
、
５
３
０
ｍ
）
⑨

（
平
戸
市
山
中
町
）
や
信
者
が
処
刑
さ
れ
た
中
江
ノ
島
㉘
（
平
戸
市
下
中
野
町
）
を
聖
地
に
し
て
秘
密
の
ま
ま
に
信
仰
を

続
け
て
き
た
。 

参
考
に
、
世
界
遺
産
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
で
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
以
外
の
地
域
の
資
産
を
あ
げ
れ
ば
、

島
原
半
島
の
原
城
跡
、
五
島
列
島
の
野
崎
島
の
集
落
跡
、
頭
ヶ
島
（
か
し
ら
が
し
ま
）
の
集
落
、
奈
留
島
の
江
上
天
主
堂

と
周
辺
、
久
賀
島
の
集
落
が
あ
り
、
天
草
下
島
の
崎
津
集
落
も
あ
る
。
船
旅
も
含
め
て
１
～
３
日
余
分
な
日
程
を
組
め
ば

寄
り
道
が
で
き
る
。 

〈
さ
ら
に
関
連
し
て
追
加
す
れ
ば
〉 

 

図
４
、
表
２
に
世
界
文
化
遺
産
登
録
以
外
の
資
産
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
世
界
遺
産

を
禁
教
期
の
資
産
に
絞
り
込
ん
だ
こ
と
で
除
外
さ
れ
た
も
の
が
主
だ
が
、
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
形
で
本
世
界
遺
産
に
関
係

表２ サンセットロードにおける主な教会群とその関連施設など 
 

⑱-１紐差教会（平戸市紐差） ⑱-２田平天主堂（平戸市田平） ⑱-３宝亀教会（平戸市宝亀） 

地区 集落、教会などの資産 指定等 教会所在地 完成 建築様式など
カトリック山田教会 生月町山田免442 1912 ロマネスク様式。煉瓦像平屋で正面石造。鉄川与助の設計潜伏キリシタンの信徒も多い

紐差教会 紐差町1039 1929 ロマネスク様式、RC造2階建て、折上天井 潜伏キリシタン、仏教徒が混在

宝亀教会 県有形文化財 宝亀町1170 1898 木造平屋、正面煉瓦造。リブウォールト天井で、両側にバルコニーが設けられている。

平戸ザビエル記念教会 鏡川町259-1 1931 ゴシック様式、RC造。左右非対称の景観。 平戸地区の主管教会。

平戸島の聖地（安満岳）と春日集落重要文化的景観 平戸市

平戸島の聖地（中江ノ島）と集落 重要文化的景観 平戸市

田平天主堂 国重要文化財 田平町小手田免19 1918 煉瓦造,リブヴォールト天井.鉄川与助設計。ド・ロ神父が黒島,外海から8家族を移住させ

黒島の集落 国重要文化財 黒島町3333 1902 木造および煉瓦造、黒島は九十九島の中で面積最大の島。 たことに始まる。

三浦町教会 市景観デザイン賞 三浦町4-25 1897 ゴシック様式。
外海の大野集落と教会 国重要文化財 下大野町2619 1893 石を積み上げた外壁はド・ロ壁と称し、切り石を漆喰で固めたものである。

外海の出津集落と教会 国重要文化財 西出津2633 1882 煉瓦造平屋建てだが、2度の増築があり、現在のものは1909年完成。

遠藤周作文学館 東出津町77 作家遠藤周作に関する資料の収蔵展示と研究のための文学館。

カトリック浦上教会（旧称浦上天主堂） 本尾町1-79 1879年の創設,原爆投下で破壊,1959年に再建。建物、信者数とも日本最大規模のカトリック教会
日本２６聖人殉教地 県指定史跡 西坂町7-8 1597年に宣教師6人と信者20年が処刑された丘。100年(1962)記念に記念碑、記念館を建立

大浦天主堂 国宝(重要文化財)南山手町5-3 1865 五廊式でゴシック風建築様式。リブヴォールト天井 西坂の丘を向いて建設。

（正式名　日本２６聖殉教者堂） 日本に現存するキリスト教建築物としては最古(原爆で破損したが倒壊は免れた）。

馬込教会 伊王島2-617 1931 ゴシック様式、RC造。三廊式、リブウォール天井。

ルート外における構成資産

南島原 原城跡 国の史跡 南有馬町乙 1496 梯郭式平山城、1616年廃城。 島原・天草一揆の主戦場

小値賀 野崎島の集落跡 重要文化的景観 潜伏キリシタンが移住し信仰をつなぎ、1908年には旧野首教会を建立。しかし、1971年に集団離村で廃村となった。

新上五島 頭ヶ島の集落 重要文化的景観 友住郷頭ヶ島638 1919 無人島だったが明治維新前後に中通島のキリシタンが移住。頭ヶ島天主堂(石造)を建築。

五島 久賀島（ひさかじま）の集落 国重要文化財 蕨町993－11 1881年浜脇教会、1931年旧五輪教会として移築。木造。

五島 奈留島の江上集落(江上天主堂とその周辺）国重要文化財 1918 キビナゴ漁で資金を集め建設。木造で、鉄川与助設計。 1797年、潜伏キリシタン4家族移住

天草 天草の崎津集落 重要文化的景観 1934 崎津天主堂はゴシック様式木造(先頭部はRC造),鉄川与助設計。踏み絵を行った庄屋宅跡。

注） ピンクは世界文化遺産「潜伏キリシタン関連遺産」の登録資産

平

戸

・

北

松

佐世保

長

崎

中

央

・

南

安満岳(やすまんだけ、標高530m）は平戸島の最高峰。春日集落は禁教期の信仰を続けた。

　　中江ノ島は禁教初期にキリシタンの処刑が行われた殉教地で、聖水採取の場。

長

崎

・

外

海

寄
り
道 

大
工
の
鉄
川
与
助
が
建
て
た
教
会
群 

明
治
時
代
か
ら
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
各
地
に
天
主
堂
を
建
て
た
。
そ
の
多
く
の
設
計
・
施
工
を
担
っ
た
の

が
大
工
の
鉄
川
与
助
（
１
８
７
９
～
１
９
７
６
）
で
あ
る
。
彼
は
現
在
で
い
え
ば
南
松
浦
郡
新
上
五
島
町
の
出
身
で
、
冨
江
藩
御
用
大

工
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
高
等
小
学
校
を
卒
業
の
後
、
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
ペ
ル
ー
神
父
（
フ
ラ
ン
ス
人
）
や
野
津
棟
梁
の
元
で

教
会
建
築
の
技
法
を
習
得
し
、
１
９
０
６
年
に
家
業
の
建
築
業
を
受
け
継
い
だ
。
以
来
、
桐
の
浦
天
主
堂
や
冷
水
天
主
堂
な
ど
を
皮
切

り
に
、
五
島
の
島
々
は
も
と
よ
り
、
長
崎
県
下
の
諸
地
域
、
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
、
宮
崎
の
各
県
に
お
け
る
５
０
余
と
も
い
わ
れ
る
教

会
の
設
計
施
工
あ
る
い
は
施
工
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
界
文
化
遺
産
に
関
わ
る
も
の
（
崎
津
教
会
、
旧

野
首
教
会
、
頭
が
島
天
主
堂
、
江
上
天
主
堂
な
ど
）、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
多
々
あ
る
。
あ
る
い
は
、
原
爆
で

破
壊
さ
れ
た
旧
浦
上
天
主
堂
や
、
天
草
の
大
江
教
会
が
あ
り
、
大
浦
天
主
堂
横
の
ド
・
ロ
神
父
設
計
に
よ
る
大
司
教
館
の
施
工
を
も
請

け
負
っ
た
。 

要
す
る
に
、
１
８
７
３
年
に
禁
教
の
高
札
が
取
り
除
か
れ
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
復
活
期
に
、
教
会
を
建
て
る
宿
命
を
背
負
っ
た
ス

ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
大
工
の
鉄
川
与
助
が
登
場
し
た
。
与
助
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
く
仏
教
徒
だ
が
、
人
生
の
巡
り
合
わ
せ
か
、
木
造

や
レ
ン
ガ
造
、
石
造
、
そ
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
独
学
で
次
々
に
建
築
技
術
を
習
得
し
た
。
そ
の
上
で
、

リ
ブ
・
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
こ
う
も
り
）
天
井
、
３
廊
式
の
内
部
、
鐘
塔
・
尖
塔
な
ど
、
日
本
家
屋
と
異
な
る
教
会
建
築
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
た
こ
と
は
並
大
抵
で
な
く
、
新
た
な
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
創
造
へ
の
寄
与
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。 
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し
て
い
る
。
そ
の
中
の
３
資
産
を
と
り
あ
げ
れ
ば
、
１
つ
は
「
日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
地
」
⑲
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

日
本
の
信
者
２
０
名
、
外
国
人
司
祭
・
修
道
士
６
名
が
殉
教
し
た
地
で
あ
る
。 

１
６
世
紀
末
、
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
る
と
と
も
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
や
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
寺
社
焼
き
討
ち
、
僧
侶

へ
の
迫
害
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
仏
教
を
信
仰
す
る
大
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
１
５
９

６
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
が
台
風
で
遭
難
し
、
四
国
土
佐
沖
に
漂
着
。
そ
し
て
、
そ
の
処
理(

積
荷
や
所
持

品
の
没
収
、
乗
組
員
の
扱
い)

や
、
ス
ペ
イ
ン
が
武
力
制
圧
の
た
め
に
宣
教
師
を
送
り
込
ん
で
き
た
と
の
誤
報
で
ト
ラ
ブ
ル

と
な
り
、
こ
れ
を
機
に
豊
臣
秀
吉
は
禁
教
令
を
公
布
し
、
そ
れ
に
挑
発
的
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
捕
縛
を
命
じ
た
。
大
阪
、

京
都
で
２
６
名
（
全
て
男
性
。
日
本
人
２
０
、
ス
ペ
イ
ン
人
４
、
メ
キ
シ
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
各
１
）
が
捉
え
ら
れ
て
長

崎
に
送
ら
れ
、「
西
坂
の
丘
」
で
処
刑
さ
れ
た
。 

西
坂
の
丘
が
選
ば
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
処
刑
の
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
に
似
て
い
た
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
る
。
混
乱
を
避
け

る
た
め
当
日
は
外
出
禁
止
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４
０
０
０
人
も
の
人
々
が
見
守
る
中
で
処
刑
さ
れ
、
最

年
少
は
い
た
い
け
な
１
２
才
の
子
供
で
あ
る
。
京
都
か
ら
長
崎
ま
で
の
長
い
、
長
い
道
の
り
を
歩
き
、
そ
し
て
磔
の
刑
。

信
仰
の
た
め
の
殉
教
と
は
い
え
、
ど
ん
な
思
い
が
去
来
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
１
２
才
の
子
供
は
、
棄
教
す
れ
ば
命
を
助

け
る
と
の
誘
い
を
断
り
、「
パ
ラ
イ
ソ
（
天
国
）、
イ
エ
ス
、
マ
リ
ア
」
と
言
い
つ
つ
死
を
選
ん
だ
と
い
わ
れ
、
イ
エ
ス
ズ

会
宣
教
師
の
パ
ウ
ロ
三
木
は
、
死
を
目
前
に
し
て
群
衆
に
信
仰
の
正
し
さ
を
訴
え
た
。
西
坂
の
丘
か
ら
現
代
の
長
崎
駅
や

市
街
地
、
稲
佐
山
を
眺
め
る
と
き
、
長
崎
に
お
け
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
そ
の
歴
史
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
と
い
っ

て
も
よ
い
。 

 
 

天
国
（
ぱ
ら
い
そ
）
の
夕
焼
け
見
ず
や 

地
は
枯
れ
て
も 

 
(

水
原 

秋
桜
子) 

２
６
人
は
、
１
８
６
２
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
９
世
に
よ
り
聖
人
の
列
に
加
え
ら
れ
、
日
本
二
十
六
聖
人
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。１
９
６
２
年
、西
坂
の
丘
に
記
念
館
と
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、ま
た
、

大
浦
天
主
堂
や
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
聖
堂
、
田
平
天
主
堂
な
ど
、
国
内
外
の
多
く
の
教

会
が
二
十
六
聖
人
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
従
え
ば
、
本
風
景
街
道
の
教
会
は
、

地
域
の
人
々
の
信
仰
だ
け
で
な
く
、
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
も
二
十
六
聖
人
を
し
の
び
、

信
仰
の
強
さ
を
知
る
巡
礼
の
地
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

２
つ
目
に
外
海
（
そ
と
め
）
の
遠
藤
周
作
文
学
館
を
と
り
あ
げ
た
い
。
遠
藤
周
作
は
、

昭
和
か
ら
平
成
時
代
に
活
躍
し
た
作
家
で
、潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
を
題
材
に
多
く
の
キ
リ
ス

ト
教
に
関
わ
る
歴
史
小
説
を
著
し
た
。
代
表
作
「
沈
黙
」
は
外
海
を
舞
台
に
し
た
禁
教
期

の
歴
史
小
説
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
司
祭
ロ
ド
リ
ゴ
が
師
の
棄
教
の
謎
を
探
り
、ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
を
図
る
た
め
日
本
に
潜
入
。
し
か
し
、
信
者
の
厳
し
い
拷
問
に
よ
る
い
び
き
の
よ
う
な

叫
び
に
耐
え
ら
れ
ず
自
ら
も
ま
た
棄
教
す
る
物
語
で
あ
る
。
激
痛
を
感
じ
る
踏
絵
で
、
イ

エ
ス
か
ら
「
踏
む
が
い
い
。
私
は
お
前
た
ち
に
踏
ま
れ
る
た
め
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
お

前
た
ち
の
痛
さ
を
分
か
つ
た
め
に
十
字
架
を
背
負
っ
た
の
だ
」
と
も
、「
私
は
沈
黙
し
て

い
た
の
で
は
な
い
。
お
前
た
ち
と
共
に
苦
し
ん
で
い
た
の
だ
」
と
も
語
り
か
け
ら
れ
た
と

し
て
、
神
と
信
仰
の
意
義
を
描
き
出
し
て
い
る
。 

遠
藤
周
作
の
死
後
、
文
学
作
品
の
た
め
に
集
め
た
資
料
は
旧
外
海
町
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
収
蔵
と
活
用
を
目
的
に
文
学

館
が
建
設
さ
れ
た
。
外
海
の
海
に
面
し
た
夕
日
が
き
れ
い
な
丘
の
上
に
あ
り
、
道
の
駅
「
夕
陽
が
丘
そ
と
め
」
に
隣
接
す

る
こ
と
か
ら
、
気
楽
に
立
寄
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

い
ま
一
つ
は
田
平
天
主
堂
⑱-

２
（
平
戸
市
田
平
町
）
で
あ
る
。
明
治
期
に
黒
島
や
外
海
か
ら
移
り
住
ん
だ
信
徒
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ン
ガ
造
の
堂
々
た
る
建
物
で
、
地
名
に
因
ん
で
瀬
戸
山
天
主
堂
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
高

台
に
あ
り
、
平
戸
島
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
計
者
は
鉄
川
与
助
だ
が
、
彼
は
本
地
域
の
多
く
の
教
会
建
設
に
携
わ

り
、
田
平
天
主
堂
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
（
寄
り
道
参
照
）。 

  

以
上
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」
地
域
は
ま
さ
に
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
地
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

語
り
尽
く
せ
な
い
苦
闘
、
苦
悩
の
歴
史
の
道
が
あ
り
、
多
く
の
教
会
と
そ
の
関
連
遺
産
や
施
設
が
あ
る
。
わ
が
国
の
中
で
、

キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
こ
れ
ほ
ど
の
施
設
、
遺
産
が
集
積
し
、
苦
難
と
歴
史
を
物
語
る
地
域
は
他
に
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
遠

藤
周
作
の
長
崎
を
舞
台
に
し
た
作
品
に
心
迫
る
も
の
を
感
じ
る
が
、
一
つ
一
つ
の
遺
産
を
訪
ね
る
こ
と
は
巡
礼
の
道
そ
の

も
の
で
あ
る
。
弾
圧
に
め
げ
ず
時
代
を
乗
り
越
え
た
信
仰
の
力
と
信
者
の
苦
難
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
生
月
島
か
ら
、
平

戸
、
西
彼
杵
、
長
崎
、
加
え
て
五
島
列
島
、
島
原
天
草
を
訪
ね
る
な
ら
ば
、
各
々
の
教
会
や
聖
地
で
祈
る
た
び
に
生
き
る

力
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。 

 

３ 

多
彩
な
「
自
然
景
観
」
を
楽
し
む
夕
映
え
の
道 

 

⑳-2石を積み重ねて作られた大野教会 

 

⑲ 西坂の丘（長崎市） 
 

⑳-1 外海の丘に建つ出津教会 
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「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」
は
南
北
に
長
く
、
そ
の
地
質
に
変
化
が
あ
り
、
趣
を
異
に
す

る
３
つ
の
地
形
が
あ
る
。
そ
の
中
で
自
然
が
生
み
出
し
た
素
晴
ら
し
い
地
形
景
観
が
あ
り
、
海
映
え

の
中
で
、
あ
る
い
は
夕
映
え
の
中
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一
つ
は
、
北
松
浦
や
平
戸
地
域
に
お
け
る
「
安
山
岩
質
の
火
山
岩
類
」
が
作
り
出
し
た
景
観
で
あ

る
。
こ
れ
ら
で
は
玄
武
岩
の
溶
岩
台
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
北
松
浦
市
か
ら
平
戸
市
方
面
に
か
け
て

所
々
に
砂
岩
の
裂
け
目
に
貫
入
し
た
玄
武
岩
の
岩
脈
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
代
表
例
が
、
松
浦

市
福
島
の
弁
天
島
岩
脈
㉒
お
よ
び
櫃
崎
（
ひ
つ
ざ
き
）
岩
脈
で
あ
る
。
海
辺
で
砂
岩
が
波
に
よ
っ
て

削
ら
れ
、
干
潮
時
に
黒
色
の
玄
武
岩
が
壁
を
な
し
、
あ
る
い
は
漏
斗
状
を
な
し
て
現
れ
る
岩
塊
で
あ

る
が
、
地
元
の
人
々
は
こ
れ
ら
を
黒
瀬
と
呼
ん
で
い
る
。
一
方
、
福
島
大
橋
の
近
く
で
は
喜
内
瀬
川

（
き
な
い
せ
が
わ
、
福
島
の
喜
内
瀬
免
）
の
河
床
（
玄
武
岩
）
に
甌
穴
（
お
う
け
つ
）
群
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
水
流
の
浸
食
で
で
き
た
川
底
な
ど
の
穴
の
こ
と
で
あ
り
、
長
崎
県
天
然
記
念
物
で
あ

る
。 生

月
島
で
は
塩
俵
の
断
崖
㉑
、
長
瀬
八
洞
、
は
な
ぐ
り
洞
門
の
海
蝕
洞
が
あ
る
。
平
戸
島
北
部
の

安
満
岳
は
卓
状
を
な
す
溶
岩
の
山
で
あ
り
、
島
の
南
端
に
は
山
頂
に
浸
食
で
険
し
い
露
岩
が
突
出

し
た
志
々
伎
山
（
標
高
３
４
７
ｍ
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
風
景
は
九
州
北
部
に
共
通
す
る
断
崖
絶

壁
、
奇
岩
の
類
だ
が
、
そ
の
姿
は
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
厳
し
い
環
境
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

２
つ
目
は
、「
石
炭
層
を
含
む
地
層
」
の
存
在
で
あ
る
。
石
炭
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
主
役
を

な
し
た
大
正
、
昭
和
の
時
代
に
、
平
戸
・
北
松
浦
か
ら
長
崎
半
島
ま
で
の
す
べ
て
の
地
域
で
採
炭
が

行
わ
れ
た
。
中
で
も
本
風
景
街
道
地
域
は
、
平
戸
島
は
も
と
よ
り
、
大
島
、
蛎
浦
島
（
か
き
の
う
ら

し
ま
）、
崎
戸
、
松
島
、
池
島
、
伊
王
島
、
横

島
、
高
島
、
中
ノ
島
、
端
島
（
は
し
ま
）、
さ

ら
に
は
九
十
九
島
の
一
部
を
も
含
め
、
多
く

の
島
々
か
ら
海
底
下
に
あ
る
石
炭
が
掘
ら
れ

た
。
し
か
し
、
２
０
世
紀
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
炭
鉱
が
閉
じ
ら
れ
、

最
後
は
２
０
０
１
年
の
池
島
炭
鉱
で
あ
る
。 

炭
鉱
の
島
々
で
は
、
島
民
の
殆
ど
が
炭
鉱
関
係
者
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
閉
山
と
共
に
離
職
は
直
ち
に
島
民
の
全
て
が
離
島
と

な
り
、
炭
鉱
跡
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
後
述
の
端

島
（
長
崎
市
野
母
崎
）
㊵
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
姿
か
ら
「
軍

艦
島
」
と
呼
ば
れ
、
隣
接
す
る
高
島
と
共
に
「
九
州
・
山
口
の
産
業

革
命
遺
産
群
」
の
一
つ
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
の
リ
ス
ト
に
登
録
さ

れ
て
い
る
（
五
章
１
節
）。 

 

３
つ
目
は
、
今
か
ら
「
約
５
億
年
前
の
変
成
岩
の
露
出
」
で
あ
る
。

西
彼
杵
半
島
、
長
崎
半
島
に
そ
う
し
た
岩
石
が
み
ら
れ
る
が
、
野
母

崎
の
変
は
ん
れ
い
岩
⑧
は
国
道
４
９
９
号
の
脇
に
海
中
か
ら
突
き

出
で
て
お
り
、
間
近
く
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
通
常
、
夫
婦
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
子
供
達
に
は
、
そ
れ
こ
そ
太
古
の
モ

ン
ス
タ
ー
が
海
中
か
ら
突
然
現
れ
た
と

の
印
象
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
同
じ
地
域
の

白
亜
紀
後
期
の
三
ツ
瀬
層
（
約
８
１
０
０

年
前
）
か
ら
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
科
（
獣

脚
類
恐
竜
）
大
型
種
の
歯
の
化
石
が
発
見

さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
あ
な
が
ち
突

飛
と
は
い
え
な
い
。
訪
れ
て
道
路
脇
で
実

物
を
み
る
と
き
、
皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
る

だ
ろ
う
か
。 

 

こ
れ
ら
地
質
が
織
り
な
す
風
景
に
加

え
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
一
帯
の
海
洋
は

小
さ
な
島
が
群
れ
を
な
す
「
多
島
地
域
」

で
あ
る
。
と
り
わ
け
松
浦
市
沿
岸
の
鷹
島
、

福
島
、
い
ろ
は
島
⑥
の
一
帯
、
お
よ
び
佐

世
保
市
の
九
十
九
島
㉝
（
く
じ
ゅ
う
く
し

ま
と
読
み
、
た
く
さ
ん
の
島
と
い
う
意
味

で
あ
る
）
は
、
い
く
つ
の
島
か
ら
な
る
か

見
当
が
つ
か
な
い
。
岩
礁
の
類
ま
で
含
め

る
と
、
ど
こ
か
ら
が
島
か
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
通
説
で
は
、「
い
ろ
は
島
」
は
４
８
、

「
九
十
九
島
」
は
２
０
８
の
島
々
の
集
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

三 

松
浦
水
軍
の
本
拠
地
「
松
浦
・
平
戸
」
を
行
く 

  

佐
賀
県
伊
万
里
市
か
ら
国
道
２
０
４
号
で
県
境
を
越
え
て
長
崎
県
松
浦
（
ま
つ
う
ら
）
市
に
進
む
と
、
今
福
か
ら
調
川

（
つ
き
の
か
わ
。
古
代
の
税
で
あ
る
租
庸
調
の
う
ち
，
調
に
該
当
す
る
皮
を
納
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
地
名
と
い
わ
れ
て

い
る
）
に
至
る
と
こ
ろ
に
道
路
公
園
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
写
真
㉔-

１
に
見
る
よ
う
に
、
大
き
な
武
将
の
兜
が
目
に
飛
び

込
む
が
、
勇
ま
し
く
、
勇
猛
果
敢
な
い
で
た
ち
で
あ
る
。 

現
地
の
解
説
文
に
よ
れ
ば
、
松
浦
（
ま
つ
う
ら
）
市
は
松
浦
（
ま
つ
ら
）
党
（
武
士
団
）
の
発
祥
の
地
と
あ
る
。
嵯
峨

天
皇
の
子
孫
「
渡
辺
久
」
が
１
０
９
６
年
に
御
厨
検
校
（
み
く
り
や
け
ん
ぎ
ょ
う
）
と
し
て
今
福
町
城
山
に
梶
谷
城
を
築

き
松
浦
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
来
、
北
松
浦
、
東
松
浦
半
島
や
玄
界
灘
の
島
々
の
入
り

㉑ 塩俵の断崖(平戸市生月島) 
 

㉒ 砂岩に貫入した弁天島岩脈（松浦市福島町里免） 
  (注) 県道脇に駐車。解説板から狭い畦道を約200m歩いて下った先の海辺、または、解説板から少し

戻って里免集落内に回りこみ、海岸堤防に出てその上を歩いた先にある。 

 

㉓ 民族歴史資料館（鷹島神崎免）から我が国初の海底遺跡を望む 
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組
ん
だ
津
々
浦
々
を
活
用
し
て
、
松
浦
、
彼
杵
、
壱
岐
な
ど
を

拠
点
に
大
陸
と
の
交
易
で
活
躍
し
、
松
浦
党
、
松
浦
水
軍
の
名

を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。 

松
浦
氏
に
は
沢
山
の
系
譜
が
あ
り
、
北
松
浦
、
東
松
浦
一
帯

の
地
名
を
冠
し
、
あ
る
い
は
由
来
と
な
り
今
日
に
至
る
。
平
戸

藩
の
平
戸
松
浦
氏
は
そ
の
末
裔
で
あ
り
、
佐
世
保
市
は
、
御
厨

に
い
た
松
浦
党
の
一
族
・
佐
世
保
氏
が
鎌
倉
初
期
に
移
住
し
た

こ
と
に
は
じ
ま
る
。
他
に
も
、
呼
子
、
相
知
、
多
久
、
伊
万
里
、

有
田
、
鷹
島
、
福
島
、
志
佐
、
田
平
、
小
佐
々
、
早
岐
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。
い
ま
で
も
こ
れ
ら
の
地
名
が
残
さ
れ
、
地
図
で

た
ど
る
と
、
お
よ
そ
の
勢
力
範
囲
が
掴
め
よ
う
。 

 １ 

元
寇
の
襲
来
に
神
風
が
吹
い
た
島
を
訪
ね
る 

 

松
浦
市
は
北
松
浦
半
島
と
そ
の
周
囲
の
島
々
か
ら
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
北
松
浦
半
島
地
域
は
、
国
道
２
０
４
号
を
た
ど
れ

ば
そ
の
ま
ま
玄
海
灘
に
浮
か
ぶ
島
々
を
眺
め
な
が
ら
風
景
ポ
イ

ン
ト
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
浦
党
の
本
拠
地
・
梶
谷
城

跡
、
調
川
（
つ
き
か
わ
）
道
路
公
園
、
松
浦
市
の
中
心
市
街
地
、

石
炭
専
焼
火
力
発
電
所
な
ど
と
続
く
。
ま
た
、
途
中
に
は
道
の

駅
「
海
の
ふ
る
さ
と
館
」
が
あ
り
、
一
休
み
で
き
る
（
図
５
）。 

 

一
方
、
松
浦
市
の
鷹
島
や
福
島
へ
は
、
当
然
だ
が
か
つ
て
は

松
浦
の
各
港
か
ら
船
で
渡
っ
た
。
し
か
し
、
橋
が
で
き
た
現
代

は
車
に
よ
る
行
き
来
が
主
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
鷹
島
へ
は
松

浦
市
今
福
港
～
殿
浦
港
（
飛
島
港
経
由
）、
御
厨
港
～
船
唐
津
・
阿
翁
港
（
青
島
、
黒
島
経
由
）
の
２
航
路
が
残
る
に
過
ぎ

な
い
（
二
章
１
節
）。
福
島
へ
は
浦
ノ
﨑
～
福
島
港
の
み
で
あ
る
。 

や
や
こ
し
い
の
は
、
道
路
に
よ
る
場
合
で
、
隣
県
と
は

い
え
佐
賀
県
伊
万
里
市
、
唐
津
市
経
由
に
な
る
こ
と
で
あ

る
（
図
５
）。
国
道
２
０
４
号
か
ら
唐
津
市
肥
前
町
の
古

保
志
気
交
差
点
で
佐
賀
県
道
２
１
７
号
に
入
り
、
鷹
島
肥

前
大
橋
⑭-

３
を
渡
れ
ば
そ
こ
が
鷹
島
で
あ
る
。
橋
の
た

も
と
に
道
の
駅
「
鷹
ら
島
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
少
し
進

む
と
民
族
歴
史
資
料
館
が
あ
り 

、
島
の
状
況

や
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
福
島
は
、
国
道

２
０
４
号
を
南
下
し
伊
万
里
市
と
結
ば
れ
る
福
島
大
橋

を
直
接
渡
る
こ
と
と
な
る
。 

〈
元
寇
の
水
中
遺
跡
を
抱
く
鷹
島
〉 

そ
の
昔
、
鷹
島
は
元
寇
の
襲
撃
を
受
け
た
。
松
浦
党
の

人
々
は
総
力
を
挙
げ
て
戦
っ
た
が
、
多
勢
に
無
勢
。
元
軍

の
総
兵
力
は
１
４
万
人
、
船
艇
は
４
４
０
０
隻
で
、
沖
合
の
壱
岐
島
と
同
様
、
な
す
す
べ
も
な
く
多
く
の
犠
牲

者
が
で
た
。 

島
の
南
端
に
「
開
田
（
ひ
ら
き
だ
）
の
七
人
塚
」
が
あ
る
。
船
唐
津
免
と
呼
ぶ
集
落
の
開
田
近
く
に
八
人
家

族
が
住
み
、
元
寇
に
際
し
隠
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
鶏
が
泣
い
た
た
め
見
つ
か
り
、
灰
ダ
メ
に
隠
れ
て
い
た
お

ば
あ
さ
ん
一
人
を
残
し
て
み
な
殺
し
に
さ
れ
、
七
人
塚
は
そ
の
悲
劇
を
伝
え
る
供
養
塔
で
あ
る
。 

ま
た
、
文
永
の
役
で
は
元
軍
の
襲
来
を
い
ち
早
く
対
馬
か
ら
大
宰
府
に
伝
え
、
弘
安
の
役
で
は
鷹
島
で
戦
い
、

重
傷
を
負
い
自
刃
し
た
対
馬
小
太
郎
の
墓
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
対
馬
を
望
む
里
免
清
水
川
の
南
の
丘
の
上
に

あ
り
、
さ
ぞ
や
無
念
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

元
寇
の
後
は
、
再
度
の
襲
来
を
恐
れ
、
し
ば
ら
く
の
間
は
島
に
人
は
住
ま
ず
、
開
田
で
は
鶏
も
飼
わ
な
く
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鷹
島
は
元
寇
で
壊
滅
的
犠
牲
が
強
い
ら
れ
た
が
、
幸
運
に
も
神
風
が

吹
き
、
多
く
の
蒙
古
軍
の
船
が
鷹
島
の
海
底
に
沈
ん
だ
。 

そ
う
し
た
事
実
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
鷹
島
町
神
崎
免
米
ノ
内
鼻
の
沖
合
㉓
で
元
の
沈
没
船
が
発
見
さ

れ
た
。
わ
が
国
は
無
論
、
世
界
で
み
て
も
重
要
な
発
見
で
あ
り
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
軍
船
の
残
骸
や
遺
品
は
民

族
歴
史
資
料
館
に
海
水
に
着
け
た
状
態
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
海
域
一
帯
は
「
鷹
島
神
埼
（
こ
う

ざ
き
）
遺
跡
」
と
し
て
、
２
０
１
２
年
に
国
の
指
定
を
受
け
た
が
、
陸
上
な
ら
ぬ
水
域
に
設
定
さ
れ
た
遺
跡
と

し
て
は
我
が
国
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。 

鷹
島
で
は
、
現
在
、
そ
の
北
端
に
モ
ン
ゴ
ル
村
が
つ
く
ら
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
風
習
や
生
活
が
体
験
で
き

る
。
島
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
、
阿
翁
浦
免
（
あ
お
う
う
ら
め
ん
）
周
辺
に
首
崎
（
現
在
の
薫
崎
）、
血
浦
（
周

良
）、
胴
代(

堂
代)
、
地
獄
谷
な
ど
と
元
寇
と
の
戦
い
の
激
し
さ
を
物
語
る
地
名
を
当
て
字
に
代
え
、
怨
念
を

の
り
超
え
て
の
交
流
で
あ
り
、
島
お
こ
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
族
歴
史
資
料
館
前
に
両
国
友
好
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建

立
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
恩
讐
の
彼
方
で
あ
る
。 

川内峠 
 
  

図５ 海と共に暮らす北松浦半島、松浦の島々を行く 

 

寄
り
道 

松
浦
一
帯
の
集
落
名
を
「
〇
〇
免
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て 

 

表
４
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
松
浦
市
、
佐
々
町
、
平
戸
市
の
一
部
の

松
浦
一
帯
で
字
名
は
「
〇
〇
免
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
松
浦
や
田
平
地
区
な

ど
、か
つ
て
の
平
戸
藩
の
各
地
で
用
い
ら
れ
て
き
た
集
落
の
呼
称
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
石
高
か
ら
貢
租
を
除
い
た
残
り
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
を

免
（
ゆ
る
）
し
た
。
た
と
え
ば
、
半
々
は
「
五
公
五
民
」
だ
が
、
こ
の
こ

と
を
「
免
五
つ
」
と
い
い
、
そ
の
こ
と
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。 

㉔-2 土谷棚田の火祭り 

㉔-1 松浦党の兜（調川道路公
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〈
海
に
か
け
降
る
土
谷
棚
田
の
福
島
〉 

再
び
国
道
２
０
４
号
に
戻
り
、
佐
賀
県
唐
津
市
か
ら
伊
万
里
市
に
入
り
福
島
大
橋
を
渡
れ
ば
、

そ
こ
が
ま
た
長
崎
県
松
浦
市
の
福
島
で
あ
る
（
図
５
）。
福
島
は
元
寇
に
関
わ
る
め
ぼ
し
い
遺
跡

は
な
い
。
し
か
し
、
干
潮
時
に
玄
武
岩
の
黒
い
岩
脈
が
浮
か
び
上
が
る
点
で
極
め
て
珍
し
い
地
質

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
章
３
節
）。
ま
た
、
島
の
北
端
に
は
初
崎
公
園
が
あ
り
、
約
５
万
本

の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
群
生
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
最
大
規
模
で
、
松
浦
市
の
花
で
も
あ
る
。
加
え
て

島
の
東
に
は
、
多
島
景
観
の
「
い
ろ
は
島
」
が
あ
り
、
西
に
は
、
海
に
駆
け
降
り
る
土
谷
棚
田
㉔

‐
２
の
幻
想
的
な
夕
映
え
、
月
明
か
り
の
景
観
が
あ
る
。
の
ん
び
り
心
休
め
る
と
よ
い
。 

 ２ 

い
ち
早
く
西
洋
と
接
し
た
九
州
本
島
最
西
端
の
ま
ち
「
平
戸
」 

  

国
道
２
０
４
号
を
さ
ら
に
西
へ
進
む
と
、
北
松
浦
半
島
西
端
の
ま
ち
旧
田
平
町
、
平
戸
島
、
生

月
島
が
長
大
橋
で
数
珠
つ
な
ぎ
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
つ
な
が
り
の
区
域
が
、
五
島
な
ど
の
離

島
を
除
く
と
、
九
州
本
島
で
最
も
西
に
位
置
す
る
都
市
・
平
戸
市
で
あ
る
。 

平
戸
市
は
、
丘
陵
を
な
す
よ
う
に
山
地
が
広
が
り
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
故
郷
だ
が
、
本
地
域

に
関
し
、
す
で
に
二
章
で
述
べ
た
長
大
橋
、
教
会
、
海
洋
景
観
に
、
若
干
を
追
加
し
て
、
サ
ン
セ

ッ
ト
ロ
ー
ド
の
主
な
景
観
ポ
イ
ン
ト
を
示
せ
ば
図
６
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
戸
大
橋
か
ら
南
端

の
宮
之
浦
ま
で
、
国
道
３
８
３
号
で
約
１
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
る
。 

平
戸
港
（
市
街
地
）
と
川
内
（
か
わ
う
ち
）
を
繋
ぐ
川
内
峠
㉕
（
標
高
２
６
７
ｍ
）
は
、
険
し

さ
が
際
立
つ
沿
岸
域
と
は
対
照
的
に
、
こ
ん
な
に
も
優
雅
な
眺
め
が
あ
っ
た
か
と
感
服
さ
せ
ら

れ
る
草
原
景
観
（
日
本
百
名
道
）
で
あ
る
。
展
望
台
か
ら
四
方
八
方
に
広
が
る
大
パ
ン
マ
ラ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
対
象
で
あ
る
安
満
岳
⑨
や
中
江
ノ
島
㉘
が
望

め
る
（
二
章
２
節
）。
あ
る
い
は
、
そ
の
昔
、
平
戸
港
か
ら
川
内
に
商
人
が
塩
を
運
び
、
財
を
成

し
た
峠
で
あ
り
、「
五
足
の
靴
」
で
有
名
な
与
謝
野
鉄
幹
や
北
原
白
秋
、
吉
井
勇
な
ど
が
訪
れ
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。 

山
き
よ
く 

海
う
る
わ
し
と
た
た
え
つ
つ 

旅
人
わ
れ
や
平
戸
よ
く
み
む
（
吉
井 

勇
） 

ま
た
、
突
飛
だ
が
、
平
戸
島
の
川
内
浦
の
浜
辺
に
鄭
成
功
（
父
親
は
福
建
省
の
貿
易
商
で
武
装

商
団
を
率
い
た
鄭
芝
龍
、
母
親
は
浦
人
の
田
川
マ
ツ
）
が
生
ま
れ
た
場
所
の
鄭
成
功
児
誕
生
石
㉖

が
あ
る
。
鄭
成
功
（
１
６
２
４
～
１
６
６
２
）
は
明
時
代
の
終
わ
り
に
、
台
頭
す
る
清
に
対
抗
し
、

「
反
清
復
明
」
を
掲
げ
て
戦
い
、
一
時
期
台
湾
に
独
自
政
権
を
打
ち
立
て
た
英
雄
で
あ
る
。
近
松
門
左
衛
門
の
「
国
姓
爺

合
戦
」
の
モ
デ
ル
だ
が
、
そ
の
鄭
成
功
の
幼
名
は
福
松
で
、
７
歳
ま
で
川
内
浦
で
育
て
ら
れ
た
。 

幼
少
期
の
家
が
川
内
浦
の
集
落
内
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鄭
成
功
廟
や
海
辺(

千
里
ヶ
浜)

の
鄭
成
功
記
念
公
園

が
整
え
ら
れ
、
一
時
間
も
あ
れ
ば
、
海
辺
の
散
策
や
川
内
浦
の
集
落
歩
き
と
と
も
に
鄭
成
功
関
連
の
地
を
め
ぐ
る
こ
と
が

で
き
る
。 

〈
平
戸
城
と
平
戸
港
周
辺
を
歩
く
〉 

 

さ
て
、
平
戸
市
の
中
心
市
街
地
は
北
部

の
平
戸
港
周
辺
④
で
あ
る
。
か
つ
て
の
平

戸
城
の
城
下
町
で
、
平
地
が
少
な
く
、
港
を

底
に
し
て
周
り
を
丘
陵
が
取
り
囲
む
す
り

鉢
状
の
地
形
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
主
要
な

道
路
は
と
も
か
く
、
そ
れ
を
一
歩
入
れ
ば

道
が
狭
い
ば
か
り
か
、
線
形
が
悪
く
、
行
き

止
ま
り
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
初
め
て

訪
れ
る
人
は
車
に
よ
る
回
遊
は
難
し
い
も

の
の
、
幸
い
に
、
平
戸
城
な
ど
に
駐
車
場
が

あ
る
。
特
に
平
戸
港
交
流
広
場
に
大
き
な

駐
車
場
と
観
光
案
内
所
が
あ
り
、
駐
車
は

２
時
間
ま
で
無
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
車
を

止
め
て
ま
ち
歩
き
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
（
図
７
）。 

図
中
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら
平
戸
ザ
ビ

エ
ル
記
念
教
会
ま
で
約
１
㎞
で
あ
り
、
坂

道
を
歩
い
て
も
２
０
分
ほ
ど
で
あ
る
。
主

な
見
ど
こ
ろ
は
、
平
戸
城
㉙
で
あ
り
、
加
え

て
、
全
国
に
先
駆
け
て
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ

リ
ス
と
の
交
易
が
は
じ
ま
っ
た
オ
ラ
ン
ダ

商
館
（
復
元
）
㉗
、
オ
ラ
ン
ダ
塀
、
オ
ラ
ン

ダ
埠
頭
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
ザ
ビ
エ
ル
が

幾
度
も
寄
港
し
布
教
し
た
こ
と
か
ら
、
市

民
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
ザ
ビ
エ
ル

記
念
碑
や
平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
⑮
を

訪
ね
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
。
写
真
に
示

す
よ
う
に
、
モ
ス
グ
リ
ー
ン
に
白
で
縁
取
ら
れ
た
教
会
は
ま
さ
に
絵
姿
で
あ
り
、
ま
た
、
瑞
雲
寺
、
光
明
寺
横
か
ら
平
戸

ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
へ
の
階
段
の
坂
道
㉚
は
、
教
会
と
寺
院
が
重
な
る
風
景
を
見
な
が
ら
の
風
情
あ
る
散
策
路
と
し
て
、

若
い
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
熟
年
者
に
も
人
気
が
高
い
。 

 

教
会
か
ら
東
へ
周
回
す
る
と
松
浦
史
料
博
物
館
に
至
る
。
か
つ
て
の
平
戸
藩
主
松
浦
家
の
館
で
、
そ
れ
自
体
が
県
指
定

の
有
形
文
化
財
だ
が
、
千
年
に
わ
た
る
松
浦
家
代
々
の
至
宝
の
美
術
品
や
調
度
品
な
ど
、
国
重
要
文
化
財
の
甲
冑
を
含
め

㉗ 平戸オランダ商館(復元) 
 

㉖ 鄭成功児誕生石 

図６ 平戸島・生月島を巡る 

 

㉕ 川内峠 

㉘  



14 
 

１
２
０
０
０
点
以
上
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
庭
に
出
れ
ば
茶
室
「
閑
雲
亭
」（
１

８
９
３
年
の
建
物
）
が
あ
り
、
お
茶
と
殿
様
も
食
べ
た
復
元
菓
子
を
い
た
だ
き

一
服
で
き
る
。 

〈
生
月
大
橋
を
渡
り
生
月
島
に
渡
る
〉 

 

平
戸
島
の
北
西
、
生
月
大
橋
を
渡
れ
ば
生
月
島
に
到
着
。
こ
の
島
は
、
か
つ

て
の
捕
鯨
の
島
で
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
で
あ
る
。
橋
の
た
も
と
に
博
物
館

「
島
の
館
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

主
な
見
ど
こ
ろ
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
山
田
教
会
⑦-

１
が
あ
り
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ウ

ェ
イ
を
ド
ラ
イ
ブ
す
れ
ば
、
柱
状
節
理
の
塩
俵
の
断
崖
㉑
、
夕
日
が
一
段
と
照

り
返
る
大
バ
エ
灯
台
が
あ
る
。 

 

要
す
る
に
、
平
戸
島
・
生
月
島
の
う
ち
、
平
戸
島
は
日
本
全
体
で
２
４
番
目

の
大
き
さ
で
あ
り
、
生
月
島
は
そ
の
１
０
分
の
１
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
さ
な

島
々
な
が
ら
、
か
つ
て
の
国
際
交
流
の
拠
点
で
あ
り
、
世
界
を
相
手
に
交
易
し

て
き
た
ビ
ッ
グ
な
島
で
あ
る
。
加
え
て
、
台
湾
の
精
神
的
支
柱
・
鄭
成
功
が
幼

少
期
に
過
ご
し
た
海
辺
が
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
苦

闘
・
苦
悩
と
聖
地
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
復
活
を
象
徴
す
る
教
会
が
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
景
勝
豊
か
な
島
々
の
背
後
で
秘
め
ら
れ
た
物
語
を
添
え
な
が

ら
、
国
内
外
に
果
た
し
て
き
た
平
戸
・
生
月
の
役
割
に
思
い
を
は
せ
る
島
め
ぐ

り
こ
そ
が
本
地
域
回
遊
の
神
髄
に
せ
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
。 

 ３ 

九
十
九
島
を
眺
め
つ
つ
「
佐
世
保
」
を
巡
る 

〈
平
戸
か
ら
佐
世
保
へ-

平
戸
八
景
と
北
九
十
九
島
〉 

 

平
戸
藩
の
参
勤
交
代
や
長
崎
警
護
は
、
平
戸
城
か
ら
対
岸
の
日
の
浦
（
田
平

町
）
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
平
戸
往
還
（
江
迎
、
佐
々
、
早
岐
を
経
て
東
彼
杵
に

至
る
道
）
を
通
り
長
崎
街
道
に
合
流
す
る
経
路
を
た
ど
っ
た
が
、
概
ね
国
道
２

０
４
号
に
沿
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
平
戸
大
橋
か
ら
国
道
２
０
４
号
を
南
下
し
、
田
平
町
小
手
田
免
で
県
道
２
２
１
号
に

回
り
込
ん
で
南
下
す
る
と
、
二
章
２
節
に
紹
介
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
田
平
天
主
堂
⑱-

２
（
国
重
要
文
化
財
）
に
遭
遇
す
る
。

見
学
の
後
、
そ
の
ま
ま
県
道
を
進
み
、
江
迎
湾
近
く
で
国
道
２
０
４
号
に
戻
れ
ば
、
佐
世
保
市
江
迎
行
政
セ
ン
タ
ー
の
少

し
手
前
に
山
下
家
も
と
蔵
（
潜
龍
酒
造
）
が
あ
る
。
こ
の
も
と
蔵
は
元
禄
時
代
か
ら
続
く
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
建
物
と

一
体
的
に
連
な
っ
て
、
平
戸
か
ら
の
最
初
の
御
旅
舎
・
江
迎
本
陣
㉛
が
昔
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
本
陣
は
見
学
で
き
る

が
、
事
前
の
確
認
（
電
話
０
９
５
６-

６
５-

２
２
０
９
）
が
必
要
で
あ
る
。 

 

佐
世
保
市
江
迎
町
か
ら
北
松
浦
郡
佐
々
町
を

経
由
し
佐
世
保
市
の
中
心
市
街
地
に
至
る
に
は

２
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る(

図
４
参
照)

。
国
道
２

０
４
号
を
そ
の
ま
ま
た
ど
る
ル
ー
ト
と
、
本
陣

近
く
の
交
差
点
で
県
道
１
８
号
を
行
く
ル
ー
ト

で
あ
る
。 

前
者
は
内
陸
の
ル
ー
ト
で
、
お
お
む
ね
平
戸

往
還
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
平
戸
藩
主
松
浦
熙

（
ひ
ろ
む
）
が
選
ん
だ
「
平
戸
八
景
」
を
巡
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
北
松
浦
半
島
一
帯
の

地
質
は
砂
岩
層
に
溶
岩
台
地
が
か
ぶ
さ
る
構
図

で
あ
り
、
そ
れ
が
浸
食
さ
れ
て
露
出
し
、
景
勝
地

を
創
り
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
八
景
に
ま

と
め
た
も
の
で
、
表
３
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

殿
様
が
参
勤
交
代
の
つ
い
で
に
ど
ん
な
風
景
を

楽
し
ん
だ
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
表
を
参
考

に
し
て
、
そ
の
い
く
つ
か
に
立
ち
寄
れ
ば
、
殿
様

の
気
分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

一
方
、
県
道
１
８
号
は
、
西
海
国
立
公
園
の
多

島
海
景
観
を
回
遊
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
風
景

街
道
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
。
長
串
山
公
園

（
佐
世
保
市
鹿
町
）
に
至
れ
ば
、
平
戸
島
お
よ
び

北
九
十
九
島
を
目
の
当
た
り
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
本
土
の
最
西
端
で
あ
る

神
崎
鼻
（
こ
う
ざ
き
ば
な
）
公
園(

佐
世
保
市
小

佐
々
町)

か
ら
は
、
北
九
十
九
島
、
平
戸
島
、
そ

の
先
の
五
島
灘
に
浮
か
ぶ
五
島
列
島
が
眺
望
で

き
る
。
そ
し
て
そ
こ
を
南
下
し
た
と
こ
ろ
が
佐

世
保
市
相
浦
の
港
で
あ
り
、
二
章
２
節
に
述
べ

た
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
・
黒
島
へ
の
フ
ェ
リ
ー
が
で
て
い
る
。 

〈
南
九
十
九
島
を
遊
覧
し
、
佐
世
保
市
街
地
を
巡
る
〉 

と
こ
ろ
で
、
話
は
前
後
し
重
複
す
る
が
、
改
め
て
佐
世
保
市
の
海
洋
風
景
を
展
望
す
れ
ば
、
他
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
海
洋
性
の
多
島
景
観
の
広
が
り
に
感
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
五
島
灘
の
沖
か
ら
親
子
連
れ
の
ク
ジ
ラ
の
大
群
が
押
し
寄
せ

る
か
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
九
十
九
島
㉝
が
浮
か
ぶ
。
こ
れ
ら
は
、
第
３
紀
層
の
丘
陵
が
浸
食

㉚ 寺院と教会が見える風景 

 

◎

P

P

P

P

P

P

ザビエル記念碑

三浦按針の墓

オランダ商館

オランダ塀・埠頭

平戸
オ
ラ
ン
ダ
橋

平戸城
亀岡神社

平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会

平戸港交流広場

平戸港

松浦史料博物館

P 駐車場

0 200m

⛩

㉙ 平戸城 本丸 

図７ 平戸市のまちを歩く 
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さ
れ
、
そ
れ
が
沈
み
島
々
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
部
分
は
無
人
島
だ
が
、
先
に
紹
介
し
た
世
界
遺
産
の
黒
島
も
加
え

て
、
高
島
、
前
島
、
鼕
泊
（
と
う
ど
ま
り
）
の
四
島
が
有
人
島
で
、
う
ち
後
半
の
２
つ
は
九
州
本
島
に
橋
で
繋
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
九
十
九
島
は
平
戸
藩
主
・
松
浦
静
山
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
が
、
秋
田
県
の
象
潟
（
き
さ
か
た
）
九
十
九
島
に
な

ら
い
名
付
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
１
８
１
２
年
に
測
量
に
訪
れ
た
伊
能
忠
敬
は
、
佐
世
保
で
新
年
を
迎
え
、 

七
十
に 

近
き
春
に
ぞ 

あ
ひ
の
浦 

九
十
九
島
を 

い
き
の
松
原 

と
長
寿
を
願
い
つ
つ
複
雑
な
海
岸
線
や
島
々
を
測
量
し
、
平
戸
島
に
向
か
っ
た
。 

こ
の
九
十
九
島
は
、
佐
々
町
の
佐
々
川
河
口
の
延
長
を
境
に
し
て
北
と
南
に
分
け
ら
れ
（
図
４
）、
北
で
は
約
１
１
５
の

島
々
を
数
え
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大
き
な
島
が
多
い
。
一
方
、
南
で
は
約
９
０
で
あ
り
、
小
さ
な
島
が
狭
い
範
囲
に
密

集
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
佐
世
保
市
鹿
子
前
（
か
し
ま
え
）
の
九
十
九
島
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
の
遊
覧
船
㉝
で
見

物
が
で
き
る
。 

 

九
十
九
島
を
一
望
す
る
た
め
に
、
九
十
九
島
八
景
の
展
望
所
が
整
え
ら

れ
て
い
る
（
図
８
）。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
ハ
ッ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
「
ラ
ス
ト

サ
ム
ラ
イ
」
で
撮
影
さ
れ
た
石
岳
展
望
台
（
標
高
約
１
９
０
ｍ
）
が
あ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
、
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
サ
ム
ラ
イ
た
ち
の
生

き
ざ
ま
を
描
い
た
作
品(

２
０
０
３
年
公
開)

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本
合
作
の
映
画
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
双
方
の
俳

優
の
参
加
が
あ
っ
た
。
西
郷
隆
盛
の
西
南
戦
争
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
の
シ
ー
ン
は
石
岳
展

望
台
か
ら
眺
め
た
九
十
九
島
で
あ
る
。
古
代
神
話
の
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
産
み
を
彷
彿
と
さ
せ
る
光
景
と
し
て
撮

影
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

佐
世
保
市
は
造
船
の
ま
ち
、
海
軍
の
ま
ち
で
あ
る
。
展
望
所
か
ら
ま
ち
を
振
り
返
る
と
、
海
上
自
衛
隊
や
米
海
軍
の
大

型
艦
船
が
停
泊
し
、
造
船
所
の
ク
レ
ー
ン
が
立
ち
並
ぶ
光
景
は
極
め
て
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
港
湾
都
市
㉞-

１
の
姿
で
あ
り
、
普

図８ 海と丘のリゾート・佐世保 

㉝ 九十九島とクルーズ船 
 

八　景 形状など 場所（全て佐世保市、MRは松浦鉄道のこと）

高岩たかいわ 高さ約30mの崖 江迎町小川内（MR高岩駅前の国道204から見学できる）

潜龍水せんりゅうすい 高さ約20mの滝 吉井町草ノ尾（MR潜竜ヶ滝駅から20分。滝近くに駐車場）

石橋 長さ20mの石橋状の奇岩 吉井町直谷の石橋山中腹（西肥バス停・御橋観音入口）

大悲観だいひがん 高さ20mの海食残丘 小佐々町小坂。（西肥バス停・小島入り口）

眼鏡岩 長さ20mの眼鏡石橋状奇岩 瀬戸越町。（西肥バス停・堺木）

岩屋宮 幅10m、奥行き10mの海食洞 高梨町。穴妙見ともいう。

福石山ふくいしやま 幅50m、奥行き7mの海食洞 福石町。(西肥バス停・福石観音前）

潮目しおのめ 早岐海峡で幅10mと狭い箇所早岐1丁目。(西肥バス停・観潮橋）

表3 平戸八景 

㉛ 平戸往還沿いの山下家もと蔵（左）と江迎本陣跡(右) ㉜平戸八景の眼鏡岩 
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段
は
見
慣
れ
な
い
光
景
だ
け
に
珍
し
く
さ
え
あ
る
。 

 

こ
の
佐
世
保
市
は
、
江
戸
時
代
、
平
戸
藩
の
領
土
で
、
人
口
も
明
治
の
始
め
で
約
４
千
人
の
農
漁
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
佐
世
保
鎮
守
府
が
置
か
れ
、
そ
の
も
と
に
佐
世
保
海
軍
工
廠
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
海
軍
の
ま
ち
と
し
て
急
激
な
発
展
を
遂
げ
、
１
９
０
２
年
に
村
か
ら
い
き
な
り
市
制
が
施
行
さ

れ
、
そ
の
時
の
人
口
は
４
万
６
千
人
で
あ
る
。
１
８
８
９
年
の
我
が
国
最
初
の
市
政
施
行
に
含
ま
れ

た
長
崎
市
の
人
口
は
５
万
５
千
で
、
大
ま
か
に
は
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
都
市
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
後
、
佐
世
保
に
は
、
海
軍
工
廠
関
連
の
工
場
や
事
務
所
、
倉
庫
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
近
代
化
が

図
ら
れ
、
ま
た
、
戦
後
も
海
上
自
衛
隊
や
米
海
軍
の
基
地
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
造
船
会

社
佐
世
保
重
工
（
株
）
が
そ
れ
ら
を
引
き
継
ぐ
が
、
長
崎
の
世
界
文
化
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
」（
五
章
１
節
）
に
匹
敵
し
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
時
代
に
用
い
ら
れ
て
き
た
近
代
化
の
産
業

遺
産
で
も
あ
る
。 

表
３
は
そ
の
一
覧
で
あ
る
。
稼
働
中
の
も
の(

ク
レ
ー
ン
、
倉
庫
、
建
物
の
一
部)

や
、
水
中
に
あ

る
ド
ッ
グ
も
含
ま
れ
、
全
部
は
み
ら
れ
な
い
が
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
史
料
館
、
佐
世
保
市
民
文
化

ホ
ー
ル
、
旧
針
尾
送
信
所
㊲
お
よ
び
三
浦
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
公
開
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

倉
庫
の
一
部
や
ク
レ
ー
ン
㉞-

２(

英
国
・
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ロ
ル
社
製
、
１
９
１
３
年
。
国

登
録
有
形
文
化
財)

は
道
路
沿
い
に
あ
り
、
外
か
ら
観
る
こ
と
が
で
き
、
ま
ち
歩
き
の
つ
い
で
に
眺

め
な
が
ら
、
近
代
化
へ
の
道
、
軍
事
産
業
発
展
の
道
を
た
ど
る
と
よ
い
。 

〈
佐
世
保
総
鎮
守
府
と
現
代
の
佐
世
保
港
〉 

近
代
化
資
産
と
は
別
に
、
文
化
庁
の
日
本
遺
産
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
域
の
歴
史
的
な
経
緯
や
風

土
に
根
ざ
し
た
有
形
、
無
形
の
文
化
財
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
活
用
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
し
地
域

の
活
性
化
を
め
ざ
す
活
動
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
旧
佐
世
保
鎮
守
府
が
横
須
賀
、
呉
・
舞
鶴
と

共
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
か
ら
世
界
第
二
次
戦
争
ま
で
続
い
た
佐
世
保
鎮
守
府
と
そ
の
関
連
施

設
で
あ
る
。
そ
の
構
成
文
化
財
は
、
砲
台
、
火
薬
庫
、
要
塞
、
倉
庫
群
な
ど
、
ま
た
、
近
代
化
産
業

遺
産
と
重
複
す
る
が
、
ク
レ
ー
ン
、
ド
ッ
グ
な
ど
の
施
設
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
秘
密
の
ベ

ー
ル
に
包
ま
れ
、
説
明
を
受
け
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
訪
れ
る
に
は
辺
鄙
な

場
所
に
あ
る
も
の
が
あ
る
。
中
に
は
、
現
在
の
海
上
自
衛
隊
の
敷
地
や
施
設
内
に
あ
る
た
め
、
自
由

に
見
学
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
佐
世
保
鎮
守
府
に
つ
い
て
は
日

本
遺
産
「
海
軍
さ
ん
の
散
歩
道
」
ツ
ア
ー
へ
参
加
し
巡
る
こ
と
を
進
め
る
。
例
え
ば
、
艦
船
や
都
市

を
空
爆
か
ら
守
る
上
で
、
高
射
砲
台
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
防
空
指
揮
所
跡
㉞-

３
は
海
上
自
衛
隊
佐

世
保
総
監
部
敷
地
内
の
地
下
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ツ
ア
ー
に
よ
る
ガ
イ
ド
の
誘
導
の
も
と
で
し
か

立
ち
入
り
が
で
き
ず
、
そ
の
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
お
お
わ
れ
た
実
物
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
説

明
を
聞
い
て
初
め
て
指
揮
所
の
構
図
や
設
備
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

あ
る
い
は
、
海
軍
工
廠
由
来
の
佐
世
保
重
工
業
（
造
船
所
）
の
ド
ッ
グ
や
ク
レ
ー
ン
、
そ
し
て
海

上
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
米
海
軍
の
艦
船
が
あ
る
現
在
の
佐
世
保
港
の
姿
を
見
た
い
な
ら
ば
、
行

き
か
う
軍
船
の
間
を
縫
っ
て
の
佐
世
保
港
か
ら
の
眺
め
と
な
り
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
軍
港
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ

る
。 な

お
、
海
軍
さ
ん
の
散
歩
道
ツ
ア
ー
に
し
て
も
、
軍
港
ク
ル
ー
ズ
に
し
て
も
、
見
学
日
時
が
限
定
さ
れ
、
予
約
が
必
要

表４ 佐世保市の近代化、近代化産業遺産など 
 施設の名称 住　所 建設年代 建設時用途 構　造 所有者 備　考

海上自衛隊西7号倉庫・艦船用品庫 立神町 1896 倉庫 煉瓦造2階建 海上自衛隊

海上自衛隊佐世保史料館（旧佐世保水交社） 上町 昭和期 展示施設,事務所 RC造2階建 海上自衛隊 入場可

佐世保立神音楽堂（旧352倉庫） 平瀬町 1888 公共施設(倉庫) 煉瓦造平屋 財務省

旧針尾無線塔 針尾町 1922 無線塔 財務省　 国重要文化財,入場可

佐世保市民文化ﾎｰﾙ(旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念館）平瀬町 1923 集会施設 RC造2階建 佐世保市．国登録有形文化財,入場可

西九州倉庫前畑8号倉庫 千尽町 1931 倉庫 RC造2階建 財務省

海上自衛隊西1号倉庫・艦船用品庫 立神町 1910 倉庫 鉄骨煉瓦造2階建 海上自衛隊

海上自衛隊西3号倉庫・艦船用品庫 立神町 1913 倉庫 鉄骨煉瓦造2階建 海上自衛隊

海上自衛隊西5号倉庫・利材倉庫 立神町 1888 倉庫 煉瓦造2階建 海上自衛隊

海上自衛隊西6号倉庫・被服返納庫 立神町 1888 倉庫 煉瓦造2階建 海上自衛隊

西九州倉庫前畑1号倉庫 千尽町 1922 倉庫 石張RC造2階建 財務省 石張りに大きな特色

西日本冷凍前畑工場 千尽町 1917 倉庫 RC･煉瓦造2階建 財務省

純心女子学園聖心幼稚園 三浦町 1930 教育施設 RC造3階建 民間 設計：鉄川与助

三浦町カトリック教会 三浦町 1931 教会 RC造平屋建 民間 入場可

ハウステンボスの船舶(近代化産業遺産認定） 1850 観光丸 長崎海軍伝習所練習艦としてオランダから江戸幕府へ贈呈

　　　　　　　　（旧名スームビング号） の軍艦（1855）　　ハウステンボスで復元して利用。

旧佐世保海軍工廠関連遺産（近代化産業遺産認定）立神町 　　1889年に佐世保鎮守府造船部設置。1897年造船廠。1903年海軍工廠

　　第3船渠（旧第4船渠） 1913 造修用ドッグ コンクリート造、石造

　　第4船渠（旧第7船渠） 1941 造修用ドッグ コンクリート造

　　第5船渠（旧第1船渠） 1895 造修用ドッグ 石造

　　第6船渠（旧第3船渠） 1906 造修用ドッグ コンクリート造、石造

　　250t槌型クレーン 1913 造修用クレーン 鉄骨造

　　旧館艦艇営業部・船舶営業 1922 製図工場 RC造、レンガ造2階建

　　第2船渠（旧第5船渠） 1913 造修用ドッグ コンクリート造、石造

岡本第二貯水池　（立ち入り禁止） 十文野 1900 水道用 直径50∼60mの円形 佐世保市 旧海軍が建設。佐世保最古

山の田ダム 桜木町 1908 水道用 ｱｰｽﾀﾞﾑ（高さ24.5m）佐世保市 旧海軍が建設

倉渕橋 世知原 1919 道路（県道11号） 橋長20.6m、幅4.5m 長崎県 県内最大の単一アーチ石橋

(ニイタカヤマノボレ発信)

寄
り
道 

早
岐
瀬
戸
（
は
い
き
せ
と
） 

 

大
村
湾
は
、
東
西
２
つ
の
瀬
戸
（
早
岐
と
針
尾
）
で
針

尾
島
を
挟
み
佐
世
保
湾
に
通
じ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
早

岐
瀬
戸
（
全
長
約
１
１
㎞
、
平
均
幅
約
１
２
５
ｍ
）
は
運

河
に
も
見
え
、
そ
の
途
中
に
中
小
の
川
が
流
れ
込
ん
で
い

る
。 と

こ
ろ
で
、奈
良
時
代
の
肥
前
国
風
土
記
に「
速
来
門
」

の
記
述
が
あ
り
、
早
岐
瀬
戸
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
当

時
は
瀬
戸
の
幅
も
今
よ
り
広
く
、
海
陸
交
通
の
要
衝
で
、

す
で
に
安
土
桃
山
時
代
に
は
、
周
辺
の
海
浜
や
島
々
か
ら

の
海
産
物
と
、
山
々
の
農
産
物
や
獲
物
と
を
物
々
交
換
す

る
茶
市
が
立
つ
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

以
来
、
現
代
ま
で
の
経
緯
を
た
ど
れ
ば
、
江
戸
時
代
、

瀬
戸
沿
い
の
一
帯
で
多
く
の
新
田
開
発
が
あ
り
、
一
部
で

塩
田
が
開
か
れ
た
。
明
治
時
代
に
は
、
早
岐
駅
、
大
村
線

が
建
設
さ
れ
、
針
尾
海
兵
団
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
戦

後
、
工
業
団
地
の
造
成
が
進
め
ら
れ
る
も
水
問
題
で
停

滞
。
代
わ
り
に
大
学
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
進
出
、
針
尾
バ

イ
パ
ス
の
整
備
、
郊
外
型
商
業
施
設
の
進
出
が
あ
り
、
佐

世
保
市
発
展
の
原
動
力
の
役
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
が
、
運
河
の
よ
う
な
現
在
の
早
岐
瀬
戸
の
引
き
締
ま
っ

た
姿
で
あ
る
。 

安
土
桃
山
時
代
に
始
ま
る
早
岐
茶
市
は
、
江
戸
時
代
末

期
か
ら
明
治
時
代
中
頃
ま
で
が
最
盛
期
だ
が
、
今
も
毎
年

田
植
え
前
の
５
月
と
６
月
上
旬
の
７
、
８
、
９
の
つ
く
日

の
計
４
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
観
潮
橋
か
ら
大
村
湾
側
へ

と
瀬
戸
に
沿
う
路
上
で
、
お
茶
、
海
産
物
、
陶
磁
器
な
ど

が
出
品
さ
れ
、
近
在
の
人
だ
け
で
な
く
、
長
崎
、
佐
賀
、

福
岡
方
面
か
ら
も
訪
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
時
期
が
合

え
ば
、
４
５
０
年
の
歴
史
を
刻
む
茶
市
を
覗
く
と
よ
い
。 
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で
あ
る
。
佐
世
保
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
９
５
６-

２
２-

６
６
３
０
）
に
問
い
合
わ
せ
る
と
よ
い
。 

〈
早
岐
瀬
戸
、
三
川
内
焼
の
里
と
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
〉 

平
戸
八
景
の
「
潮
の
目
」
は
、
国
道
３
５
号
と
２
０
２
号
が
分
岐
す

る
早
岐
で
、
そ
の
瀬
戸
が
最
も
狭
い
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
る
。
江
戸
時
代

の
干
拓
で
幅
１
０
ｍ
に
狭
め
ら
れ
、
観
潮
橋
㉟
（
１
９
５
４
年
）
が
架

か
り
、
九
州
本
土
と
針
尾
島
を
結
ん
で
い
る
。
橋
の
傍
で
干
満
差
の
急

流
な
す
瀬
戸(

潮
目)

を
見
て
い
る
と
、
自
然
の
営
み
に
魅
せ
ら
れ
、
い

ま
に
も
吸
い
込
ま
れ
る
思
い
が
す
る
。
そ
の
傍
ら
、
カ
ヌ
ー
に
興
じ
る

人
も
い
れ
ば
、
横
で
急
流
に
釣
り
糸
を
垂
れ
る
人
が
い
て
、
引
き
が
強

く
、
大
物
と
期
待
し
た
も
の
の
、
小
魚
を
釣
り
上
げ
て
苦
笑
す
る
瀬
戸

で
も
あ
る
。 

観
潮
橋
か
ら
武
雄
よ
り
に
約
５
㎞
東
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
三
川
内

町
が
あ
り
、
三
川
内
焼
の
里
で
あ
る
。
朝
鮮
の
役
の
際
に
平
戸
藩
主
が

陶
工
・
巨
関
（
こ
せ
き
。
今
村
性
を
名
乗
っ
た
）
を
連
れ
帰
り
、
最
初

は
平
戸
島
中
野
で
窯
を
開
い
た
が
、
陶
土
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

転
々
と
し
た
後
、
最
終
的
に
三
川
内
に
移
り
、
御
用
窯
の
三
川
内
焼
き

と
し
て
発
展
し
た
。
Ｊ
Ｒ
佐
世
保
線
の
三

川
内
駅
近
く
に
三
川
内
伝
統
産
業
会
館

（
美
術
館
）
お
よ
び
う
つ
わ
会
館
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
２
㎞
程
南
下
し
た
三
川
内

皿
山
に
多
く
の
窯
元
が
集
ま
っ
て
い
る
。

三
川
内
焼
き
は
白
磁
に
青
い
染
付
け
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
有
名
だ
が
、
そ
の
絵
と

し
て
唐
子
が
良
く
描
か
れ
、
ま
た
透
か
し

彫
り
な
ど
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

佐
世
保
市
の
市
街
地
か
ら
国
道
２
０

５
号
を
南
下
す
れ
ば
針
尾
島
に
至
り
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
㊱
が
あ
る
。
写
真
で

見
る
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ま
ち
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
わ
が
国
有
数
の
規
模
（
１

５
２
㏊
）
を
誇
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
だ

が
、
他
と
同
様
に
、
建
設
以
来
必
ず
し

も
経
営
は
う
ま
く
い
か
ず
、
二
度
に
わ

た
り
経
営
者
が
変
わ
る
な
ど
の
紆
余
曲

折
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
努
力
の
甲
斐
が
あ
り
、
今
で
は
年
間

２
８
０
万
人
を
超
え
る
入
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。 

テ
ー
マ
パ
ー
ク
そ
の
も
の
が
佐
世
保
市
内
の
町
名
（
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
町
１
の
１
）
で
あ
り
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
と
し
て

も
素
通
り
で
き
な
い
風
景
街
道
の
拠
点
だ
が
、
見
る
と
な
る
と

１
日
が
か
り
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
光
の
王
国
な
ど
夜
の
見
事

な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
と
な
れ
ば
宿
泊
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
こ
そ

施
設
内
お
よ
び
周
辺
地
域
に
豪
華
ホ
テ
ル
や
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
が

完
備
し
、
何
ら
問
題
な
く
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 ４ 
長
崎
北
部
地
域
の
祭
り
、
ホ
テ
ル
、
情
報

案
内
な
ど 

 

１ 

松
浦
市 

〇 

祭
り
な
ど 

 

主
な
祭
り
と
し
て
松
浦
水
軍
ま
つ
り
と
土
谷
棚
田
の
火
祭
り

㊱ ハウステンボス 

 
㊲ 旧佐世保針尾無線送信所(針尾無線塔) 

 

㉞-2佐世保重工の250tハンマー型クレーン 

 

㉞-3旧佐世保海軍警備隊防空指揮所跡（地下壕） 

㉞-1 佐世保港 

㉟ 早岐の瀬戸と観潮橋（国道202号） 
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が
あ
る
。
前
者
（
１
０
月
）
は
、
市
役
所
周
辺
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
武
者
行
列
、
市
民
総
踊
り
な
ど
と
と
も
に
、

松
浦
党
の
貿
易
船
を
再
現
し
た
山
車
の
パ
レ
ー
ド
が
あ
る
。 

後
者
（
９
月
）
は
、
海
を
背
景
に
し
た
福
島
の
土
谷
棚
田
の
あ
ぜ
道
に
灯
篭
を
灯
し
て
幻
想
的
な
夜
景
（
写

真
㉔-

２
）
を
楽
し
む
も
の
で
、
夕
闇
迫
る
中
の
点
灯
を
見
た
い
と
カ
メ
ラ
片
手
に
多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
る
。

動
と
静
。
片
や
市
民
あ
げ
て
の
賑
わ
い
、
片
や
静
か
に
語
ら
い
、
思
い
に
ふ
け
る
秋
の
祭
り
で
あ
る
。 

〇 

旅
館
な
ど 

 

旅
館
等
を
表
５
に
示
す
。
市
の
中
心
・
志
佐
町
を
主
に
、
国
道
２
０
４
号
沿
線
地
域
（
志
佐
、
御
厨
、
今

福
）
と
、
鷹
島
、
福
島
に
分
散
し
て
い
る
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
鷹
島
に
前
述
の
モ
ン
ゴ
ル
村
が
あ
る
。

宿
泊
用
ゲ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
、
こ
と
変
わ
っ
て
気
分
転
換
に
な
る
だ
ろ
う
。 

〇 

食
、
特
産
品
な
ど 

松
浦
市
は
水
産
業
と
農
業
が
活
発
な
地
域
。
豊
富
な
魚
介
類
や
野
菜
、
果
物
が
と
れ
、
新
鮮
で
あ
る
。
農
産

品
で
は
、
御
厨
ぶ
ど
う
、
松
浦
メ
ロ
ン
、
松
浦
茶
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
野
菜
ソ
ム
リ
エ
を
育
成
し
、
う
ま
い
野

菜
作
り
、
安
全
安
心
の
野
菜
の
供
給
に
励
ん
で
い
る
。 

一
方
、
松
浦
魚
市
場
の
水
揚
げ
量
は
全
国
有
数
の
規
模
で
あ
る
。
ア
ジ
、
サ
バ
は
旬
（
と
き
）
ア
ジ
、
旬
サ

バ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷
さ
れ
、
福
島
活
車
海
老
や
松
浦
ふ
ぐ
（
ト
ラ
フ
グ
）
の
出
荷
が
あ
る
。 

工
芸
品
と
し
て
松
浦
市
鷹
島
町
の
阿
翁
石
（
玄
武
岩
）
が
あ
る
。
粘
り
気
が
あ
り
、
風
化
に
強
く
割
れ
に
く

い
と
の
こ
と
で
、
平
戸
市
の
お
城
の
石
垣
や
幸
橋(

さ
い
わ
い
ば
し
、
オ
ラ
ン
ダ
橋
と
も
呼
ぶ)

に
用
い
ら
れ
、

ま
た
福
岡
市
の
筥
崎
宮
に
お
け
る
一
の
鳥
居
（
一
六
〇
九
年
建
立
）
も
阿
翁
石
で
あ
る
。 

〇 

情
報
案
内
、
道
の
駅
な
ど 

 

観
光
情
報
は
観
光
協
会
が
あ
り
、
福
岡
市
に
松
浦
市
の
福
岡
事
務
所
が
あ
る
（
表
６
）。
道
の
駅
は
鷹
島
と
ま

ち
中
の
志
佐
町
の
２
か
所
に
あ
り
、
物
産
館
と
と
も
に
情
報
案
内
所
も
あ
る
。 

２ 

平
戸
市 

〇 

祭
り
な
ど 

 

特
に
伝
統
的
な
祭
り
よ
り
も
、
観
光
地
ら
し
く
、
桜
祭
り
や
花
火
大
会
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
海
の
幸
な

ど
に
関
わ
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
３
月
の
ひ
な
祭
り
で
は
中
心
市
街
地
の
商
店
な
ど
１

３
２
箇
所
で
雛
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
浦
史
料
博
物
館
で
は
、
江
戸
時
代
の
御
輿
入
れ
の
際
に
持

参
し
た
雛
人
形
や
道
具
が
展
示
さ
れ
、
見
て
回
る
の
に
最
低
で
も
１
時
間
は
か
か
る
。
さ
ら
に
、
１
０
月
か
ら

年
末
に
か
け
て
市
内
各
地
で
「
く
ん
ち
」
が
あ
り
、
お
く
だ
り
や
蛇
踊
り
、
獅
子
舞
な
ど
の
奉
納
が
あ
る
が
、

１
０
月
２
６
日
の
亀
岡
神
社
の
平
戸
大
々
神
楽
（
岩
戸
神
楽
）
は
国
指
定
重
要
民
俗
無
形
文
化
財
で
あ
る
。
２
４
番
ま
で

の
す
べ
て
が
終
了
す
る
に
は
７
、
８
時
間
を
要
す
る
が
、
時
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
思
い
で
あ
る
。
平
戸
城
の
見
物
が
て
ら

に
心
行
く
ま
で
鑑
賞
す
る
と
よ
い
。 

〇 

ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど 

 

平
戸
市
は
観
光
が
売
り
物
だ
け
に
、
人
口
の
割
に
多
く
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
あ
る
。
最
も
集
中
し
て
い
る
の
は
図
７
の

平
戸
港
、
平
戸
城
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
あ
る
。
観
光
地
図
を
見
た
だ
け
で
も
ざ
っ
と
１
９
を
数
え
、
高
級
旅
館
か
ら
民
宿

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
平
戸
北
部
以
外
で
は
、
生
月
島
８
、
中
部
３
、
南
部
７
、
田
平
３
で
あ
る
。
南

部
は
全
て
民
宿
で
、
大
部
分
は
釣
り
客
相
手
と
い
っ
て
よ
く
、
釣
り
情
報
の
入
手
に
は
持
っ
て
こ
い
だ
ろ
う
。 

〇 

食
、
特
産
品 

 

食
な
ど
は
松
浦
市
と
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
。
魚
介
類
、
農
産
品
が
主
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
あ
ご
（
ト
ビ
ウ
オ
）
の

塩
干
し
や
焼
き
あ
ご
が
有
名
で
あ
り
、
酒
の
肴
に
も
な
り
、
日
本
料
理
の
だ
し
に
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
平
戸
島
、
生
月
島
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
の
放
牧
場
が
あ
り
、
そ
こ
で
育
っ
た
牛
は
平
戸
和
牛
と
呼
ば
れ
ブ
ラ
ン

ド
化
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
平
戸
ヒ
ラ
メ
、
う
ち
わ
エ
ビ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

表５ 北松地域および西海市の旅館、ホテル 
市町 旅館等 住所 電話

石川屋旅館 今福町浦免 0956-74-0074
松川屋旅館 今福町浦免 0956-74-0009
山福旅館 今福町浦免 0956-74-0046
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ吉野家 調川調下免 0956-72-5111
浜の屋旅館 御厨調里免 0956-75-0035
民宿光ケ丘 御厨調里免 0956-75-0636
つるや旅館 志佐町浦免 0956-72-1155
旅館すえひろ 志佐町浦免 0956-72-0545
旅館ちづる荘 志佐町浦免 0956-72-0551
松浦シティホテル 志佐町里免 0956-72-5000
ﾎﾃﾙ櫻梅閣 志佐町庄野免 0956-72-1717
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ海風 志佐町庄野免 0956-72-2000
宮崎旅館 鷹島町阿翁浦免 0955-48-2709
旅館鷹島センター 鷹島町中通免 0955-41-5011
旅亭吉乃や 鷹島町阿翁浦免 0955-48-2030
鷹島モンゴル村 鷹島町阿翁浦免 0955-48-2331
福島温泉つばき荘 福島町喜内瀬免625－ 0955-47-3155
福島屋旅館 福島町塩浜免 0955-47-2028
青葉(ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ） 本田原免152 0956-62-2456
民宿佐々川 松瀬免11-6 0956-62-2101
魚魚の宿 西彼町 0959-28-0345
ビジネスホテルはしもと　　西彼町 0959-28-0011
民宿よしの 西彼町 0959-27-1200
金波旅館 大瀬戸町 0959-22-0480
旅館備前屋 大瀬戸町 0959-22-0069
旅館松島屋 大瀬戸町 0959-22-0006
長崎県立 西彼青年の家　　　西海町 0959-32-1337
川島屋旅館 西海町 0959-32-9105
松尾屋旅館 西海町 0959-33-2006
割烹旅館呼子 西海町 0959-32-9545
ホテル咲き都 崎戸町 0959-35-2050
さきとRV村 崎戸町 0959-35-2050
若葉旅館 崎戸町 0959-35-3301
民宿浜田 崎戸町 0959-35-2270
民宿椿の宿 崎戸町 0959-35-2340
民宿海老簀 崎戸町 0959-35-3268
島宿オープンハウス桜櫻　　崎戸町 0959-35-3422
新屋旅館 崎戸町・平島 0959-47-2010
大島アイランドホテル長崎　大島町 0959-34-5511
大島アイランドホテル別館民宿釣吉 大島町0959-34-2851
ﾍﾟﾝｼｮﾝマイネフロディア　　大島町 0959-34-5004
民宿大島 大島町 0959-34-4686
民宿波ま夕 大島町 0959-34-5300
ペンションかもめ 大島町 0959-34-5553
オーベルジュあかだま　　大島町 0959-34-2003

西
海
市

佐
々

松
浦
市

表５ 北松地域の直売所、道の駅など

市町 直売所 電話 住所
農海産物直売所　海の里 0956-74-1544 今福町北免2009-323
新鮮市場じげもん 0956-75-1544 御厨町西木場免343
農産物直売所「松浦ふれあい広場」0956-72-3773 志佐町浦免1001
栢ノ木農産物直売所 0956-72-4762 志佐町栢木免973-1
たかの直売所 0956-72-3392 志佐町高野免1003-1
漁協直売所　海の駅 0955-47-4110 福島町喜内瀬免680-2
廻船問屋　平戸屋 0950-22-3288 崎方町833
平戸ふるさと物産店　海菜味 0950-23-3734 職人町126
ひらど新鮮市場 0950-23-8088 岩の上町228-1
平戸市漁協「旬鮮館」 0950-22-3133 宮の町655-1
平戸瀬戸市場 0950-21-1977 田平町山内免345-15
瀬戸の寄り道 0950-57-3650 田平町小手田免1048-1
いきつき山海の四季 0950-53-0807 生月町山田免936-3
生月漁協　おさかな市場 0950-53-1571 生月町壱部浦168-2
舘浦漁協　水産加工場 0950-53-1529 生月町山田免912-3
舘浦漁協魚販売所 0950-53-3363 生月町南免4432-44

佐々 佐々皿山直売所 0956-62-5580 鴨川免189-1
棚田街道 0956-66-2266 江迎町長坂172-4
農産物直売所　山小屋 0956-66-3501 江迎町箙尾免362-1
竹田さくらグループ農産物直売所 0956-68-2791 小佐々町黒石

漁協直販所　こさざ 0956-69-3145 小佐々町楠泊1837
冷水岳ふるさと物産館 0956-69-3255 小佐々町矢岳免1618-12
吉井活性化ｾﾝﾀｰー「ソレイユ吉井」0956-41-2250 吉井町立石18-1
農産物直売所　五蔵の里 0956-64-4512 吉井町乙石尾371-3
生産者市場　安かっちゃん 0956-40-9788 皆瀬町654-1
西海の恵直売所 0956-47-8970 相浦町1563
よかばい相浦 0956-48-3201 相浦町1770-1
楽園市場 0956-20-5211 崎岡町853-12
野菜と花の広田 0956-26-5100 広田1丁目114
世知原活性化施設「国見の郷」 0956-73-3600 世知原町開作71-1
ひう花菜市 0956-31-9138 日宇町2092-1
田舎のより道（竹の子グループ） 0956-59-3666 長畑町851-1
わくわくふれあい市 0956-38-4386 重尾町3272-1
針尾ふるさと館 0956-27-0600 針尾東町

うきうき野菜市 0959-57-3933 宇久町平郷2524-26
展海峰ふれあい工房 0956-28-3241 庵浦町1019-6
しかまち活性化施設 0956-65-2744 鹿町土肥ノ浦免169-2
柚木よかもん市 0956-46-2515 柚木町2274-4
(有)黒髪カーネーション直売所 0956-46-1007 下宇戸町390-2
とれたて処　広田店 0956-76-9267 広田1丁目37-23
佐世保朝市 0956-22-9800 万津町市営駐車場内

市町 農村レストラン 電話 住所

松浦 海の里食堂 0956-74-0780 松浦市今福町北免2009-323
佐世 冷水岳ふるさと物産館 0956-69-3255 佐世保市小佐々町矢岳1618-12
市町 情報案内 電話 住所

松浦市観光協会 0956-72-1111 松浦市商工観光課内

松浦市福岡事務所 092-406-2180 福岡市中央区大名2-8-18
平戸港交流広場(観光案内所） 0950-22-2015 崎方町776-6
平戸観光ウェルカムガイド 0950-23-8210 港交流広場にｽﾃｰｼｮﾝ有り

平戸市観光課 0950-22-4111 岩の上町1508-3
佐世保佐世保観光情報センター 0956-22-6630 三浦町21-1（JR佐世保駅構内)

平
戸
市

佐
世
保

松
浦
市

平
戸
市

松
浦

下船越町403

表６ 北松地域の直売所、道の駅など 
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〇 

情
報
案
内
な
ど 

平
戸
港
の
観
光
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
加
え
、
駐
車
場
、
観
光
案
内
所
（
０
９
５
０
―
２
２

―
２
０
１
５
）
が
あ
る
。
市
内
定
期
観
光
バ
ス
や
観
光
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
あ
り
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
観
光
ガ
イ

ド
が
あ
る
が
、
季
節
で
異
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
詳
細
は
観
光
案
内
所
に
運
行
状
況
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
る
と
よ

い
。 

３ 

佐
世
保
市 

〇 

祭
り
な
ど 

佐
世
保
市
江
迎
町
で
は
、
戦
国
時
代
に
始
ま
る
水
か
け
地
蔵
祭
り
が
あ
り
、
現
在
の
千
灯
籠
祭
り
（
８
月
）
で

あ
る
。
ま
た
、
旧
佐
世
保
市
で
は
次
の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
さ
せ
ぼ
祭
り
」。
〝
よ
さ
こ
い
〟
は
高
知
市
で
始
ま
り
、
全
国
に
広
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
佐
世
保
市
で
も
、

「
四
ヶ
町
商
店
街
」
を
中
心
に
、
１
９
９
８
年
、
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
。
以
来
、
毎
年
１
０
月

に
開
か
れ
、
い
ま
で
は
２
０
０
近
い
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
へ
と
成
長
し
、
市
内
１
０
か
所
を
超
え

る
会
場
で
若
者
た
ち
が
激
し
く
踊
り
ま
く
っ
て
い
る
。 

一
方
、「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
」
で
は
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
の

お
薦
め
は
夜
間
に
光
り
輝
く
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
光
の
王
国
」
で
あ
り
、
大
晦
日
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
ベ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
一
千
万
球
を

超
え
る
と
も
い
わ
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
輝
き
、
感
動
的
で
あ
る
。 

〇 

ホ
テ
ル
な
ど 

 

自
衛
隊
や
米
軍
の
基
地
が
あ
り
、
ま
た
九
十
九
島
観
光
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
に
見

て
規
模
の
大
き
な
ホ
テ
ル
が
多
い
。
佐
世
保
市
の
街
中
エ
リ
ア
に
多
く
が
集
中
し
、
２
４
を
数
え
る
。
こ
れ
に
次

ぐ
の
が
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
エ
リ
ア
の
１
２
だ
が
、
大
規
模
な
ホ
テ
ル
が
主
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
南
九
十
九

島
エ
リ
ア
３
、
北
九
十
九
島
エ
リ
ア
５
な
ど
が
あ
る
。
賑
や
か
な
と
こ
ろ
、
夜
景
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
、
眺
望
が

効
く
と
こ
ろ
な
ど
、
好
み
で
選
ぶ
と
よ
い
。 

〇 

特
産
品
、
食
な
ど 

 

１
９
５
０
年
代
に
駐
在
米
軍
か
ら
伝
え
ら
れ
た
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
が
有
名
で
あ
る
。
他
に
、
レ
モ
ン
ス
テ
ー

キ
、
鯛
し
ゃ
ぶ
、
九
十
九
島
か
き
、
佐
世
保
豆
乳
な
ど
も
。
加
え
て
、
海
軍
の
食
を
も
と
に
し
た
レ
ト
ル
ト
の
海

軍
カ
レ
ー
、
海
軍
さ
ん
の
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
―
、
入
港
ぜ
ん
ざ
い
が
売
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
カ
レ
ー
は
、

艦
艇
や
施
設
ご
と
に
競
う
よ
う
に
調
理
が
工
夫
さ
れ
、
曜
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
毎
週
金
曜
日
（
か
つ
て
は
土

曜
日
）
の
昼
食
に
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
日
本
遺
産
「
海
軍
さ
ん
の
散
歩
道
」
の
バ
ス
ツ
ア
ー(

毎
週
金
曜

日)

や
港
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー(

第
１
、
第
３
土
曜
日)

に
参
加
す
る
と
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地
方
総
監
部
く
ら
ま
食
堂
の

見
学
で
鎮
守
府
カ
レ
ー
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

特
産
品
は
、
民
芸
品
の
佐
世
保
独
楽
、
陶
磁
器
の
三
川
内
焼
き
（
平
戸
焼
き
と
も
い
う
）
が
あ
る
。
世
知
原
の
製
茶
、

吉
井
の
イ
チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
、
小
佐
々
の
九
十
九
島
い
り
こ
、
江
迎
の
い
の
し
し
や
黒
豆
、
鹿
町
の
タ
イ
の
塩
釜
焼
、
あ
ご

醤
油
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

表
６
に
農
産
品
や
水
産
品
の
直
売
所
を
示
す
。
佐
世
保
市
は
、
平
成
の
合
併
で

旧
来
か
ら
の
北
松
浦
郡
の
６
町
を
編
入
し
、
今
日
の
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

従
来
の
町
ご
と
に
、
ま
た
農
協
系
と
漁
協
系
の
別
に
直
売
所
が
あ
り
、
そ
れ
を
引

き
継
い
だ
こ
と
か
ら
、
表
に
示
す
よ
う
に
多
く
の
直
売
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
で
は

野
菜
、
花
、
魚
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
加
工
品
が
主
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

〇 

情
報
案
内
な
ど 

（
財
）
佐
世
保
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
あ
り
、
そ
の
窓
口
が
Ｊ
Ｒ
九
州
佐

世
保
駅
構
内
の
佐
世
保
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
巡
り
の
観
光

バ
ス
（
０
９
５
６
―
２
２
―
６
６
３
０
）
が
１
日
２
便
、
所
要
時
間
約
４
時
間
で

運
行
さ
れ
て
い
る
。
九
十
九
島
遊
覧
の 

パ
ー
ル
ク
イ
ー
ン
乗
船
コ
ー
ス
と
、
九

十
九
島
水
族
館
海
き
ら
ら
見
学
コ
ー
ス
が
あ
り
、
佐
世
保
駅
に
隣
接
す
る
ふ
頭

か
ら
は
佐
世
保
湾
を
め
ぐ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
軍
港
ク
ル
ー
ズ 

」
が
運
航
さ
れ

て
い
る
。 

 

四 

夕
日
に
映
え
る
西
海
岸
「
西
彼
杵
半
島

と
長
崎
半
島
」
を
ド
ラ
イ
ブ 

 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
道
２
０
２
号
に
加
え
て
西
海
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
の
整

備
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
針
尾
の
瀬
戸
に
２
つ
の
ア
ー
チ
橋
、
西
海
橋
と
新
西
海

橋
が
並
行
し
て
架
か
る
が
（
写
真
⑪
）、
こ
れ
ら
を
渡
る
際
に
振
り
返
る
と
、
３

本
の
煙
突
が
目
に
飛
び
込
む
。
こ
れ
が
、
世
界
第
二
次
戦
争
勃
発
時
に
「
ニ
イ
タ

カ
ヤ
マ 

ノ
ボ
レ
」
と
打
電
し
、
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
針
尾
の
無
線
塔

（
針
尾
送
信
所
、
高
さ
１
３
６
ｍ
、
国
重
要
文
化
財
）
㊲
で
あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
で
、
自
立
式
の
電
波
塔
と
し
て
我
が
国
最
大
の
高
さ
を
誇
る
が
、
い
ま

で
は
す
っ
か
り
風
景
に
溶
け
込
む
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
を
眺
め
つ
つ
渡
っ
た
と

こ
ろ
が
西
彼
杵
半
島
で
あ
る
。 

西
彼
杵
半
島
と
そ
れ
に
続
く
長
崎
半
島
は
、
国
道
２
０
２
号
と
４
９
９
号
が

五
島
灘
に
面
し
走
る
。
ま
た
、
女
神
大
橋
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
長
崎
市
の
混
雑
し
た
市
街
地
を
通
過
す
る
こ
と
も

な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、
海
に
向
け
て
大
き
く
眺
望
が
開
け
、
解
放
感
あ
ふ
れ
る
高
台
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
（
図
３
、
４
）。
そ
の
様
は
、
さ
し
ず
め
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
コ
ー
ス
タ
ル
国
定
公
園
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
に
似
て
い
る
。
西
海
橋
か
ら
長
崎
半
島
の
先
端
の
樺
島
大
橋
ま
で

１
０
０
㎞
ほ
ど
だ
が
、
一
本
道
で
、
道
の
整
備
も
よ
く
、
迷
う
こ
と
は
な
い
。
ひ
た
す
ら
走
る
だ
け
な
ら
２
時
間
半
で
あ

り
、
北
部
九
州
に
あ
っ
て
、
海
洋
風
景
を
満
喫
す
る
に
う
っ
て
つ
け
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。 

㊴ 水平一直線の彼方に沈む外海の夕日 
 

㊳ キリシタンの里・外海西出津 
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と
は
い
え
、
た
だ
走
る
だ
け
で
は
疲
れ
る
。
休
憩
を
兼
ね
て
３
か
所
の
寄
り
道
を
奨
め
た
い
。
橋
で
つ
な
が
る
大
島
・

蛎
浦
島
（
か
き
の
う
ら
し
ま
）、
外
海
お
よ
び
香
焼
・
伊
王
島
で
あ
る
。 

 

大
島
・
蛎
浦
島
は
、
西
海
市
と
な
る
前
の
旧
町
名
は
大
島
町
と
崎
戸
町
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
は
放
牧
場
、
明
治
時
代

は
捕
鯨
の
ま
ち
、
大
正
・
昭
和
時
代
は
炭
鉱
町
、
そ
し
て
現
在
は
造
船
お
よ
び
製
塩
の
町
で
あ
る
。
時
代
、
時
代
に
即
し

て
変
身
し
た
が
、
対
岸
の
西
彼
杵
半
島
や
平
戸
・
佐
世
保
、
五
島
の
眺
望
と
と
も
に
、
昭
和
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
る
。

自
然
の
手
の
ひ
ら
の
中
で
、
地
域
の
産
業
や
人
々
の
活
動
が
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
今
後
ど
う
変
わ

る
の
が
良
い
の
か
、
橋
で
つ
な
が
る
島
々
の
変
遷
と
と
も
に
し
ば
し
思
い
に
ふ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

西
海
市
に
隣
接
す
る
の
が
旧
外
海
（
そ
と
め
）
町
（
現
在
は
長
崎
市
外
海
）
㊳
で
あ
る
。
赤
貧
の
中
で
苦
し
み
な
が
ら

も
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
た
ま
ち
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
遠
藤
周
作
が
描
い
た
「
沈
黙
」
の
舞
台
で
あ
る
（
二
章
２
節
）。
大
島
か

ら
１
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
の
後
、
道
の
駅
「
夕
日
が
丘
そ
と
め
」
で
一
休
み
し
、
文
学
館
で
遠
藤
周
作
の
世
界
に
浸
り
、
庭

に
出
て
、
外
海
の
急
斜
面
や
池
島
、
五
島
灘
を
望
め
ば
、
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
水
平
一
直
線

に
映
え
る
赤
い
夕
陽
㊴
は
、
訪
れ
る
人
々
に
感
動
を
与
え
、
言
葉
も
な
い
。 

外
海
～
香
焼
（
こ
う
や
ぎ
）・
伊
王
島
の
区
間
は
、
長
崎
市
内
を
最
後
に
残
せ
ば
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
の
中
で
最
も
長
い

ド
ラ
イ
ブ
と
な
る
。
そ
れ
で
も
約
５
０
㎞
、
１
時
間
半
程
度
で
あ
る
。
香
焼
は
三
菱
重
工
の
造
船
所
で
、
か
つ
て
島
だ
っ

た
が
、
今
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
陸
続
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
伊
王
島
大
橋
⑬
が
架
か
り
、
渡
る
と
天
然
温
泉
が

あ
り
、
青
い
き
れ
い
な
海
や
海
浜
が
広
が
っ
て
い
る
。 

長
崎
半
島
の
突
端
は
沿
岸
漁
業
の
基
地
・
野
母
崎
で
あ
る
。
伊
王
島
か
ら
約
１
時
間
の
と
こ
ろ
だ
が
、
小
規
模
な
が
ら

函
館
と
同
様
に
陸
繋
砂
州
の
上
に
ま
ち
が
あ
り
、
そ
の
先
、
車
で
１
５
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
日
本
最
西
南
端
に
権
現
山
展

望
公
園
が
あ
る
。
標
高
１
９
８
ｍ
。
江
戸
時
代
、
遠
見
番
所
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で
、
天
草
や
島
原
半
島
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
。
黒
潮
が
も
た
ら
し
た
亜
熱
帯
気
候
だ
が
、
年
間
平
均
気
温
は
１
８
度
で
、
気
象
台
が
あ
る
長
崎
市
南
山
手
町
よ

り
も
０
．
８
度
高
い
。
岬
町
に
は
県
立
亜
熱
帯
植
物
園
（
サ
ザ
ン
パ
ー
ク
野
母
崎
）
が
、
ま
た
、
樺
島
に
は
大
ウ
ナ
ギ
の

生
息
地
（
国
天
然
記
念
物
）
が
あ
る
な
ど
、
他
に
見
ら
れ
な
い
自
然
が
あ
る
。 

い
ま
一
つ
。
長
崎
半
島
の
旧
高
島
町
（
長
崎
市
高
島
町
）
の
高
島
や
端
島
（
軍
艦
島
）
㊵
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

海
底
炭
鉱
（
三
菱
高
島
炭
鉱
）
が
あ
っ
た
島
々
で
あ
る
（
二
章
３
節
）。
特
に
端
島
は
現
在
無
人
島
だ
が
、
１
８
９
１
年
の

出
炭
開
始
以
来
、
多
く
の
鉱
夫
が
集
ま
り
、
ピ
ー
ク
の
１
９
６
０
年
に
は
島
の
人
口
は
５
１
５
１
人
に
達
し
、
世
界
最
大

の
人
口
密
度
（
８
３
６
０
０
人
／
㎢
、
東
京
都
特
別
区
の
９
倍
以
上
）
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
７
４
年
に
閉
山
し
、

全
員
が
離
島
し
無
人
島
で
あ
る
。
そ
の
後
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
高
島
と
と
も
に
産
業
革
命
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
ツ
ア
ー
客
が
廃
墟
の
様
子
を
一
目
み
た
い
と
押
し
寄
せ
て
い
る
。 

 

五 

世
界
遺
産
と
異
国
情
緒
の
「
長
崎
の
ま
ち
」
を
巡
る 

 

１ 

世
界
文
化
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ま
ち
長
崎 

日
本
の
西
海
岸
で
あ
る
本
風
景
街
地
域
で
は
、
そ
の
北
か
ら
南
ま
で
国
際
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
き
た
。
古
く
は
松
浦

党
と
呼
ぶ
一
団
の
人
々
の
活
躍
が
あ
り
、
大
陸
と
の
交
易
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
中
世
に
は
平
戸
を
拠
点
に
し
て
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
来
と
と
も
に
、
西
洋
と
の
交
易
が
い
ち
早
く
推
進
さ
れ
た
。
さ
ら
に
近
世
で
は
、
鎖
国
が
続
く
中
で
長
崎
・
出

島
が
、
わ
が
国
唯
一
、
西
洋
と
の
貿
易
の
窓
口
と
な
り
交
易
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
明
治
に
な
る
と
、
本
風
景
街
道
の

２
つ
の
拠
点
都
市
、
佐
世
保
、
長
崎
を
中
心
に
産
業
革
命
や
都
市
の
近
代
化
が
急
速
に
促
進
さ
れ
た
。 

要
す
る
に
、
佐
世
保
は
海
軍
の
ま
ち
と
し
て
、
村
か
ら
一
気
に
市
制
が
し
か
れ
た
ほ
ど
に
産
業
の
近
代
化
が
進
み
、
官

制
の
産
業
革
命
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
が
、
日
本
遺
産
「
平
戸
藩
の
御
用
窯
・
三
川
内
焼
き
」
の
一
端
を
担
う

中
で
、「
鎮
守
府
、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
、
舞
鶴
」
に
よ
る
旧
軍
港
４
市
の
近
代
化
が
あ
り
、
そ
の
佐
世
保
に
関
わ
る
こ

図9 長崎市都心部の街歩き 
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と
は
三
章
３
節
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

他
方
、
長
崎
市
は
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
易
を
活
発
化
さ
せ
、
坂
本
龍
馬
な
ど
の

亀
山
社
中
・
海
援
隊
や
事
業
家
岩
崎
弥
太
郎
の
三
菱
な
ど
、
民
間
の
手
に
よ
る
産
業
革
命
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
価
値
は
、
わ
が
国
は
も
と
よ
り
、
世
界
的
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
世
界

文
化
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
鉄
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」(

２
０
１

５)

で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
競
う
よ
う
な
、
あ
る
い
は
並
走
す
る
よ
う
な
平
戸
、
長
崎
両
都
市
の
近
代
化
と

発
展
は
、
地
理
的
条
件
と
そ
れ
を
生
か
す
産
業
革
命
の
内
容
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
と
も
に
対
馬
暖
流
に
面
し
た
位
置
で
、
湾
口
が
絞
ら
れ
た
佐
世
保
湾
、
長
崎

湾
と
い
っ
た
天
然
の
良
港
に
恵
ま
れ
、
大
き
な
河
川
が
な
い
、
土
砂
の
流
出
や
洪
水
が
な
い

な
ど
か
ら
港
の
整
備
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
互
い
に
競
う
よ
う
に
造
船
業
が
発

展
し
た
。
あ
る
い
は
、
海
域
も
含
め
松
浦
か
ら
長
崎
半
島
に
わ
た
り
良
質
の
石
炭
資
源
が
あ

り
、
そ
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
諸
内
容
は
、
両
都
市
に
お
け
る
に
明
治
時
代

の
典
型
的
な
産
業
発
展
の
土
台
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

さ
て
、
長
崎
に
お
け
る
世
界
文
化
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
」
だ
が
、
こ
れ
は
、
日

本
の
産
業
が
世
界
史
的
観
点
で
重
要
と
の
評
価
に
よ
る
登
録
で
あ
り
、
全
国
に
広
が
り
を

も
つ
。
８
県
（
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
山
口
、
岩
手
、
静
岡
）
の
１
１
市

に
及
び
、
構
成
資
産
の
総
数
は
２
３
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
長
崎
は
８
資
産
と
最
も
多
く
、

表
７
の
一
覧
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
小
菅
の
修
船
場
跡
（
そ
の
形
か
ら
ソ
ロ
バ
ン
ド
ッ
ク

と
愛
称
さ
れ
た
）、
２
つ
の
炭
鉱
の
島
（
高
島
と
端
島
㊵
）、
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅 

③
お
よ
び

長
崎
造
船
所
関
係
の
ク
レ
ー
ン
③
や
ド
ッ
グ
旧
木
型
場
、
迎
賓
館
と
い
っ
た
施
設
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
１
９
世
紀
の
後
半
か
ら
２
０
世
紀
の
初
頭
に
整
備
さ
れ
、
産
業
の
近
代
化
に
貢

献
し
て
き
た
。 

 

長
崎
造
船
所
関
係
は
、
現
在
も
稼
働
中
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
木
型
場
（
史
料
館
）

を
除
い
て
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
公
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら

の
遺
産
を
含
め
、
長
崎
の
街
を
「
さ
る
く
」
こ
と
は
、
本
風
景
街
道
の
大
き
な
寄
り
道
で
あ

り
、
目
玉
で
あ
る
。
他
の
諸
内
容
と
合
わ
せ
て
以
下
に
ど
う
た
ど
れ
ば
よ
い
か
を
説
明
し
よ

う
。 

 

２ 

数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
斜
面
都
市
長
崎
を
さ
る
く 

  

鎖
国
策
が
続
く
中
で
の
国
内
唯
一
の
貿
易
港
を
持
つ
幕
府
の
直
轄
地
と
し
て
長
崎
は
機

能
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
や
中
国
人
の
居
留
地
が
設
け
ら
れ
、
世
界
へ
通
じ
る
我
が
国
唯
一
つ

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
明
治
維
新
後
の
産
業
近
代
化
が
進
む
中
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
で
あ
る
石
炭
に
恵
ま
れ
、
英
国
な
ど
と
の
交
易
を
活
発
化
さ
せ
、
造
船
業
な
ど
の

先
駆
け
的
な
近
代
産
業
の
導
入
や
港
の
整
備
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争

で
は
、
そ
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
原
爆
投
下
に
あ
っ
て
焦
土
と
化
し
、
無
に
帰
す
る
辛
酸
を

な
め
た
こ
と
は
世
界
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る(

写
真
㊶-

１)

。 

そ
し
て
戦
後
、
高
度
経
済
成
長
の
足
が
か
り
を
得
た
も
の
の
、
そ
こ
に
待
ち
構
え
て
い

た
の
が
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
創
設
の
契
機
と
な
っ
た
未
曽
有
の
大
水
害
で
あ
る
。
１

９
８
２
年
当
時
、
長
崎
半
島
の
一
角
を
占
め
る
長
崎
市
中
心
部
は
、
周
辺
の
他
地
域
と
の

繋
が
り
は
国
道
３
４
、
２
０
６
、
２
０
２
号
と
長
崎
バ
イ
パ
ス
に
限
ら
れ
、
災
害
に
十
分

対
処
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
２
９
９
人
の
犠
牲
が
出
た
１
９
８
２
年
７

月
の
大
水
害
で
は
、
い
ず
れ
の
道
も
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
遮
断
さ
れ
陸
の
孤
島
と
化

し
、
復
旧
に
２
８
日
を
要
す
る
大
変
な
苦
労
に
遭
遇
し
た
。 

そ
こ
で
、
改
め
て
知
恵
を
絞
り
だ
す
よ
う
に
各
ル
ー
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
整
備
に
努
力

が
払
わ
れ
た
（
図
９
）。 

◎ 

川
平
道
路
、
西
山
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
長
崎
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、 

◎ 

国
道
２
０
６
号
の
改
善
、
新
日
見
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
国
道
３
４
号
の
強
化
、 

◎ 
長
崎
道
の
延
伸
と
長
崎
出
島
道
路
の
新
設
、 

㊵ 端島炭鉱跡（通称軍艦島という） 
 

 

表７ 世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」における長崎県関連の構成資産 
 場所(長崎市) 竣工 登録面積㏊ 諸元など 概　要 公開 問合せ先

1 小菅町5 1869落成 2.36 わが国初の蒸気機関を
用いた洋式ドッグ

曳揚げ小屋は日本最古の煉瓦づくり建築。1953年閉

鎖。国の史跡

〇(小屋

は非公開)
℡095-829-1314長崎

市観光推進課

2 第三船渠 1905竣工 2.28 竣工時全長222.2m、

建造能力3万トン

竣工時東洋最大。明治の3ﾄﾞｯｸのうち唯1つ残るが、

現在も稼働中（全長76.6m、建造能力9万5千トン）
非公開

3 ｼﾞｬｲｱﾝﾄ・ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰ
ｸﾚｰﾝ

1909竣工 0.03 アップルビー社製、吊
上げ能力150トン。

わが国最初の電動ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰｸﾚｰﾝ。1961年移設、現在

も稼働中
非公開

4 旧木型場（史料
館）

飽の浦町1-1 1898竣工 0.36 レンガ造り2階建
木造ｸｲｰﾝﾎﾟｽﾄﾄﾗｽ

＊
、桟瓦葺き切妻屋根。造船所内で

は最古だが、1915年増築。現在は造船所の史料館。
完全予約

092-828-4134長崎駅

から専用バス運行

（第2土・休館）

5 占勝閣 1904落成 0.41 木造洋館(造船所所長

邸宅）

丘の上にあり、邸宅として利用されず迎賓館とな
り、現在も使用中。

非公開

6 高島町99-1 1868竪坑

開削
0.17 近代炭鉱の先駆けで、1869年海底炭田に着炭。

1986年に閉山
〇

095⁻896‐3110長崎

市高島行ｾﾝﾀｰ

7 高島町
1870石炭

採掘開始
6.51 1916年以降多くの鉄筋コンクリート造高層住宅建

設。1974年閉山

〇(上陸

ツアー)
095-829-1314長崎市

観光推進課

8 南山手町8-1 1863建築 0.31 コロニアル様式と日本
伝統技術の融合

トーマスグラバーの邸宅。日本最古の木造洋風建築
で欄間がアーチ型。国重要文化財

〇
095-822-8223グラ

バー園(年中無休)

＊

構成資産

通常、三角型の屋根組では中央に支柱があるが(ｷﾝｸﾞﾎﾟｽﾄﾄﾗｽ）、ｸｲｰﾝｽﾞﾎﾟｽﾄﾄﾗｽはその中央支柱がない構造(図参照)。日本ではあまり用いられない。

小菅修船場跡

長
崎
造
船
所

高島炭鉱

端島炭鉱

旧グラバー住宅
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◎ 

唐
八
景
ト
ン
ネ
ル
、
女
神
大
橋
に
よ
る
国
道
２
０
２
号
、
４
９
９
号
の
改
築
、 

な
ど
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
水
害
か
ら
３
０
年
を
経
過
し
た
今
日
で
は
、
そ
の
都
市
構
造
は
従
前
に
比
し
格
段
に
改
善
さ

れ
、
い
ま
や
ど
の
方
面
か
ら
も
安
心
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
長
崎
の
ま
ち
へ
と
変
身
し
、
一
層
の
斜
面
都
市
の
形
成
へ

と
突
き
進
み
、
国
際
色
豊
か
な
都
市
と
し
て
た
ぐ
い
ま
れ
な
ま
ち
へ
変
貌
し
た
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
長
崎
は
単
に
景
色
の
よ
い
景
観
ポ
イ
ン
ト
、
観
光
名
所
を
巡
る
だ
け
の
こ
と
で
は
す

ま
な
い
。
世
界
遺
産
の
街
、
原
爆
の
被
害
を
忘
れ
な
い
都
市
、
そ
れ
ら
の
も
と
で
の
多
文
化
融
合
の
発
展
や
都
市
展
開
、

文
明
開
化
の
景
観
を
探
る
斜
面
都
市
の
風
景
街
道
で
あ
る
。 

と
は
い
え
、
あ
ま
り
の
変
化
の
た
め
多
彩
で
複
雑
。
そ
こ
で
、
遊
、
通
、
学
、
食
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

低
料
金
で
ま
ち
を
案
内
す
る
仕
組
み
㊻
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
折
角
な
ら
、
外
観
だ
け
で
な
く
、
市
民
ガ
イ
ド
の
話
を
聞

き
な
が
ら
ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
と
歴
史
、
文
化
、
暮
ら
し
な
ど
、
ま
ち
の
内
面
を
学
び
つ
つ
「
さ
る
く
」
と
よ
い
。
そ
の
意
味

で
、
以
下
は
ま
ち
歩
き
の
各
コ
ー
ス
を
選
ぶ
参
考
に
、
著
者
な
り
の
興
味
で
長
崎
の
ま
ち
の
風
景
を
た
ど
り
、
概
略
を
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
（
図
９
）。 

 

 

先
ず
、
ま
ち
の
全
景
を
眺
め
る
と
す
れ
ば
、
湾
口
か
ら
は
女
神
大
橋
⑭-

２
、
ど
真
ん
中
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
前
広
場
、

そ
し
て
高
台
か
ら
の
稲
佐
山
、
グ
ラ
バ
ー
園
の
グ
ラ
バ
ー
邸
③
、
西
坂
の
丘
⑲
、
風
頭
（
か
ざ
が
し
ら
）
公
園
と
い
っ
た

様
々
な
展
望
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
中
心
市
街
地
の
全
景
と
な
れ
ば
稲
佐
山
の
展
望
台
が
推
奨
で
あ
る
。
昼
間
は
当

然
と
し
て
、
夜
景
㊶-

２
が
ま
た
素
晴
ら
し
く
、
２
０
１
２
年
の
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
で
、
モ
ナ
コ
、
香
港
と
と
も
に
世
界
新
三

大
夜
景
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

そ
の
上
で
、
長
崎
の
人
々
に
と
っ
て
永
遠
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
太
平
洋
戦
争
末
期
１
９
４
５
年

８
月
９
日
の
原
爆
投
下
で
あ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
ち
が
壊
滅
し
た
こ
と
で
あ
る
（
写
真
㊶-
１
）。
国
道
２
０
６

号
を
長
崎
駅
方
面
か
ら
北
上
す
る
と
、
道
路
沿
い
の
右
手
に
浦
上
の
爆
心
地
公
園
が
あ
り
、
そ
こ
が
原
爆
落
下
中
心
地
と

さ
れ
て
い
る
。
気
づ
く
よ
う
に
、
浦
上
は
、
江
戸
時
代
幾
度
と
な
く
禁
教
令
に
よ
る
弾
圧
を
受
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

明
治
時
代
に
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
達
が
浦
上
天
主
堂
（
こ
れ
ま
た
鉄
川
与
助
の
設
計
）
を
築
い
て
復
活
し
た
。
そ
れ
が
原

爆
の
投
下
で
天
主
堂
は
崩
壊
し
、
告
解
の
た
め
集
ま
っ
て
い
た
全
員
の
信
者
が
死
亡
す
る
悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
。
何
と
も

言
い
よ
う
が
な
い
が
、
俳
人
、
水
原
秋
桜
子
は
、
被
爆
し
た
天
主
堂
の
惨
状
を
見
て
『
麦
秋
の 

中
な
る
が
悲
し 

聖
廃
墟
』

と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
廃
墟
の
中
か
ら
「
長
崎
の
鐘
」
が
掘
り
出
さ
れ
た
が
、
長
崎
医
大
で
被
爆
し
た
永
井
隆
の
随
筆

の
題
名
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
有
名
と
な
り
、
周
辺
に
は
、
一
本
柱
鳥
居
や
被
爆
ク
ス
ノ
キ
（
山
王
神
社
、
Ｊ
Ｒ
浦
上
駅

か
ら
北
東
方
向
の
高
台
へ
徒
歩
１
０
分
）
が
い
ま
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。 

爆
心
地
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
周
辺
一
帯
は
平
和
記
念
像
地
区
、
原
爆
落
下
中
心
地
区
、
長
崎
原
爆
資
料
館
地
区
の
３
地

区
に
分
割
し
て
長
崎
平
和
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
を
巡
る
と
、様
々
な
資
料
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
共
に
、

被
爆
者
た
ち
の
歌
や
叫
び
を
刻
ん
だ
石
碑
が
数
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。犠
牲
者
に
思
い
を
は
せ
、二
度
と
人
類
が
原
爆
、

水
爆
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
と
、
平
和
記
念
像
➁
（
南
島
原
市
出
身
の
彫
刻
家
北
村
西
望
作
）
を
見
上
げ
な
が
ら
、
ひ
た

す
ら
祈
ら
ざ
る
を
え
な
い
。 

 

平
和
公
園
か
ら
国
道
２
０
６
号
を
戻
り
南
下
す
る
と
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
近
く
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
が
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
後

ろ
が
、
二
章
２
節
に
述
べ
た
日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
の
地
「
西
坂
の
丘
」
で
あ
り
、
記
念
館
、
記
念
碑
、
教
会
が
建
ち
並

ぶ
。
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
キ
リ
ス
ト
処
刑
の
丘
と
重
な
る
感
が
あ
り
、
丘
の
上
に
立
つ
と
、
江
戸
時
代
初
期
の
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
達
の
苦
難
に
沈
黙
の
キ
リ
ス
ト
の
教
え
、「
私
は
沈
黙
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
お
前
た
ち
と
共
に
苦
し
ん
で

㊶-1 焼け野原の爆心地・浦上天主堂付近（現在の平和
記念公園はほぼ同じ位置に設けられた） 

 

㊶-2世界新三大夜景の１つに選ばれた長崎市の夜景は、原
爆から復活した都市の象徴である 

 

㊸ 斜面都市「長崎」(本蓮寺境内(筑後町)から西坂町方向を望む) 

 
㊷ 中島川の眼鏡橋 
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い
た
の
だ
」（
遠
藤
周
作
、「
沈
黙
」）
の
さ
さ
や
き
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
も
あ
る
。 

 

西
坂
の
丘
か
ら
東
よ
り
は
、斜
面
の
中
腹
を
周
回
す
る
よ
う
に
８
つ
の
お
寺
が
連
な
る
ま
ち(

筑
後
町
、玉
園
町)

㊸
で
、

昔
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
東
端
に
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
が
あ
り
、
隣
接
し
た
長
崎
公
園(

１
８
７
３

年
の
太
政
官
布
告
に
よ
る
長
崎
最
古
の
公
園)

に
「
長
崎
く
ん
ち
」
で
有
名
な
諏
訪
神
社
㊹
が
あ
る
。 

諏
訪
神
社
の
起
源
は
明
ら
か
で
な
く
、
１
６
世
紀
の
中
頃
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
戦
国
時
代
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
支

配
、
そ
れ
が
壊
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
産
山
神
と
し
て
再
興
さ
れ
た
が
、
１
８
５
７
年
の
火
災
で
焼
失
、
１
８
６
９

年
に
再
建
さ
れ
、
さ
ら
に
、
１
９
８
４
、
１
９
９
４
年
二
度
の
造
営
を
経
て
現
在
に
至
る
。
諏
訪
・
森
崎
・
住
吉
の
三
社

が
ま
と
め
て
祀
ら
れ
、
市
民
か
ら
「
お
す
わ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
厄
除
け
・
縁
結
び
・
海
上
守
護
の
神
社
と
し
て
崇
敬
さ

れ
て
い
る
。
境
内
に
立
派
な
神
馬
像
（
し
ん
め
ぞ
う
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
平
和
記
念
公
園
の
平
和
祈
念
像
の
作
者
と

し
て
知
ら
れ
る
北
村
西
望
氏
が
１
０
２
歳
の
時
の
作
品
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

諏
訪
神
社
の
参
道
を
下
る
と
国
道
３
４
号
の
電
停
・
諏
訪
神
社
前
に
出
る
が
、
そ
こ
を
流
れ
る
西
山
川
、
そ
し
て
中
島

川
を
下
る
と
有
名
な
眼
鏡
橋
㊷
な
ど
の
石
橋
群
が
あ
る
。
１
９
８
２
年
の
大
水
害
で
は
そ
の
半
数
以
上
が
流
さ
れ
、
残
り

も
大
き
く
損
壊
し
た
。
復
旧
は
、
石
橋
を
移
し
川
幅
を
広
げ
る
か
、
復
元
保
存
す
る
か
で
あ
っ
た
が
、
市
民
意
見
は
割
れ

た
。
そ
こ
で
、
川
の
両
岸
に
沿
道
が
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
暗
渠
の
分
水
路
を
建
設
し
、
石
橋
を
復
元
す
る
案
が
採
用

さ
れ
た
。
歴
史
遺
産
の
保
存
か
、
災
害
安
全
の
確
保
か
。
論
争
の
末
の
解
決
策
で
あ
る
。
長
崎
を
訪
ね
必
ず
や
立
ち
よ
る

観
光
客
の
姿
を
見
る
と
、
費
用
を
要
し
た
も
の
の
、
官
民
あ
げ
て
両
者
が
成
り
立
つ
よ
う
に
知
恵
を
絞
っ
た
結
果
だ
と
感

心
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

石
橋
群
の
中
島
川
か
ら
山
手
方
向
に
２
ブ
ロ
ッ
ク
ほ
ど
進
め
ば
、
こ
こ
に
も
寺
が
等
高
線
上
の
地
形
に
沿
う
よ
う
に
並

ぶ
。
そ
れ
こ
そ
町
名
は
寺
町
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
地
区
と
本
区
域
に
寺
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
う
し
た
地

寄
り
道 

長
崎
市
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
と
被
害
状
況 

ａ 

１
９
４
５
年
８
月
９
日
の
原
子
爆
弾
投
下
の
経
緯
（
公
表
さ
れ
た
原
子
爆
弾
搭
載
機
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
Ｂ-

２
９
）
の
記
録

を
も
と
に
、
日
本
時
間
に
直
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
） 

・
午
前
２
時
４
７
分 
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
テ
ニ
ア
ン
島
を
離
陸
。 

・
９
時
１
４
分 

第
１
目
標
の
小
倉
市
に
到
着
。
３
回
射
撃
航
程
に
入
る
が
、
上
空
の
霞
ま
た
は
煙
で
投
下
目
標
確
認
で
き
ず
、
い
ず

れ
も
失
敗
。
残
燃
料
の
余
裕
が
な
く
な
り
、
第
２
目
標
の
長
崎
市
へ
向
か
う
。 

・
１
０
時
５
０
分
頃
、
長
崎
市
に
到
着
。
曇
天
だ
っ
た
が
、
雲
間
か
ら
一
瞬
市
街
地
が
見
え
、
１
０
時
５
８
分
、
原
子
爆
弾
（
通
称
フ
ァ

ッ
ト
マ
ン
）
を
高
度
９
千
ｍ
か
ら
投
下
。
４
分
後
の
「
１
１
時
０
２
分
に
、
長
崎
市
松
山
町
の
上
空
５
０
０
ｍ
」
で
爆
発
し
た
。
長
崎
は

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
原
爆
（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
２
２
０
０
０
ｔ
相
当
）
で
、
広
島
の
ウ
ラ
ン
原
爆
の
１
．
５
倍
の
威
力
が
あ
っ
た
。 

ｂ 

被
害
状
況 

 

爆
心
地
を
含
む
浦
上
地
区
は
、
中
心
市
街
地
と
は
金
毘
羅
山
（
標
高
３
６
６
ｍ
）
で
隔
て
ら
れ
、
浦
上
川
に
沿
い
な

が
ら
長
崎
港
へ
と
連
な
る
一
帯
で
あ
る
。
本
文
に
述
べ
る
よ
う
に
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
だ
が
、
明
治
時
代
に
な
り
、
九
州
鉄
道
（
現

在
の
長
崎
本
線
）
が
敷
設
さ
れ
、
湾
口
の
島
々
で
の
石
炭
採
掘
が
活
発
化
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
投
下
直
前
は
、
造
船
や
兵
器
関
連
の
工

場
が
進
出
す
る
と
と
も
に
、
文
教
や
住
宅
、
大
型
の
公
的
施
設
な
ど
が
集
積
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
の
原
爆
投
下
で
、
浦
上
天

主
堂
が
直
撃
を
受
け
、
集
ま
っ
て
い
た
信
者
全
員
が
即
死
、
長
崎
医
科
大
学
の
多
く
の
患
者
や
職
員
が
犠
牲
に
な
る
な
ど
し
た
。
原
爆

資
料
保
存
委
員
会
の
報
告
（
１
９
５
０
年
７
月
）
に
よ
れ
ば
、
１
９
４
５
年
末
ま
で
の
死
者
は
約
７
万
４
千
人
、
重
軽
傷
者
は
約
７
万

５
千
人
に
及
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
り
、
１
９
４
５
年
５
月
末
の
配
給
人
口
２
３
万
４
千
人
か
ら
み
て
も
大
変
な
数
の
犠
牲
者
で
あ
る
。

ま
た
、
全
壊
全
焼
・
全
懐
・
半
壊
と
い
っ
た
罹
災
家
屋
の
分
布
を
み
る
と
、
浦
上
の
全
て
に
広
が
っ
て
い
る
。 

 

㊻ 「長崎さるく」によるガイド 

 

㊺ 長崎市のランタンフェスティバル Ⓦ ㊹「長崎くんち」で有名な諏訪神社（長崎市上西山町） 

㊼ 「長崎くんち」の龍踊の龍(長崎伝統芸能館) 
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域
が
か
つ
て
市
街
地
縁
辺
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 
寺
町
か
ら
、
再
び
中
島
川
に
戻
る
か
、
寺
町
を
過
ぎ
鍛
冶
屋
町
ま
で
歩
く
と
、
国
道

３
２
４
号
ま
た
は
路
面
電
車
の
通
り(

電
停
で
正
覚
寺
下
ま
た
は
思
案
橋)

に
で
る
。
か

つ
て
、
遊
郭
へ
「
行
こ
う
か
戻
ろ
う
か
」
と
思
案
し
た
こ
と
に
因
む
思
案
橋
だ
が
、
そ

こ
か
ら
、
少
し
南
に
歩
く
と
坂
本
竜
馬
（
幕
末
の
志
士
で
、
貿
易
会
社
兼
政
治
組
織
・

亀
山
社
中
（
海
援
隊
）
を
率
い
た
）
の
刀
傷
が
残
る
料
亭
花
月
が
あ
り
、
丸
山
花
街
の

跡
で
あ
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
後
は
川
沿
い
を
下
る
か
、
路
面
電
車
で
長
崎
港
方
面
に
向

か
え
ば
出
島
に
至
る
。
こ
の
出
島
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
居
留
地
で
あ

る
。
現
在
は
復
元
さ
れ
、
中
に
入
る
と
ミ
ニ
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
跡
」

（
国
史
跡
）
が
あ
り
、
見
て
回
る
の
に
１
時
間
は
か
か
る
だ
ろ
う
。 

出
島
の
東
隣
り
は
新
地
中
華
街
㊺
。
江
戸
時
代
に
埋
め
立
て
ら
れ
倉
庫
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
を
整
備
し
、
い
ま
で
は
主
に
福
建
省
か
ら
の
中
国
人
が
経
営
す
る
中

華
料
理
店
が
並
ん
で
い
る
。 

つ
い
で
、
オ
ラ
ン
ダ
通
り
を
伝
い
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
坂
、
松
ヶ
枝
通
り
を
横
断
し

南
下
す
る
と
、
南
山
手
町
、
い
わ
ゆ
る
大
浦
天
主
堂
⑰
、
グ
ラ
バ
ー
園
③
が
あ
る
。
こ

の
高
台
一
帯
は
、
長
崎
の
近
代
化
を
支
え
た
人
た
ち
が
住
ん
だ
屋
敷
ま
ち
で
あ
る
が
、

い
ま
で
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
少
し
裏
手
の
路

に
入
る
と
、
対
照
的
に
坂
道
な
が
ら
教
会
、
神
社
、
寺
へ
の
参
詣
の
道
が
交
わ
る
通
り

（
祈
り
の
三
角
ゾ
ー
ン
（
国
際
あ
い
さ
つ
通
り
））
が
あ
り
、
公
園
な
ど
で
は
「
く
ん
ち

踊
り
」
の
練
習
が
行
わ
れ
、
ま
る
で
ま
ち
の
勝
手
口
を
覗
く
感
が
あ
り
、
面
白
い
。 

 

 

以
上
が
、
著
者
が
長
崎
を
さ
る
い
た
概
略
の
ま
ち
歩
き
で
あ
る
。
帰
り
は
海
岸
線
に

で
て
国
道
４
９
９
号
を
北
に
戻
る
と
、
松
ヶ
枝
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
水
辺
の
森
公
園
、

長
崎
県
美
術
館
、
大
規
模
商
業
施
設
と
、
現
代
都
市
の
賑
わ
い
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅

㊽ 江戸時代末期に上野撮影

局で撮影された坂本竜馬 

寄
り
道 

坂
本
龍
馬
の
長
崎
（
亀
山
社
中
、
海
援
隊
） 

 

坂
本
龍
馬(

１
８
３
６
～
１
８
６
７)

は
、
土
佐
藩
郷
士
（
農
村
に
居
住
す
る
武
士
）
の
出
だ
が
、
江
戸
末
期
、
志
士
と
し
て
、
長
崎
を
主
な
拠
点
に
し
て
、
討
幕
お
よ
び
明
治
維

新
に
大
き
く
関
わ
っ
た
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
そ
の
歩
み
は
次
の
３
つ
の
こ
と
に
要
約
で
き
る
。 

ａ 

若
い
頃
、
江
戸
で
剣
術
や
兵
法
を
学
び
、
帰
郷
後
、
土
佐
勤
王
党
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
１
８
６
２
年
に
脱
藩
。
そ
の
後
に
、
勝
海
舟
の
弟
子
と
な
り
、
神
戸
海
軍
操
練

所
や
海
軍
塾
の
創
設
な
ど
を
手
伝
っ
た
。
１
８
６
４
年
、
勝
が
軍
艦
奉
行
を
罷
免
さ
れ
、
海
軍
操
練
所
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
勝
は
竜
馬
ら
塾
生
の
庇
護
を
薩
摩
藩
に
依
頼

し
た
。
こ
う
し
た
脱
藩
後
の
経
験
お
よ
び
そ
の
時
の
薩
摩
や
長
州
の
活
動
家
達
と
の
交
わ
り
が
、
後
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ｂ 

薩
摩
の
支
援
を
得
て
、
長
崎
で
竜
馬
ら
の
亀
山
社
中
が
結
成
（
１
８
６
６
年
中
頃
）
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
２
つ
目
で
あ
る
。
社
中
と
は
同
じ
目
的
を
持
つ
人
々
の
集
ま
り
の
こ

と
だ
が
、
亀
山
社
中
は
商
業
活
動
と
政
治
結
社
を
併
せ
た
組
織
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
竜
馬
の
働
き
は
、
京
都
御
所
の
禁
門
（
蛤
御
門
）
の
変
で
互
い
に
敵
対
し
た
長
州

（
木
戸
孝
允
）
と
薩
摩
（
西
郷
隆
盛
）
が
討
幕
の
た
め
、
竜
馬
お
よ
び
中
岡
慎
太
郎
の
仲
介
で
薩
長
連
合
を
結
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
長
州
の
新
式
兵
器
や
軍
艦
の
購
入
に
尽
力

し
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
第
二
次
長
州
征
伐(

１
８
６
６
年)

で
は
、
長
州
を
支
援
し
、
下
関
戦
争
に
お
け
る
小
倉
藩
渡
海
作
戦
に
参
画
し
、
勝
利
に
導
い
た
と
い
え
よ
う
。 

 

そ
の
一
方
、
投
宿
し
て
い
た
京
都
の
伏
見
寺
田
屋
で
伏
見
奉
行
の
捕
り
手
に
踏
み
込
ま
れ
た
が
、
恋
人
の
お
龍
（
お
り
ょ
う
）
の
機
転
で
難
を
逃
れ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
の

際
、
左
手
に
深
い
傷
を
負
っ
た
。
そ
の
時
の
傷
の
手
当
の
旅
に
と
二
人
で
鹿
児
島
の
霧
島
山
や
日
当
山
温
泉
な
ど
を
巡
っ
た
が
、
こ
れ
が
我
が
国
の
新
婚
旅
行
の
始
ま
り
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。 

ｃ 

１
８
６
６
年
後
半
に
入
る
と
、
か
つ
て
勤
王
党
を
粛
正
し
た
土
佐
藩
も
様
変
わ
り
し
、
長
崎
で
武
器
弾
薬
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
竜
馬
の
脱
藩
を
赦
免
し
、
接
触
を
図
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
１
８
６
７
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
亀
山
社
中
を
土
佐
藩
の
外
郭
団
体
と
し
、
海
援
隊
へ
と
名
称
を
改
え
た
。
土
佐
藩
の
藩
士
や
脱
藩
者
、
海
外
事
業
に
志
を
持

つ
者
を
引
き
受
け
、
運
輸
、
交
易
な
ど
の
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
国
内
的
に
は
討
幕
活
動
は
風
雲
急
を
告
げ
、
１
８
６
７
年
１
１
月
９
日
、
薩
摩
・
長

州
に
対
し
討
幕
の
密
許
が
与
え
ら
れ
た
一
方
で
、
第
１
５
代
将
軍
徳
川
慶
喜
か
ら
明
治
天
皇
に
大
政
奉
還
が
上
奏
さ
れ
、
１
１
月
１
０
日
に
勅
許
が
お
り
、
討
幕
は
延
期
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
竜
馬
は
新
政
府
の
新
官
制
議
定
書
や
綱
領
八
策
を
起
草
し
た
。 

 
そ
し
て
、
人
材
集
め
に
奔
走
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
の
１
２
月
１
０
日
に
、
京
都
河
原
町
の
近
江
屋
新
助
宅
２
階
に
い
た
と
こ
ろ
を
、
十
津
川
郷
士
と
名
乗

る
数
人
に
襲
わ
れ
、
中
岡
慎
太
郎
な
ど
と
共
に
暗
殺
さ
れ
、
短
い
生
涯
を
終
え
た
。 

 
 

 

立
場
を
越
え
て
支
え
合
っ
て
き
た
西
郷
隆
盛
は
、
坂
本
竜
馬
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
天
下
に
有
志
あ
り
、
余
多
く
之
と
交
わ
る
。
然
れ
ど
も
度
量
の
大
、
龍
馬
に

如
く
も
の
、
未
だ
か
つ
て
こ
れ
を
見
ず
。
龍
馬
の
度
量
や
到
底
測
る
べ
か
ら
ず
」。
あ
る
い
は
、
同
郷
の
士
で
も
あ
る
板
垣
退
助
は
、「
豪
放
磊
落
、
到
底
吏
人
た
る
べ
か
ら
ず
、
龍

馬
も
し
不
惑
の
寿
を
得
た
ら
ん
に
は
、
恐
ら
く
薩
摩
の
五
代
才
助
（
友
厚
）、
土
佐
の
岩
崎
弥
太
郎
た
る
べ
け
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。 

  

現
在
、
長
崎
市
内
に
坂
本
竜
馬
に
関
す
る
遺
品
・
遺
跡
な
ど
が
い
く
つ
か
残
り
、
そ
の
一
つ
に
亀
山
社
中
跡
が
あ
る
。
市
内
の
新
大
工
町
電
停
か
ら
中
島
川
を
渡
り
、
寺
町
通
り

を
少
し
進
む
と
禅
林
寺
と
深
崇
寺
の
隣
り
合
う
２
寺
が
あ
る
。
そ
の
間
に
竜
馬
通
り
の
石
碑
が
立
ち
、
細
い
階
段
道
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
約
３
０
０
ｍ
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、
街
を
見

下
ろ
す
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
あ
り
、
竜
馬
の
ト
レ
ー
ド
で
あ
っ
た
「
ぶ
ー
つ
」
の
像
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
向
か
い
の
亀
山
社
中
の
跡
地
に
当
時
に
近
い
形
で
記
念
館
（
伊
良
林
２

丁
目
７-

２
４
）
が
建
て
ら
れ
、
複
製
で
あ
る
が
竜
馬
の
書
簡
や
紋
付
、
刀
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
少
し
山
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
風
頭
公
園
が
あ
り
、
世
界
を

見
つ
め
る
よ
う
に
坂
本
龍
馬
の
像
が
建
っ
て
い
る
。 

 

写
真
㊽
は
、
１
８
６
６
ま
た
は
６
７
年
頃
の
坂
本
龍
馬
だ
が
、
日
本
の
最
初
期
の
写
真
館
と
し
て
、
長
崎
市
で
、
新
大
工
町
電
停
近
く
の
中
島
川
河
畔
に
開
業
し
た
上
野
彦
馬
の

撮
影
局
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
傷
つ
い
た
腕
を
懐
に
し
、
ブ
ー
ツ
を
履
き
な
が
ら
、「
日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し
申
候
」
の
言
葉
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。 
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に
た
ど
り
着
き
、
図
９
の
ひ
と
筆
ま
ち
歩
き
と
な
る
。
な
お
、
反
対
の
南
に
下
れ
ば
、
小
菅
修
船
場
跡
（
世
界
遺
産
）、
女

神
大
橋
、
香
焼
・
伊
王
島
、
南
端
の
野
母
崎
に
至
り
、
長
崎
半
島
を
縦
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

世
界
文
化
遺
産
の
う
ち
、
長
崎
造
船
所
関
係
の
施
設
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
三
菱
史
料
館
に
つ
い
て
は
見
学

が
で
き
る
。
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
か
ら
、
個
人
客
専
用
の
バ
ス
（
移
動
４
０
分
＋
見
学
５
０
分
）
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
利
用
す

る
と
よ
い
。 

一
方
、
世
界
文
化
遺
産
の
高
島
炭
鉱
お
よ
び
端
島
炭
鉱(

通
称
軍
艦
島)

㊵
は
、
い
ず
れ
も
島
を
ベ
ー
ス
に
し
て
海
底
に

掘
り
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
九
州
で
最
後
に
閉
山
さ
れ
た
海
底
炭
鉱
・
池
島
を
加
え
た
３
つ
が
、
本
風
景
街

道
に
お
け
る
主
要
な
炭
鉱
の
島
と
い
っ
て
よ
い
。
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
中
で
廃
坑
と
な
り
、
多
く
の

島
民
が
島
を
離
れ
、
中
に
は
無
人
と
化
し
た
島
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
島
と
、
長
崎
半
島
の
野
母
沖
の
海
域
の
遊
覧
を
含
め

て
、
長
崎
港
の
各
ふ
頭
か
ら
多
彩
な
遊
覧
船
が
で
て
い
る
が
、
船
に
よ
る
遊
覧
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
島

へ
の
上
陸
の
有
無
を
含
め
て
、
詳
細
は
事
前
に
長
崎
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
表
７
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
市
内
定
期
観
光
バ
ス
（
長
崎
よ
か
と
こ
コ
ー
ス
１
日
２
便
、
所
要
時
間
約
５
時
間
。
長
崎
夜
景
コ
ー
ス
、
１
日

１
便
、
所
要
時
間
約
２
時
間
半
（
食
事
有
は
さ
ら
に
１
時
間
）。
０
９
５
―
８
５
６
―
５
７
０
０
）
は
、
長
崎
駅
前
の
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
か
ら
発
着
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
長
崎
市
は
路
面
電
車
の
ま
ち
で
あ
り
、
前
述
し
た
市
街
地
の
範
囲
で
あ
れ
ば
、
稲
佐
山
を
除
く
す
べ
て
が
そ

の
沿
線
と
い
っ
て
よ
い
。格
安
の
１
日
乗
車
券
が
あ
れ
ば
何
度
で
も
乗
れ
、そ
れ
を
利
用
す
れ
ば
道
に
迷
う
こ
と
も
な
く
、

大
変
便
利
で
あ
る
。
九
州
で
は
熊
本
、
鹿
児
島
、
長
崎
の
３
都
市
だ
け
と
珍
し
く
な
っ
た
路
面
電
車
の
街
を
車
窓
か
ら
眺

め
な
が
ら
「
さ
る
く
（
歩
き
回
る
）」
こ
と
は
懐
か
し
く
も
あ
り
、
乗
り
物
に
興
味
あ
る
人
に
は
大
き
な
思
い
出
に
な
る
で

あ
ろ
う
。 

稲
佐
山
へ
は
車
に
よ
る
登
山
道
の
利
用
か
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
な
る
。
な
お
、
市
内
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
淵
神
社
駅
ま
で

路
線
バ
ス
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
午
後
７
時
～
１
０
時
の
間
は
、
中
心
部
の
主
要
ホ
テ
ル
と
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
か
ら
淵
神
社
駅
ま

で
無
料
の
循
環
バ
ス
が
出
て
い
る
。 

 ３ 

長
崎
の
ま
ち
の
ホ
テ
ル
、
特
産
品
な
ど 

 

〇 

祭
り
な
ど 

 

長
崎
市
の
祭
り
と
し
て
有
名
な
も
の
に
２
月
の
「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
㊺
と
９
月
の
「
長
崎
く
ん
ち
」
が
あ

る
。
前
者
は
、
新
地
中
華
街
の
春
節
祭
を
、
ま
ち
あ
げ
て
の
祭
り
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
中
華
街
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
湊
公
園
を
主
会
場
に
市
内
各
所
に
ラ
ン
タ
ン
や
オ
ブ
ジ
ェ
が
飾
ら
れ
、
ま
た
皇
帝
パ
レ
ー
ド
や
媽
祖
行
列
、
胡
弓

演
奏
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
る
。 

後
者
は
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
、
博
多
、
唐
津
く
ん
ち
と
と
も
に
日
本
三
大
く
ん
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
１
６
３
４

年
、
２
人
の
遊
女
が
諏
訪
神
社
に
謡
曲
「
小
舞
」
を
奉
納
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
現
在
は
、
旧
町
７
７
を
７
つ
に
分
割
し
、

各
町
が
７
年
に
一
度
、
傘
鉾
を
先
頭
に
、
龍
踊
（
じ
ゃ
お
ど
り
）、
川
船
、
本
踊
、
太
鼓
山
（
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
）、
鯱
太
鼓
、

阿
蘭
陀
漫
才
、
御
朱
印
船
な
ど
を
、「
も
っ
て
こ
ー
い 

も
っ
て
こ
い
」
の
ア
ン
コ
ー
ル
を
受
け
つ
つ
奉
納
す
る
も
の
で
あ

る
。
特
に
激
し
く
踊
る
龍
（
じ
ゃ
）
踊
り
が
著
名
だ
が
、
こ
れ
ら
が
ま
た
日
本
、
西
洋
、
中
国
色
な
ど
が
入
り
混
じ
り
、

「
和
華
蘭
」
祭
り
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

な
お
、
グ
ラ
バ
ー
園
内
の
出
口
に
長
崎
伝
統
芸
能
館
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
長
崎
く
ん
ち
」
の
様
子
の
ビ
デ
オ
放
映
と
、

御
座
船
や
龍
踊
り
の
龍
㊼
、
傘
鉾
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
時
期
が
限
ら
れ
、
見
損
ね
た
人
に
は
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
あ
り
が
た
い
。 

〇 

ホ
テ
ル
に
つ
い
て 

 
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
地
区
及
び
そ
の
周
辺(

浦
上
、
稲
佐
、
出
島
な
ど)

に
多
く
の
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
ざ
っ
と
数
え
た
だ
け
で
も

２
５
は
下
ら
な
い
。
そ
れ
ら
以
外
で
は
寺
町
・
鳴
滝
、
東
山
手
・
南
山
手
、
伊
王
島
、
野
母
崎
、
赤
迫
と
い
っ
た
地
区
に

点
々
と
存
在
す
る
。 

〇 

食
、
特
産
品
な
ど 

 

国
際
都
市
で
あ
り
、
多
彩
な
料
理
が
あ
る
。
ま
た
、
専
門
の
料
理
店
や
中
華
街
、
大
規
模
商
業
施
設
内
の
飲
食
店
街
が

あ
る
。 

 

和
食
の
刺
身
、
す
し
、
鯨
、
中
華
の
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
皿
う
ど
ん
、
角
煮
、
豚
足
、
コ
ー
ス
料
理
、
洋
食
の
ビ
フ
テ

表８ 西海市、長崎市の直販所および観光案内所 

 
市 直売所（曜日は市の開催日） 電　話 住　所

幸の駅 0959-33-2481 西海町七釜郷1886-1

漁業者グループ直営　魚処西海 0959-32-2131 西海町木場郷490

船番所　旬彩 0959-32-2081 西海町横瀬郷3552-2

大島農産物直売所「とれたて市場」 0959-37-1166 大島町1876-6

大瀬戸ふれあい市 0959-22-0552 大瀬戸町瀬戸樫浦郷2502-11

旬どころ 0959-28-1370 西彼町八木原郷662-1

西海大崎漁協直売所 活き生き市場 0959-34-2039 大島町寺島1325-107

直売所よかところ 0959-32-1101 西海町木場郷490

長崎せいひグリーンセンター 0959-29-7090 西彼町小迎郷2819-1

西彼とれたて処 0959-27-0985 西彼町上岳郷1297-1

西彼町漁協直売所 0959-28-1091 西彼町八木原郷2017-3

大瀬戸もちより市　　　　（木） 0959-23-3080 大瀬戸町瀬戸西浜郷858

長崎漁港　がんばランド 095-850-5500 京泊町3丁目1929-20

長崎市新三重漁協活魚センター 095-850-1578 三重町348-9

かきどまり海の見える直売所 095-841-1838 柿泊町973

長崎市みなと漁協外海支所直売店 095-24-0315 神浦江川町554-6

海と大地のめぐみ 095-860-1200 京泊町3丁目4-45

JA長崎せいひ ふれあい市　新大工店 095-825-1307 桜馬場1丁目2-27

びわっちファーム　太陽の郷 095-832-6780 弥生町20-30

JA長崎せいひ　ふれあい市　大浦店 095-820-2552 大浦東2-12

ふれあい市　住吉店 095-845-8223 住吉町13-4

もぎたて新鮮市 095-836-3555 茂木町1-134

長崎市三和農水産物直売所みさき駅さんわ095-892-0380 布巻町88-1

野母崎三和漁協活魚流通センター 095-893-1103 脇岬町3386-27

のぼざき物産センター 095-893-0950 野母町568-1

野母崎ふれあい市場 095-893-2111 野母町568-1

　　でじま朝市　　　　　(火） 095-825-8558 出島町1-1

　　のもざき朝市　　　　(火） 095-893-2401 野母町2912

　　さんわふれあい木曜市(木) 095-892-0005 為石町2519

農村レストラン 特になし

市 観光案内所 電　話 住　所

西海市観光協会大島崎戸観光案内所 0959-34-2208 西海市大島町1367-19

同観光協会おもてなしステーション 0959-37-5833 西彼町喰場郷1686-1

長崎国際コンベンション協会 095-823-7423

　　同　長崎さるく受付 095-811-0369

長崎市総合観光案内所 095-823-3631 尾上町1-1（JR長崎駅）

（一社）長崎県観光連盟 095-826-9407

長崎県観光振興課 096-895-2647

西

海

出島町1-1　出島ワーフ2F

尾上町3-1

長

崎

西

海

市

長

崎

市
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キ
、
ト
ル
コ
ラ
イ
ス
な
ど
と
迷
う
ほ
ど
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
先
に
紹
介
し
た
卓
袱
（
し

っ
ぽ
く
）
料
理
で
あ
ろ
う
。
複
数
人
で
円
卓
を
囲
み
、
大
皿
料
理
を
取
り
分
け
な
が
ら
食
べ
る
も
の
で
、
こ
の
点
で
は
中

華
料
理
に
同
じ
で
あ
る
。
通
常
、「
お
鰭
（
お
ひ
れ
。
吸
い
物
の
こ
と
）
を
ど
う
ぞ
」
で
始
ま
り
、
そ
の
後
主
催
者
あ
い
さ

つ
、
乾
杯
が
行
わ
れ
、
つ
い
で
大
皿
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。
そ
の
後
い
く
つ
か
の
中
鉢
、
大
鉢
が
続
き
、
最
後
は
通
常
、
梅

椀
（
汁
粉
、
果
物
）
と
な
る
が
、
決
ま
っ
た
形
式
は
な
い
。 

 

特
産
品
は
、
焼
き
あ
ご
、
ち
く
わ
、
か
ら
す
み
な
ど
の
水
産
品
、
角
煮
や
肉
ま
ん
な
ど
が
あ
る
。
菓
子
類
で
は
カ
ス
テ

ラ
や
饅
頭
、
ざ
ぼ
ん
漬
け
、
中
華
菓
子
が
有
名
で
、
工
芸
品
で
は
べ
っ
こ
う
、
さ
ん
ご
、
凧
、
ビ
ー
ド
ロ
な
ど
が
あ
る
。 

 

直
売
所
を
表
７
に
示
す
。
西
海
市
か
ら
外
海
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
西
彼
杵
半
島
に
直
売
所
が
あ
る
。
ま
た
、
長
崎
半

島
の
野
母
崎
方
面
は
直
売
所
と
と
も
に
ふ
れ
あ
い
市
場
が
あ
る
。 

〇 

情
報
案
内
、
道
の
駅
な
ど
。 

 

西
海
市
の
西
彼
総
合
支
所
お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
大
島
大
橋
を
渡
っ
た
す
ぐ
の
大
島
崎
戸
観
光
案
内
所
が
あ

る
（
表
８
）。
ま
た
、
県
道
４
３
号
沿
い
の
旧
西
海
町
お
よ
び
国
道
２
０

２
号
沿
い
の
外
海
に
道
の
駅
が
あ
る
（
表
９
）。
長
崎
市
内
は
、
長
崎
駅

構
内
に
総
合
観
光
案
内
所
が
あ
り
、
ま
た
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

が
長
崎
さ
る
く
の
受
付
（
０
９
５
―
８
１
１
―
０
３
６
９
）
を
行
っ
て

い
る
。
他
に
も
、
県
全
体
が
半
島
、
離
島
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
崎

県
が
ま
た
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
比
較
的
情
報
を
得
や
す
く
、

駅
な
ど
で
も
様
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
揃
っ
て
い
る
の
で
利
用
す
る
と

よ
い
。 

   

            

 
 

表９ ながさきサンセットロード地域の道の駅 
 

駅　名 電　話 住　所
生月大橋(県道42号) 0950-53-2927 生月町南免4375-1

〇提供エリアおよび提供時間 「観光協会売店」内　8：30∼18：00（7/21∼8/20）
　  8：30∼17：30（8/21∼7/20）

〇情報提供機器 大型画面（テレビ）1台　情報端末（電光掲示板）1台
〇情報提供内容 [道路、近隣駅]　ルート情報を地図・掲示板で提供

[観光]　駅周辺の観光・レストラン情報を掲示板・チラシで提供
[他の道の駅]　掲示板で提供
[その他]　九州内のイベント情報をチラシで提供

昆虫の里たびら（国道204号） 0950-57-0144 田平町深月免521

〇提供エリアおよび提供時間 「休憩室」内 9：00∼18：00
〇情報提供機器 情報端末（電光掲示板）1台
〇情報提供内容 [道路、近隣駅]　道路情報等を電光掲示板。

ルート情報を掲示板・チラシで提供
[観光]　駅周辺の観光・宿泊施設・レストラン情報を

掲示板・チラシで提供
[他の道の駅]　地図で提供
[その他]　なし（不明）

さいかい（県道43号） 0959-37-4933 西海町木場郷488-1

〇提供エリアおよび提供時間 「ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝセンター」　夏9：00∼18：00、冬9：00∼17：00
〇情報提供機器 大型画面1台　情報端末（電光掲示板）1台
〇情報提供内容 [道路、近隣駅]　ルート情報を掲示板・チラシ・地図で提供

[観光]　駅周辺の観光・レストラン情報を掲示板・チラシで提供
[他の道の駅]　地図で提供
[その他]　なし（不明）

夕陽が丘そとめ（国道202号） 0959-25-1430 東出津町149-2

〇提供エリアおよび提供時間 9：00∼19：00（4∼9月）、9：00∼18：00（10∼3月）
〇情報提供機器 大型画面（DVD再生専用）1台
〇情報提供内容 [道路、近隣駅]　ルート情報,通行止め情報を地図・掲示板で提供

[観光]　駅周辺の観光・レストラン・宿泊施設情報をチラシで提供
[他の道の駅]　なし（不明）
[その他]　なし（不明）

松浦海ふるさと館（国道204号） 0956-72-2278 志佐町庄野免226-30

〇提供エリアおよび提供時間 「情報発信コーナー」8：30∼19：00
〇情報提供機器 情報端末1台
〇情報提供内容 [道路、近隣駅]　ル道路交通情報を情報端末で提供

[観光]　駅周辺の観光・レストラン・宿泊施設情報を掲示板・
チラシ・情報端末で提供

[他の道の駅]　情報端末で提供
[その他]　EV{充電器、体験学習施設あり

鷹ら島（一般県道鷹島肥前線） 0955-48-3535 鷹島町神崎免1636

〇提供エリアおよび提供時間 情報コーナー　8：30∼19：00（3∼9月）、8：30∼18：00（10∼2月）
〇情報提供機器 大型画面3台
〇情報提供内容 [道路、近隣駅]　ルート情報を掲示板で提供

[観光]　駅周辺の観光・レストラン・宿泊施設情報を掲示板・
チラシで提供

[他の道の駅]　なし（不明）
[その他]　なし（不明）

注）H26.12～H27.1月の実態調査による 

平
戸
市

西
海
市

長
崎
市

松
浦
市

巻末：地図一覧 

ながさきサンセットロード全体図 
平戸拡大図、外海拡大図 
佐世保拡大図 
長崎拡大図 

寄
り
道 

長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん 

九
州
で
は
、
う
ど
ん
や
そ
ば
に
加
え
て
、
庶
民

的
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
麺
料
理
と
し
て
、
地
域
ご
と

の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
長
崎
市

内
に
も
、
そ
う
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
が
多
く
み
ら
れ

る
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
、「
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
が

広
く
い
き
わ
た
っ
て
い
る
点
で
、
他
地
域
と
異
な

る
。
〝
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
゛
と
は
混
ぜ
る
、
あ
る
い
は

混
ぜ
た
も
の
を
意
味
し
、
福
建
省
の
福
建
料
理
を

ベ
ー
ス
に
、
豚
肉
や
魚
介
類
、
野
菜
か
ま
ぼ
こ
な

ど
様
々
な
地
元
食
材
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を

炒
め
て
の
せ
た
汁
麺
で
あ
る
。
明
治
中
期
に
、
長

崎
を
訪
れ
る
中
国
か
ら
の
若
者
達
の
た
め
、
中
華

料
理
店
「
四
海
樓
」
の
初
代
店
主
が
発
案
し
た
と

も
い
わ
れ
る
が
、
他
の
説
も
あ
る
。
麺
、
具
、
ス

ー
プ
の
い
ず
れ
も
ラ
ー
メ
ン
と
は
異
な
る
味
だ

が
、
今
で
は
、
長
崎
の
中
華
料
理
店
や
地
元
飲
食

店
に
普
及
す
る
と
と
も
に
、
小
浜
（
雲
仙
市
）
や

天
草
諸
島
な
ど
で
の
ご
当
地
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
と
し

て
の
広
が
り
も
あ
る
。 
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九州風景街道のガイドブック一覧 
List of Guidebook of Scenic Byway Kyushu 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html  
(上記のホームページからコピーできます。（無料）） 

全体編 〇Japanese Edition: 九州の風景街道     その１ 総論  
                 
〇English Edition： Scenic Byway Kyushu  Part 1 Overview 

     
その２ ルート別ガイド            Part2  Leaflet by Route  
 日南海岸きらめきライン        Q-❶  Nichinan Sparkling Coast 
  日豊海岸シーニック・バイウェイ    Q-❷  Nippo Seashore Road 
  ながさきサンセットロード       Q-❸  Nagasaki Sunset Highway 
  北九州おもてなし“ゆっくりかいどう” Q-❹  Kitakyushu Hospitality Roads 
ちょっとよりみち唐津街道むなかた   Q-❺   Munakata Historic Byway 

 かごしま風景街道           Q-❻  Kagoshima Scenic Byways 
 玄界灘風景街道                       Q-❼   Genkai Coastal Highway 
 九州横断の道やまなみハイウェイ     Q-❽   Yamanami Highland Parkway 
 九州横断の道阿蘇くまもと路       Q-❾   Aso/Kumamoto Scenic Roads 
 豊の国歴史ロマン街道          Q-❿   Toyonokuni History Roads 
 みどりの里・耳納風景街道             Q-⓫   Green Village in Minou Mountains 
 別府湾岸・国東半島海べの道           Q-⓬   Scenic Area of Beppu Bay and Kunisaki Pen. 
  あまくさ風景街道           Q-⓭   Amakusa Islands Drive 
 薩摩よりみち風景街道                 Q-⓮   North Satsuma Scenic Tour 
  島原半島うみやま街道            Q-⓯    Umi-Yama Scenic Byway in Shimabara Pen. 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html
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